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　プロローグ　まず、灘英斗という記号について。
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　灘なだ英ひで斗とにとって、桜とは忌いむべき存在なのだという。

　だいたい暖かくなってくると一いつ斉せいに咲さき始めて、校庭を桃もも色いろに縁ふち取どってくれる。とても華はなやかでいいじゃないかなどと私は思うのだが、彼に言わせれば所しよ詮せん戦時教育の産物であり、別段ありがたがるほどのものでもない、とのことなのだ。

　しかしこれは彼が反戦主義者だとか左さ翼よく的だとかいうわけではない。単に汚きたならしいから嫌いやなのだそうである。

　それを聞いた時は、やはりこの男は心底から変人だと思った。だがどうもよくよく聞いてみると、上ではなく下のことを言っていたらしい。下というのはつまり地面で、要するに地面が汚よごれるから嫌だと言いたかったのである。

　なるほど、確かに散った後の花弁というのは踏ふまれたり雨ざらしになったりで、やがて片かた隅すみに溜たまって茶色く変色する。几き帳ちよう面めんな性格の彼にとっては、そういうところが気に入らない原因なのだろう。

　ただ──私が思うに、彼は春そのものが嫌きらいなのではなかろうか。春といえば新年度の始まり。進学やらクラス替がえやら何かと行事は尽つきないが、彼にとっての一番の問題はおそらく委員会活動の引ひき継つぎだろう。

　灘英斗は生徒監かん視し委員会に所属している。

　生徒監視委員会というのは、まあ、私と同じ世代にならもうすっかりお馴な染じみなので、今さら説明することもないと思う。「あらゆる点に於おいて校内の調和を重んじ、事有る時は速すみやかに報告すべし」というあれである。

　もっともそれを指して「生徒監視委員会」とフルネームで呼ばれることは稀まれで、大たい抵ていは「監視委員会」とか「チクリ委員会」とか、洒落しやれたところでは「風紀委員改」だとか、方言っぽくなると「ツゲモン」「ポチ」などと呼ばれたりしている。すでに公私立問わず全国の学校に存在する定番の委員会だが、それでも生徒からの風当たりは強い。

　やはり法律で設置が義務付けられている、というのがネックなのかもしれない。

　そもそも未成年者が関かん与よする事件の急増などは前世紀の頃ころから騒さわがれ続けていたわけで、それを今さら学級警察のようなものなど設けて取り締しまることもないと思うのだ。思うのだが、クラスに最低一人、多くても二人ぐらいそういう同年代がいれば、多少は抑よく止し力りよくになると踏んだのだろう。結局委員会活動は直接的生徒指導の仕事までも受け持つようになってしまった。

　同級生が何らかの事件に関与すればそれを逸いち早はやく解決し、学校に報告する──。灘はそんなことを始めてもう四年目になる。

　中学時代からやっていたそうだ。まず始めに一年間、これは内申書目当てだったという。次の二年間は経験者だからという理由で強制的に継けい続ぞく。そして高校生になってからの一年目──つまり今年は、中学時代の経験を買われて、直接生徒指導部の方から依い頼らいされたらしい。

　彼にとっての新年度とは、こういった損な役割をしつこく引き受けさせられる憂ゆう鬱うつな時季でもある。だからこそ必然的に桜も嫌になるのではなかろうか、などと私は推測している。

　ただ、それでも彼の仕事振ぶりは昔から優ゆう秀しゆうだったそうだ。例えば身だしなみのチェックは日常茶さ飯はん事じ。喫きつ煙えん後の現場があれば吸い殻がらの癖くせから相手を割り出し、クラスが一丸となっておこなった授業のボイコットですら一人で治めたという。私に言わせれば、どう考えてもやりすぎである。

　で、その結果が現在に繫つながるわけだ。

　灘が所属するクラスの生徒は、誰だれもが問題児だった。

　どうやら入学手続きが済んだ後で判明したことだったらしい。授業妨ぼう害がいや不純異性交遊を始めとする校則違い反はんはもちろん、器物損そん壊かいに道交法違反、傷害罪に殺人未み遂すいの疑いがある者まで、その数総勢三十人。正確には留年組を除く二十八人。さすがにこれだけ多くては入学の取り消しも難しかったのだろう。何しろ委員会が設けられて以来、学校関係のネタはマスコミの餌えさとしては申し分なかったわけだから、結果その問題児がまとめて一学年生として入ってきたことになる。

　で、何をどう間ま違ちがったか──あるいは開き直って掃はき溜だめにされたか、その辺の真意は不明だが、彼らは皆みな同じクラスになった。そのお目付け役が灘になったというわけだ。

　しかしその時彼がどんな不平を漏もらしたのか、そこまでは分からない。校庭の桜が咲き乱れる頃、私はまだこの学校にはいなかったのだ。当然灘英斗という人物についても、何も知らなかったのである。

　私が灘と、そして三十人の愛すべき問題児と出会うのは、夏休みが明けて新学期が始まる、まだ残暑厳しい季節が巡めぐってきてからのこと。

　この物語はその時私の身に降りかかった──そして彼らにとっては極ごくありふれた──ちょっとした大事件にまつわる、私なりの記録なのである。

　たぶん。







　１　九月一日朝　私、転校早々在籍データを失う。
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　だいたいにして不幸な身の上の私にとって、成績が良いというのは唯ゆい一いつの救いだった。実技はさて置き、主要三科目はあらかた把は握あく。詰つめ込みではあるが理科社会系統もそれなりに押さえ、基本的に授業中困ることはあまりない。極きわめていいご身分と言えた。

　ただ、そうなったのには深いわけがある。

　中学を卒業し、じきに新たな高校生活が始まろうという春休みの空白期間、私はひょんなことから入学を取り消される羽目になった。まあ、さほど大きな理由ではない。ちょっと近きん隣りん校の生徒とトラブルを起こし、それを学校側に知られてしまったという、よくありがちな話なのである。

　で、急きゆう遽きよ他校に編入手続きを取ることになった。当然試験があるため、冬以来の受験生活に逆ぎやく戻もどり。一週間ほど教科書ノート参考書、単語帳から過去問題と、あらゆるテキストと睨にらめっこし、どうにか近所の女子校に合格したものの、その結果私はえらく中ちゆう途と半はん端ぱな時期の転校生になってしまった。

　ところが悪いことというのは重なるものである。入学一ヶ月目にして今度は、犯罪事件絡がらみの取材とやらで学校に来ていたマスコミの前で行きすぎたお喋しやべりをし、またもや退学処分を受けたのである。

　もちろん転校である。入試も三度目ともなるとうんざりしてきたが、止やむを得ない。私はまだまだ高校生としての生活にピリオドを打ちたくはなかったのだ。

　三番目の学校では、どうにか二ヶ月ほど持続させることができた。しかし間に中間と期末の二大試験を挟はさんで夏休み寸前、掃除の途中で歴代校長の胸像二十六体の首をことごとく討ち取り、またもや退学となった。

　したがって世間の高校生がすっかり夏休みを満まん喫きつしていた頃ころ、私はもう何度目だか分からない試験勉強に励はげんでいたのである。こんな具合だから当然成績──というか学力も向上するわけで、夏の全国模試ではトップレベル。その結果冗じよう談だんで受けてみたご近所最大の難関校、私立御お伽とぎ学園の編入試験ですら、一発で通ってしまった。

　ある意味最大の馬ば鹿かか私は、と自分でも思った。

　まあ、実際のところ転校続きで経済的にも負担が来ていたし、家から近ければ交通費も浮うくだろうという理由で選んだようなところもあったのだが、とはいえ曲がりなりにも名門進学校である。ここで上手うまく腰こしを落ち着けることができれば、履り歴れき的にも多少は──本当に多少はプラスになるだろう。そう思ったのだ。

　なのに、である。




「なくなってるよ。君のデータ」

　狭せまく薄うす暗ぐらい生徒指導室の中、テーブルを挟んで真向かいに座ったメガネの少年は、半ば放心しかけている私に向かって、もう一度その事実を告げた。

「管理用の個人資料、編入試験の解答用紙と成績、振ふり込まれたはずの授業料──。どれもきれいさっぱりね。したがって君がうちに転校してきた生徒であるという物的証しよう拠こもないわけだ」

「……やだなあ」

　私はついにニヘラと笑えみを浮かべた。

　今日も朝からろくな目に遭あっていない私が行き着いた、最後の手段だった。

　メガネ氏はその様子に眉まゆを顰ひそめ、それからすぐにＢ５サイズの紙を一枚取り出して、テーブルの上に置いた。見ればまっさらな個人データ記入用紙である。上の方には括かつ弧こ付きで物々しく「生徒監かん視し委員会保存用」の文字。記入しろ、ということなのだろう。

「一応うちのクラスに転校生が来ることは聞いていたけどね。何しろ学校がデータを紛ふん失しつしているから、どんな人間が来るのか、名前はおろか性別すらも分からなかったんだ。とりあえず今日中に出しといてもらうよ」

　氏名性別生年月日住所電話番号経歴等々、ありきたりな記入欄らんがずらずらと並んでいる。この手の用紙も転校するたびに提出してきた。思えばこんなものを馬ば鹿か丁てい寧ねいに書いていたからこそ、監視委員の目に留まって、何かあるたびに報告されたのではなかったか。

　彼らは問題児と見れば徹てつ底てい的にマークする。ましてや問題を起こして転校を繰くり返している生徒など、カモ同然だろう。

　そう、私がこんな波は瀾らん万ばん丈じような人生を送っているのも、すべて監視委員が悪いのだ。

　例えば今真向かいに座っている彼。私が入る予定だった一年乙おつ組の監視委員であるという。嫌いや味みにならない程度に撫なで付けた頭とう髪はつと、丁てい寧ねいにアイロン掛がけされた制服。そして能面のように整った顔を飾かざる──しつこいようだが──メガネ。はっきり言ってどこを取っても胡う散さん臭くさい。

　だいたい暦こよみ上じようはともかく、まだ気温は夏である。何が嬉うれしくてブレザーまできっちり着込んでいるのだ、この男は。

　しかし面と向かって愚ぐ痴ちるわけにも行かず、私は泣く泣くボールペンを取り出して素す直なおに彼の言葉に従った。名前は高たか浪なみ藍らん子こ。性別女子。平成七年十月二十日生まれ。本当なら今頃は、すっかり打ち解けあった仲間達と夏休みに出かけた海の写真など眺ながめつつ、ちょっとした一夏の体験をきっかけにあらぬ方向へずんずん進んでいこうかという、花も恥はじらう十五歳の九月一日水曜日である。

　何が悲しくて編入手続きのミスなどという事態に陥おちいっているのだか。

「だいたい手続きぐらいやり直してくれたっていいじゃないですか」

　私はボールペンを走らせながら不平を漏もらした。

「例えば私を面接してくれた先生に訊けば、すぐに本人だって判わかることでしょ？」

「ああ、西にし岡おか先生。うちの担任だよ。さっき神経性の胃い潰かい瘍ようが再発したとかで早退したけど」

　そんな体の弱い人間に担任などやらせるべきではない。

　いや、べつに虚きよ弱じやく体質者は教師になるなとか、そういう差別的思想を背にしての発言ではなく、純じゆん粋すいにあのクラスには向かないだろうと思うのだ。

　一年乙組の生徒の酷ひどさというものを、私はつい先ほど身をもって体験したばかりだった。まあ、世の中学級崩ほう壊かいなども騒さわがれて久しいが、おそらくあれほど無茶苦茶な所もないだろう。良く言えば理り不ふ尽じん。悪く言えば非常識。ちなみに置き換かえも可、である。学校側が騒そう動どうを嫌きらって公おおやけにこそしてないが、その筋では名門御伽学園の秘境として名高いらしい。

　でもってぶっちゃけた話、それが私の入るクラスだ。

「ところで君の方なんだけど──」

　メガネ氏はそう言うと、ちょうど私の右みぎ隣どなりに座っている少女を見やった。言い忘れていたが、私はこんな胡散臭い部屋で彼と二人っきりというわけでは決してなかった。

　相手はこちらより少し低い背に、肩かたまで伸のばしたセミロングヘア。驚おどろいた子こ猫ねこのように見開かれた瞳ひとみが小作りの顔に映はえ、少々幼い感じはするものの、なかなか魅み力りよく的な子である。おまけに砂すな埃ぼこりにまみれているから、ついきれいきれいしてあげたいというやましい衝しよう動どうすら覚えてしまう。

「私は転校生ですよ」

　外見に違たがわぬ幼い、しかししっかりとした声で少女は答えた。

「御伽学園の一年乙組に転校してきたんです。間ま違ちがいありません」

　そう言って強い眼まな差ざしで相手を見つめる。芯しんの通っているところが微笑ほほえましいが、ただ何かと問題は多いわけで。

「転校生は一人のはずなんだけどね」

　癖くせなのだろう。メガネ氏は面おも白しろくなさそうにまたもや眉を顰めた。

「しかも君、名前は？」

「忘れました」

「住所は？」

「覚えてません」

「生年月日は？」

「もちろん分かるはずがありません」

　矢や継つぎ早に繰り出される質問に、少女はこれまた何も考えずに素早く答えてみせる。そう、どうやらこの子、記き憶おく喪そう失しつになっているようなのである。

　おそらく強い精神的ショックによるものだろう。つい先ほど校庭で起きた事件に居合わせたのが原因らしい。

　しかし彼女が転校生であると言い張るのはさすがに無理があった。何より制服が違う。御伽の制服といえば、メガネ氏も着ている濃のう緑りよく色しよくのブレザーにクリーム色のシャツという、出来の悪いカボチャみたいな配色のものと相場が決まっているわけで、少なくとも彼女の着ている普ふ通つうのセーラー服──しかもご丁寧に校章無し──などではあり得ない。夏休み明けの転校ともなれば、服を揃そろえるぐらいの時間はあっただろうし、そもそも記憶喪失者の言うことなど当てになるはずがないではないか。

　今彼女が行くべきは、乙組ではなく病院だ。

「君も身元が判る物を持ってないんだね」

　メガネ氏は心底嫌いやそうに言うと、もう一枚の記入用紙を彼女に差し出した。

「じゃあこれを。分からない所は適当で構わない」

「ちょっと待ってくださいよ！」

　突とつ然ぜんの展開に、私の声は思わず大きくなっていた。

「転校生は私の方ですってば。この子は関係ないです！」

「べつにこの子を引き入れて君を追い出そうとは考えてないよ。あくまで暫ざん定てい的処置だ。真実が判り次し第だい、無関係な人にはちゃんとお引取り願うさ」

「いや、判り次第も何も」

　見て解わからないのか、この男は。

　私は頰ほおを膨ふくらませて、書き終えた用紙を突つき返した。彼はそれを受け取ると、ざっと中身を確かく認にんし、面白い名前だね、とえらく失敬な感想を述べた。大きなお世話である。中学の時に貰もらったあだ名が「波は浪ろう注意報」だったことなど、意地でも教えてやるものか。

「じゃあこれは僕の方で預からせてもらう。他者の目に触ふれないよう、管理は厳重におこなうから安心してくれたまえ。ああ、それと自己紹しよう介かいがまだだったね。僕は灘英斗。乙組の生徒監かん視し委員──なのはもう知っているね」

「ええ知ってますとも」

　初めて彼の名前を知った瞬しゆん間かんだったというのに、私はかなり投げ遣やりに答えていた。

　そしてメガネ氏改め灘は、そんなことなどまったく気にも留めないかのように、脇わきに置いてあった鞄かばんから大学ノートを取り出し、それじゃあ始めようか、と言った。

「始めるって、何をですか？」

「事情聴ちよう取しゆに決まってるじゃないか。今朝登校中に事件に巻き込まれたろう？」

「あれはもう済んだことですよ？」

　済んでいるはずだ。あの場にいた他ほかの生徒がすべて説明してくれているし、何より灘自身も居合わせていたのである。私がそう言うと、彼は「あれは居合わせたんじゃなくて出向いたんだ」と面白くなさそうに訂てい正せいした。

「僕が生徒監視委員として自らに課した使命は二つ。事件の解決と事件の報告。他校の委員がどんな具合だかは知らないけど、解決できるものなら進んで解決してみせるよ、僕は」

「普通は誰だれもしませんよ、解決なんか」

　監視委員というのは専もつぱらチクリ委員と称しようされることの方が多いだけあって、結局のところ周囲の粗あらを探しては上に知らせるだけの存在でしかない。現に私がいた学校ではどこもそうだった。まあ、確かに条文には「事有る時は速すみやかに報告すべし」としかないから、報告だけで仕事は充じゆう分ぶんだし、いちいち解決までする必要はない。だがそれでいて特権意識だけは丸出しで、何しろ生徒の個人情報をいろいろと摑つかんでいるものだから、かなり始末が悪かったのも事実だ。脅きよう迫はく紛まがいの行動をして退学処分になった監視委員がいた、などというニュースも耳にしたことがある。

　ただ、この灘がどういった存在なのか、私にはまだ分からなかった。確かに偉えらそうだし頭は良さそうだし嫌な感じだしと、その辺は今までの連中と変わりなく思えるのだが、しかし彼は己おのれの使命とやらに違わず、朝起きた事件を私の目の前でしっかりと解決してみせたのである。

　そういう意味では、今までに類を見ない人物と言っても過言ではない。もっともかなり強ごう引いんな解決手段ではあったが。

「事情は全員から聴きくことにしているんだよ。ちょっとした行き違いがあると、そこで事件の全容はガラリと変わってしまう。客観的かつ多面的に物事を見られない人間にこの仕事は務まらないからね」

　彼はもっともらしいことを言うと、再度私に話を促うながした。

　まあ、このまま黙だまっていても埒らちが明きそうにないし、それに早く編入手続きをどうにかしなければならない。だいたいよくよく考えてみれば、どこかに消えたという私の授業料だってそんじょそこらの値段ではないのだ。自分の位置にばかり気を取られて忘れかけていたが、これは大だい被ひ害がいである。

　早くこの場を切り上げてしまおう。私はそう結論付けると、事情を話し始めた。

「始めは──走っていたんです」




　始めは走っていた。

　私は時々よく知らない道を突っ走る癖くせがある。こんなことを言うと、ただの可哀かわい想そうな子と思われることもしばしばだが、それは断じて違う。べつに目的地もないまま走るわけではない。

　例えばＡという地点が百メートル先にあるとして、そこへできるだけ早く着くためには、直線移動をするのが一番である。これは初歩的な数学だ。そこで法則どおりに直線を行くのだが、現実には建物やら道路やら動かないお婆ばあちゃんやらが邪じや魔まをして進めなくなることが多く、その結果ルートから少し外れることになる。そして改めて直線を進もうとして、また行き詰づまる。さらにずれる。進む。詰まる。ずれる。進む。詰まる。

　これを五、六回繰くり返せば、私もあなたも立派な迷子である。いや、絶対に私だけということはないはずだ。

　ついでに時間もどんどん流れていって、できるだけ早く着くなどという甘っちょろい願望などどうでもよくなり、最終的には「着く」ことこそが目標に摩すり替かわっているのである。

　早い話が、遅ち刻こくついでに近道を行こうとして迷子になっていたわけだが。

　生まれてこの方、いつもこんなことばかりしている。どうして私ってばこんなにも典型的ドジっ娘こなんだろうと呆あきれながら口に食パンを咥くわえつつ、今朝も元気にお陽ひ様さまの下、私は通学路から外れた道を、寝ね癖ぐせ付きのポニーテールを振ふり乱して突っ走っていた。

　ちなみにこれを真ま似ねする人がいるといけないので一応断っておくが、パンにジャムだけは塗ぬらない方がいい。悲ひ惨さんなことになる。

　すでに目的の建物は、眼前に並ぶ高級住宅の向こうに白く輝かがやく屋上を覗のぞかせていた。私立御伽学園。今日から私の通学先になるはずだった高校である。まさかその時は初日から在ざい籍せきデータが消しよう滅めつしていようなどとは思いもよらず、そんなわけだから私は絶対遅刻しまいと、自然にスピードを上げていった。そしてまたもや曲がり角に差しかかり、うんざりしながら軌き道どうを修正しようとして、その異様な光景に出くわしたのである。

　児童公園があった。錆さび付いたグリーンの柵さくの向こうに植わった並木。汚きたないパンダの描えがかれた看板には、真っ赤な文字で「パンダこうえん」。何の捻ひねりもないネーミングが狂くるおしいほど愛いとおしかっただけに、やはりその光景は異様だったのである。

　霧きりが園内を覆おおい尽つくしていた。

　霧というのは、もちろんあの真っ白な霧である。ひんやりとした水の粒りゆう子しが空気中に現れ、ちょうど工事現場の白カバーのように、公園だけをすっぽりと覆っていた。

　世間は晴天だというのに、である。

　私はその光景に一いつ瞬しゆん目を奪うばわれ、結果前も見ずに突つっ走ることになった。

　当然衝しよう突とつした。人間と。

　相手の少年はちょうど公園の入口前に、ぼんやりと突っ立っていたようだった。何とも頼たよりなげな童顔に私と同じクリーム色のシャツ。胸にはこれまた同じ御伽の校章。やはり制服姿の女子と二人で公園を眺ながめていたところへ、私は猪いのししですらためらうほどのスピードで突っ込んでいったらしい。

　危あやうくぶつかりそうになった顔面同士は、食パンの防ぼう御ぎよ壁へきによって事無きを得た。やはりジャムは塗らないで正解だった。

　私は彼に抱だき留められながら、そのまま前のめりに倒たおれこんだ。ちょうど上に圧のしかかる形である。体と体を重ね合わせ、いい具合に体温が感じられたところできゃあと叫さけんで頰ほおを赤らめつつ立ち上がると、彼の顔の上にひしゃげた食パンだけが残った。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　連れと思おぼしき女の子の質問は、彼ではなく私の方に向けられてきた。

　両りよう脇わきの髪かみをお下げに垂らした、妙みように人ひと懐なつっこそうな目をした子である。そしてその人懐っこい眼まな差ざしでこちらの顔をまじまじと覗き込み、突とつ然ぜん人差し指をぐいと突き出して、ああと叫びだしたのだから、何とも落ち着きのない登校風景ではあった。

「ランちゃん！　ランちゃんじゃない？」

「へ？」

「へじゃなくてさ、ほら、ランちゃん、高浪さんでしょ？　私、ヒナヨだよ。小学校で一いつ緒しよだったじゃない」

　お下げをぶんぶん振り回しながら、彼女は自己紹しよう介かいらしきものをした。

　言われて思い出す。弥生やよい雛ひな世よ。通つう称しようヒナちゃん。確かに小三の一年間、同じクラスにいた子だ。とりわけ大親友というわけではなかったが、そこは女子特有の連帯感というやつで、何かあるたびにつるんでいた記き憶おくがある。

　あれから──六年以上も経たったのだ。

　小四になる頃ころ、私はやはりちょっとした事件に関かかわって転校した。もっともクラスの窓ガラスを割った疑いがかけられただけという些さ細さいな理由だったが、それでも過保護なうちの両親にとっては大問題だったのだろう。すぐに冤えん罪ざいであることが証明されたにも拘かかわらず、こんな所に大事な娘は預けられないと、別の学校へ移らされたのである。

　ただ、それが初めてというわけではなかった。そもそも雛世のいた学校にだって三年の時に転校してきたのだし、それ以前にも私は事あるごとに転校を繰り返していた。言わば感覚が麻ま痺ひしていたわけで、おかげで私は泣きもせずに、素す直なおに両親の指示に従った。

　そのスタイルはいまだ変わってない。まあ、変わっていたなら、御伽に来ることもなかったろうが。

「奇き遇ぐうだね。それ、うちの制服でしょ？　転校してきたの？」

　雛世は私の格好を見て、嬉うれしそうに訊たずねてきた。

　私は頷うなずきながら、その一方で傍かたわらに引っくり返っている例の男子を見下ろした。いまだパンで顔を覆ったまま仰あお向むけに引っくり返っている。新手の変死体に見えなくもない。

　雛世はその視線に気付くと、「ああ、彼はコウくん。倉くら時とき孝こう助すけくん」と起こしもせずに教えてくれた。

「同じ小学校だったんだけど、ランちゃんは覚えてないかな。あの時はクラス別々だったしね。私とは小五の時から同じクラスになって、中学でも三年間同級生で、なぜか今でも同級生。まあ、腐くされ縁えんってところかな」

「じゃあ幼おさな馴な染じみ？」

「そうとも言うけど。あ、でも誤解しないでね。本当にただの幼馴染なんだから」

　誰だれもそんなことは訊きいてない。私は無む駄だに頰を赤らめている雛世の姿に思わず苦く笑しようした。

　ともあれここで知った顔に出会えるというのは、やはりありがたい。何しろこちらは右も左も分からぬ新しん参ざん者もの。彼女が灯台代わりになってくれれば、間ま違ちがって暗あん礁しように乗り上げるようなことも阻そ止しできるかもしれない。

　心の中に巣食う不安が多少消えたこともあり、私はフウと息をついた。そして妙な肺の苦しさを覚え、そこでようやく走っていたことを思い出す。そういえば遅ち刻こくしかけていたのだ。

　しかしなぜこの二人はこんな所でのんびりしているのだろう。

　不思議に思って訊ねてみると、雛世は「だってほら、これ」と例の霧を指差した。

「この公園を抜ぬけないと学校に行けないよ。一応まっすぐ進めばいいはずなんだけど、さすがにこれじゃあねぇ」

「はあ」

　つまり──私達は建物よりも道路よりも動かないお婆ばあちゃんよりもはるかに性質たちの悪いものに、行く手を阻はばまれているらしい。

　初日から最悪な展開だ、などと思っていると、そこへようやく気が付いたと見えて、孝助が起き上がってきた。一応その手にはしっかりと食パンが摑つかまれている。その辺に捨てなかったのは偉えらいが、しかし返されても困る。いったいどうするつもりなのだろう。

「いやほんと、困ったよね」

　彼は頭を搔かきつつ、吞のん気きそうに話しかけてきた。

「もうすぐ晴れると思うけど、たぶんその前に予よ鈴れいが鳴っちゃうんじゃないかな」

　口くち振ぶりからして諦あきらめているとしか思えないようだった。

　私は改めて霧きりを見る。ほんの一メートル先すら見えない、まさに濃のう霧むと呼ぶに相応ふさわしい状態。これで本当にもうすぐ晴れるのだろうか。

　霧の危険性というのは、私も重々承知である。例えば山で霧に出くわした場合、道を誤ったり崖がけから足を滑すべらせたりといった被ひ害がいが予想される。海なら岩礁に気付かずに船を進ませ、そのまま沈ちん没ぼつということもあり得うる。つまり霧そのものはさて置き、そこから導き出される二次的、三次的な事態の方が恐おそろしいのだ。

　で、ここは──児童公園である。

　何だか馬ば鹿か馬鹿しくなった。せいぜい遊具にぶつからないよう手て探さぐりで行けばいいだけではないか。

「ごめん、先に行くよ」

　そう言うと私はためらいもせずに、霧に向かって歩きだした。まるで生きているかのように蠕ぜん動どうする白い世界。少し気味は悪いけれども、ここを抜けない限り遅刻決定である。

　まあ、どうせ異常気象か何かだろう。集中的に熱やら湿しつ度どやらが何かを起こして、何かすると何かの加減できっとこんな具合になるに違いない。専門知識がないのをいいことにあまり深く考えようともせず、私はそそくさと足を踏ふみ入れた。背後で二人の呼び戻もどそうとする声が聞こえたが、視界はすぐに白で満たされた。

　意外に冷たい。水だから当たり前か。

　私は霧の中を慎しん重ちように進んでいった。時おり樹木や遊具の類たぐいに行き当たるが、どんなに濃霧といえども、そばまで寄れば影かげぐらいは浮うかび上がる。したがって先ほどのように激げき突とつすることもなく、無難に十メートルほども進んだ時だった。

　ドーム状の滑り台と思おぼしき物体の前で、突とつ然ぜん霧の中から木刀が飛び出し、その鋭するどく尖とがった切っ先を私の眉み間けんに突つき立てようとしてきた。

　驚おどろいて立ち竦すくみ目をやると、おそらくその物体の持ち主だろう、ただ黒いシルエットだけがそこに立ち、えらく殺気だった空気をこちらに向けている。

　思わず「ひい」と声が漏もれた。

「……おっと悪わりぃ、人違いだった」

　だが影はそう言うと、呆あつ気けないほどあっさりと凶きよう器きを引っ込め、再び霧の中に紛まぎれてしまった。

　私は逃にげなかった。逃げようにも、どちらを向いて走ったらいいか分からなかった。今のショックで方向感覚が狂くるったらしい。

「ったく、どうしてこんな所に女の子が来るんだ……。まあいい、紛らわしいから、しばらくそこでおとなしくしててくれよ」

　言われなくてもそうするつもりである。

　私は仕方なく滑り台に寄りかかり、他ほかにやることもないので耳を澄すまして相手の気配を窺うかがってみた。いったい何者だろう。声を聞く限りでは若い男のようだが、普ふ通つう真っ当な若い男というのは、朝っぱらから公園で濃霧に紛れて刺さしてきたりはしないものだ。たぶん。

「あのぅ、何やってるんですか？」

　遅刻が確定したこともあって、私は吞気に訊たずねてみた。しかし霧の中の人物はチッと舌打ちし、「だからおとなしくしてろって」と文句を垂れただけだった。

　どうしてこんなに殺気立っているのだろう。財さい布ふでも落としたかな、などと考えていると、今度は向こうの方からグアッと意味の分からない声を上げてきた。ついでにどたんと倒たおれて、何やらうぅうぅ呻うめきながらしきりに暴れている。ちょっとヤバいかもしれないと胸を高鳴らせながら注意しているうちに、どうやらもう一人誰かがいるらしいことに気付く。

　本当に──何をしているのだか。

　音のする方に顔を向けたが、やはりハウとかグフッとか騒さわいでいるだけだった。そしてしばらくするとそれも次し第だいに小さくなり、やがてただ静せい寂じやくだけが戻ってくる。

「ええと、先に行ってもいいですか？」

　私は試ためしにそう声をかけてみた。返事はなかった。

　終わったのか。あるいは場所を移動したのか。どちらにしても不安を覚える。視界というものの存在しない世界において、聴ちよう覚かくの無力化はこの上ない拷ごう問もんなのだ。

　今私が感じているのは、確かに存在している足の下の地面と、冷たいコンクリート製の滑り台のみ。その滑り台に体をくっつけるようにして、音のしていた方にそっと身を乗り出したが、もちろん何も見ることはできなかった。

「あのぅ……」

　どうしたんですか、と問いかけようとして、近くに何かがいることに気付いた。

　そして振ふり返ろうとした瞬しゆん間かん、首筋にふさふさした感かん触しよくが走るや、私はその何かに背後から羽は交がい締じめにされていた。

「ほほぅ、どうやら素す敵てきな人ひと質じちが手に入ったようですね」

　私の耳元で、そいつは嬉うれしそうに喋しやべった。どこか人間離ばなれした甲かん高だかい声である。少なくとも私に木刀を突き付けてきた相手とは違ちがう。おそらくその彼が私と間違えた人物だろう。

　そう思って首を巡めぐらせると、霧の中に朧おぼろげながら、白いデスマスクのような面めんが浮かんでいるのが見て取れた。驚いて逃げようと身をよじったが、それよりも向こうの力が勝まさっているせいだろう、腕うでを振り解ほどくことはおろか、ろくにもがくことすら敵かなわない。
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「じたばたしないでください。ねぇ間ま宮みやさん、貴様もですよ。動いたらこの女の肺を霧で満たしてやります。体熱で水すい滴てき化かして、アッという間に溺でき死しするでしょうね」

　ろくでもないことを言っている。

　しかしそうなると、今の私はとてつもなく危険な状態にあるのかもしれない。非現実的な空間の中で突とつ如じよ危機感が芽生え、それと同時に誰だれしもが抱いだくであろう疑念が脳のう裏りをよぎった。

　──ていうか何者なんだこいつらは。

「まあ、もっともこの霧きりでは周りは見えませんし、体も冷えてまともには動かないでしょう。いちいち大口叩たたいて挑ちよう戦せんしてきた割にはどうしようもないですね、貴様は」

　怪かい人じんデスマスクはちょうど私の右耳裏辺りで、ひゃっひゃっひゃっと嫌いやな笑い声を上げた。実に不快極きわまりない。私は何とかその手を振り解けないものかと改めて勢いよくもがいてみたが、口内に冷たい水の粒りゆう子しが潜もぐり込んでくるのに気付いてすぐに止やめた。地面の上で溺死などというしょうもない事態だけは避さけたかった。

　ああそうか、だからヒナちゃん達、先に進まなかったんだ……。

　やっぱり迂う闊かつだったんだ、と改めて感じる。このまま生きて帰れたら、とりあえず濃のう霧むとともに海から殺人幽ゆう霊れいが上がってくる映画でも見て、今日の出来事がトラウマにならぬよう訓練しておきたい。そんなことを思いながら私は真っ白な天を仰あおいだ。

　ちょうど黒い影がもう一つ、頭上からまっすぐ降ってくるところだった。

　影は衝しよう突とつの寸前、素早く私の体を捕とらえると、そのまま身しん体たいを複雑に回転させて私の背後にいたデスマスクに蹴けりを浴びせた。その力がいかに強かったかは、打だ撃げき音おんの大きさから容易に想像がつく。デスマスクは思わず腕の力を緩ゆるませ、私を解放すると同時に激しく後ろへ転てん倒とうした。

　その瞬間、辺りの霧が散り始めた。気象学的には甚はなはだ不自然だったが、それよりも状じよう況きようの方が気になっていた私は、ようやく降り注ぎ始めた陽光の下、周りにいた人物達を眺ながめ回した。

　まずコンクリート製のドーム状滑すべり台を背に、手で鳩尾みぞおちを押さえながら起き上がろうとしているのが、白くおぞましき死し面めんで顔面を覆おおった謎なぞの怪人、即すなわち私を拘こう束そくしていた張本人である。この季節に真っ白な毛皮のコートを着込み、その隙すき間まから見える中の服も白。ついでに仮面が白いこととも相まって、霧の中では完全に保護色になる仕し掛かけである。さっきのふさふさはあの毛皮のものだったのだろうが、それにしても実に悪あく趣しゆ味み極まりない。

　そしてその横手、ちょうど彼を睨にらみ付けるようにして木刀片手に立っているのが、私と同じ御伽の制服を泥どろだらけにした男子だった。濡ぬれて頭皮に張り付いた髪かみが、いかにこの人物が長い間霧の中にいたかを物語っている。汚よごれ具合から見て、先ほど勘かん違ちがいから私を襲おそい、その後暴れていた──というかデスマスクにボコボコにされていた人物に違いない。

　が、そうなると私の横に立っている、今助けてくれたと思おぼしきこの男は誰なのだろう。

「まったく、朝っぱらから女の子に乱暴とは、何もかも弁わきまえてないやつだな。さすが悪党と言ったところか。見たところただの人間とも思えないが、いったい何者だ？」

　きりっとした眼まな差ざしとサラサラヘアが素敵な彼は、その長身を誇ほこるかのように背筋をすっと伸のばし、怪人をまっすぐ見み据すえて訊たずねた。そして身に着けているのは、これまた御伽の制服である。

　あんたもかと思った刹せつ那な、怪人が律りち儀ぎに答えた。

「申し遅おくれました。私は霊れい魔ま王おう直属の暗殺部隊副隊長、マッドウェンディゴと申します」

　口の軽い暗殺部隊である。

「さて、私が名乗ったからには貴様にも名乗ってもらいましょうか」

「そうだな、この町の正義の味方といったところだ」

　そして訊ね返された男は、不公平にもそう言ってはぐらかしただけだった。もっともピンチの私を助けてくれた以上は、正義の味方には違いない。ここは素直に納なつ得とくするべきなのか。

「しかし霊魔ってことは、間宮、お前の相手なのか」

　正義の味方が木刀の少年に話しかける。先ほど怪人も口にしていたが、間宮というのが彼の名であるらしい。

「ああ、このお面野や郎ろう、イオンを返してほしかったらここへ来いって──」

「イオちゃんを？　そうか、そういうことなら遠えん慮りよはいらないな。助すけ太だ刀ちするぜ！」

「いや結構、これは俺とイオンの問題だ。ってかお前、人の彼女のことで向きになるなよ」

「つれないこと言うなって。同じクラスだろ？」

　御伽の生徒二人は、どうも嚙かみ合ってないようだった。

　しかし相変わらず状況は吞のみ込めないままである。間宮と仮面男、この二人が公園で争っている最中、私が意味も分からず飛び込んでいって人ひと質じちに捕とられた。それを助けに入った正義の味方は間宮と同級生で──とまあ、この辺はどうでもいい。

　霊魔とか霧とかイオちゃんとか、その辺の細かいところを誰か説明してもらえないものだろうか。

「ヒャッヒャッ、いくら助太刀が増えたって無む駄だですよ。私の発する霧の中では、貴様らの視界はゼロ。さっきは油断しましたが、もうそう簡単には行きません」

「そいつはどうかな。俺の瞳ひとみに埋うめ込まれた特とく殊しゆレンズは、いかなる濃霧をも見通すことができる。試ためしにやってみろよ。何度でもピンポイントでその鳩尾に蹴りをお見み舞まいしてやるぜ」

「ナ、何ッ？」

　説明してもらえる気配はなかった。というか、むしろ謎が増えている気がする。

　私は仕方なく、適当に後あと退ずさって事の成行きを見守ることにした。このまま突つっ走ってとっとと公園を抜ぬけても良かったのだが、さすがにここまで巻き込まれておいて、戦場を素す通どおりしていくのは気が引けた。

　そういえば雛世達はどうしただろう。霧が晴れたなら、こちらに来てもいいはずだが。

　だが、もと来た道を振ふり返ろうとした私の目は、またもや出現した新たなる代しろ物ものに釘くぎ付づけになってしまった。

　ドラゴンだった。ヘビを思わせる頭部に長い首、赤色のボディには青い光球が点々と一列に並んで輝かがやき、四し肢しの先には巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめ、背には一対ついの翼つばさ。もうどこからどう見ても明らかにドラゴンで、ただどういうわけか妙みように皮ひ膚ふだけがメタリックだった。

　それが轟ごう音おんとともに飛んできて、地じ響ひびきを上げながら公園に降り立ったわけである。非常識にして理り不ふ尽じん極きわまりない事態にも程ほどがあるというものだ。

「また貴様ですかっ！」

　正義の味方に駄だ目め出だしされて焦あせっていた怪かい人じんが、そのドラゴンを見た途と端たん、ついに悲痛な叫さけび声を上げた。何だかよく分からないが、会いたくない相手だったに違いない。まあ、私だってこんな怪物には何度も会いたくない。

「チッ、今日の勝負はお預けです。次こそないと思ってください」

　怪人はそう言うと、厚着とは思えないほど凄すさまじい跳ちよう躍やく力りよくで滑り台の天てつ辺ぺんに跳とび上がり、そこから遊具上を跳び伝って逃とう走そうを図はかろうとした。だがすかさずドラゴンの口が開き、容よう赦しやなく赤い熱光線が発射される。もっとも向こうも当てるつもりはなかったらしい。熱線は相手の逃走経路を遮しや断だんするに留とどまり、その結果怪人もさすがにバランスを崩くずして、ジャングルジムの上からビタンと落ちてきた。敵ながらここまで来ると痛々しかった。

　で、やはり誰だれにもドラゴンなぞがほいほいと出てきた理由を説明してくれる気配はない。

　私はいい加減嫌になり、先を急ごうと再び歩き始めた。そこでようやくかの人物が登場したわけである。

「君きみ等らは何か、朝っぱらから騒さわぐほど暇ひまなのか？」

　そう言って不ふ機き嫌げんそうなメガネの少年──灘英斗は、雛世と孝助を後ろに従え、すっかり濡ぬれた地面の上を、びちゃびちゃと音を立てながらこちらに歩み寄ってきた。ふとその足元を見れば、校則重視なのか運うん動どう靴ぐつ。お世辞にもかっこいいとは思えない。

　やれやれ今日も監かん視し委員様のお出ましですか、と怪人が呟つぶやいた。

「相変わらずやることが強ごう引いんですね。何も私一人倒たおすのに、巨大ロボットなんか持ち出してくることないでしょう」

「べつに君を倒したいわけじゃない」

　騒ぎを治めたいだけだ、と灘はお面に向かって憎にく々にくしげにのたまった。

　巨大ロボットというのは、このドラゴンのことなのだろうか。そう思ってよく観察してみると、確かに体のあちこちに生物にしては不自然な継つぎ目が見える。度を超こえた大きさは肉眼による認にん識しき力りよくを鈍にぶらせるらしい。メタリックで当然だったわけだ。

　私が感心していると、今度はそのドラゴンの頭の上半分が後ろにずれて、これまた御伽の制服を身に着けた少年が顔を覗のぞかせた。人が操縦していたようである。

　ヤマアラシの如ごとく妙に髪かみを逆立たせたその少年は、濃こい眉まゆをくいっと吊つり上がらせてただ一言、俺のラドーンをロボットと呼ぶな、と叫んだ。

「ロボットじゃないか」

　灘が反論する。

「ロボットなんですか？」

　つられて私が訊たずねる。だがやはり少年は違ちがうと怒ど鳴なり返した。

「古代技術が生み出した鋼はがねと竜りゆうの生態融ゆう合ごう兵器・サイバードレイクだ。パイロットとは精神的に繫つながっている。飯めしも食えば昼ひる寝ねもする。生きてるんだから断じてロボットなんかじゃない！」

「どんな構造だろうと機械の動物はロボットだよ、田た崎ざきくん」

　灘はつれないことを言って、胸ポケットから手帳を取り出し、何やらさらさらと書き込んだ。「九月一日午前八時二十六分、勇者と怪かい人じん及および改造人間の争いをロボットにて鎮ちん圧あつ」という、実に簡潔な短文が横から見て取れた。

　いや、そこに羅ら列れつされた単語自体は、簡潔と言いきるには無理があったが。

「改造人間なんですか？」

　とりあえず消去法で考えるに、改造人間というのは自じ称しよう正義の味方のことに違いない。そう思って彼に話しかけると、「その名で呼ぶな」と酷ひどく暗い顔をされてしまった。

「私は怪人ではなく霊れい魔まです」

　べつに訊きいてもいないのに、ついでとばかりに仮面男までが主張を始める。

「怪人だよ」

　そしてこれまた灘が同じようなことを言う。どうしたものかと思い、その霊魔の相手である「勇者」と思おぼしき間宮に目を向けたが、彼はしきりにイオンはどこだと騒ぎながら、公園内を突つっ走っている最中だった。

「霊魔というのは君や君の仲間がそう名乗っているだけだろう。世間では、人間でもないのに人間そっくりな生物は『怪人』と呼ぶんだ。言わば記号化だよ」

「ヌ、貴様、霊魔軍を馬ば鹿かにしてはいけません。我が生まれし世界ミヴェラノーダでは最強と謳うたわれた勢力なのですから」

「最強ったって、君は霧きりを操あやつるしかできないじゃないか。うちのクラスにいる超ちよう能のう力りよく者しやの根ね室むろさんなんか、机でもキリンでも操れるよ」

「貴様のクラスは非常識すぎます」

　怪人は己おのれのデスマスクにげんなりしたような陰いん影えいを落として首を左右に振ふった。まあ、誰もコレに非常識呼ばわりはされたくなかっただろうが、反論の声が上がる間もなくそいつは「いい加減帰らせてください！」と叫び、今度こそピュンピュン跳はねながら公園を去っていった。

　そういえば私も早く行かないと、遅ち刻こくするかしないかの瀬せ戸と際ぎわだったはずだ。特に今日は学校での第一印象も懸かかっていたのである。もはや時間的に手て遅おくれという気がしないでもないが、今からでも走り直した方がよくはないか。

　しかしここにいる面々が時間を気にしている様子はない。とりあえず監視委員の方に目をやると、彼は木刀を振り回してうろつく勇者に向かって、顔をしかめながら声をかけているところだった。

「間宮くんも少しは落ち着きたまえよ。イオンさんならとっくに学校に行っているよ」

「そんな馬鹿な。だってあのお面野や郎ろうが『イオンを返してほしかったら公園に来い』って……」

「それは君を誘さそい出すための口実に決まっているだろう。だいたいイオンさんを人ひと質じちに捕とったなら、この子を改めて人質に捕る必要はないはずだよ」

　そう言って彼は手にしたペンで私を指し示した。そしてこちらの顔を見やり、少しの沈ちん黙もくの後、ようやく肝かん心じんなことを訊ねてきた。

「で、君は誰だれさ」

　あまりに今さらすぎる質問だった。一応遅刻しそうだったという現状を思い出したこともあり、私は逸いち早はやくこの場を切り上げるため、極きわめて簡潔に答えた。

「──転校生です」

　それが、私の「記号」になった。




　以上。これがつい先ほど、私が巻き込まれた事件のあらましである。

　この後灘に連れられて生徒指導室へやってきた──となれば話は早く進むのだが、実際にそうでなかったのは、例の記き憶おく喪そう失しつ者しやを見れば分かることだろう。

　学校へ着いた私達を待っていてくれたのは、校庭の真ん中にでんとへたり込む巨きよ大だいナマズだった。しかもヒゲをニョロニョロ動かしのたうち回るたびに、辺りがぐらぐらと揺ゆれている。何も九月一日だからって、こんなものが出てきていいわけがない。

　そして──やはりと言うかまたと呆あきれるべきか、ナマズの頭上では桃もも色いろの着物をベースにした妙みように可愛かわいらしいコスチュームの女の子が、パチンコ片手に戦っていたのである。

　彼女の放った輝かがやく石がナマズを消しよう滅めつさせるのには、ものの数分もかからなかったが、あのまま放ほうっておいたら、やはり灘が何とかして治めてくれたのだろうか。

　一いつ瞬しゆん魔法少女姿のメガネが脳のう裏りをよぎったので、仮定の話は置いておくとして、そこで私達が出会ったのがこの記憶喪失者だった。ちょうどナマズが消えた後、校庭の片かた隅すみで引っくり返っていたのである。頭にメイドカチューシャなど載のせた妙に面めん倒どう見みの良い女の子が校舎から駆かけ出してきて、急いで保健室に運んでいったが、幸い怪け我がはなかったらしい。

　いや、むしろ怪我より性質たちが悪いようだが。

　私が話している間、灘はふむふむと頷うなずきながら慣れた手つきでノートに記録を続けていた。これで初日からの遅刻もばれてしまったわけである。

　ただ幸いなことに災わざわい転じてというやつで、突とつ如じよ湧わき起こった群発地じ震しんによって、今日の始業式は明日に延期となっていた。生徒達も表向きには解散を済ませ、今いま頃ごろは地震の後片付けに駆り出されているらしい。私は運がいい。

「君は倉時くんにぶつかったんだね」

　ふと灘がそんなことを確かく認にんしてきた。まさかこれまで報告の対象になるというのか。

「いけませんでしたか？」

　警けい戒かいしながら訊たずね返すと、彼は「いやべつに」と言って、メガネの中央部を右手中指でくいっと持ち上げてみせた。べつにずれを直すなと言うわけではないが、この男に気取った手つきでそんなポーズを取られると、嫌いや味みにしか見えない。

「特にいけないというわけじゃないよ。ある意味宿命のようなものだし」

　わけが分からなかった。それは何か、私と孝助が路上で衝しよう突とつしたのは天の定めで、これをきっかけに二人は幸せにとか、そういうことが言いたいのか。勝手に脳内で妄もう想そうを広げながら、私は苛いら立だちと恥はじらいとで頰ほおを紅潮させる。

　バタバタとけたたましい音を立てて誰かが飛び込んできたのは、ちょうどそんな時だった。

　見れば髪かみをツインテールに結ゆった小こ柄がらな女の子である。制服全体の丈たけが合ってないのか、必要以上に巨大なリボンタイを胸むな元もとで揺らし、なのにほっそりした脚あしはスカートからきれいに曝さらけ出して、ドアの所に摑つかまりながらぜいぜいと喘あえいでる。

「どうしたの、倉時さん」

　灘は孝助と同じ姓せいで彼女を呼んだ。思うに親しん戚せきか偶ぐう然ぜんの類たぐいだろうが、あるいは孝助が変身した姿であると覚かく悟ごしておくのも悪くない。私だってかれこれ十五年以上も生きているのだ。腹を据すえればこれぐらいの予想はつく。

　だが、嬉うれしいことにその予想は空から振ぶりに終わった。灘に詰つめ寄った彼女はその手をぐいと摑み、兄あに者じやがピンチなんだよぉ、と彼を引っ張り上げた。

「備品室に閉じ込められて、その周りをお化けが囲んでるの。このままじゃヤバいんだってば」

「閉じ込められた？」

「いや、閉じ込めたのはあたしだけど……」

　少女は灘に言われて、その台詞せりふを訂てい正せいした。きっと常習犯なのだろう。

　で、「お化け」という部分のスルーされているところが、また理り不ふ尽じんなわけで。

　灘はすぐさまノートを閉じると、それから私に向かって「ちょっと使いを頼たのまれてくれないか」と、愛あい想そ笑わらいもせずに頼んできた。

「うちの教室に行って焰ほの邑むらさんを備品室の前に呼んできてくれ。あまり初心者向けの相手ではないけど、他ほかに適役もいなそうだしね」

「また変な人なんですか？」

「変というなら君も変だよ。普ふ通つうはあんなに転校しないし」

　なかなか傷つけてくれる。私はしぶしぶ頷き、急いで廊ろう下かへ飛び出した。

　一年乙組の教室は、校庭を囲うようにして建つ四階建ての四校舎のうち、西側に位置していた。しかも三階。生徒指導室は南校舎の一階だから、駆け足で向かうには少々しんどい。もっとも私はといえばそんなことは知らなかったものだから、一度東の昇しよう降こう口ぐちにある見取り図の前まで突つっ走り、それから汗あせだくになって教室まで辿たどり着いた次し第だいである。

　廊下では生徒達が割れたガラスをかき集めたり机を運んだりと、忙いそがしそうに動き回っていた。地震の影えい響きようは殊ことのほか大きかったらしい。それは乙組でも同じことで、私が恐おそる恐る中を覗のぞき込んだ時には、やはり何名かが揃そろって後片付けの真っ最中だった。

　私はざっと中の顔ぶれを確認した。公園で出会った勇者とロボット乗り、そして校庭でナマズを消滅させた魔ま法ほう少女が、普通の制服姿で椅い子すを並べ直している。前の方で割れた花か瓶びんの破は片へんを拾っているのは、あのメイドカチューシャの娘むすめだ。他にも数人が落ちた額や砕くだけたチョークなどを拾っている姿が見えるが、こちらが内心思い描えがいていたようなエライ集団とは異なり、幸い外見的にはごくごく人間らしい者ばかりだった。

　しかし雛世の姿は見当たらない。最も気心の知れた相手だっただけに、こういう時に不在だとやりづらくなる。

　さて誰だれに声をかけたものかと戸と惑まどっていると、例のメイド娘がこちらに気付いたと見えて、すたすたと歩み寄ってきた。灘同様、この暑いのにしっかりと上着まで着込み、しかも腰こしにはフリル付きのエプロンまでしている始末である。

「いらっしゃいませ」

　彼女はそう言ってひょこたんと頭を下げた。おかっぱ頭がふわりと揺ゆれる。

「ご用件をお伺うかがいいたします」

　髪を直しつつにこやかに応対するその姿は、まさにメイドそのものだった。

　あんたは本当にここの生徒ですかと訊ききたくなる衝しよう動どうを抑おさえ、私はさっそく用件を切り出した。

「焰邑さんって、いますか？」

「焰邑様でいらっしゃいますね」

　実にやりにくい。だいたい同級生を様付けするのもいかがなものだろう。頭に妙みような物を載っけているせいで一種の自己暗示にかかっているのかもしれないが、どう考えてもブレザーとは合わないのだから、外せばいいのにと思う。

　メイド娘は「それでしたら」と奥の方、ちょうど窓まど際ぎわの辺りを手で指し示し、「あそこで床ゆかをお掃はきになられている方が焰邑様です」と、これまたにこやかに教えてくれた。

　見れば長身の女子が一人、確かに箒ほうきで散らばったゴミを黙もく々もくと掃いている。すっと伸のびた背筋に透すき通った眼まな差ざし、細い眉まゆ。口元を引き締しめ、長い髪を後ろに縛しばり上げて清せい楚そかつ物静かに佇たたずむ様は、もう何というか嫌いやになるほど察しがつく。

　私はメイド娘に言こと伝づてを頼み、再び廊下に出た。どうにも居い心ごこ地ちが悪かった。転校生だからとか、そういう単純な理由ではない。自分はどう考えてもここの面々とは不ふ釣つり合あいで──いや、たぶんそれは当然のことなのだろうけど──とにかく私の入る余地などなさそうな気がした。

　変というなら君も変だよ、と灘は言ったが、私はただ偶ぐう然ぜんが作用して酷ひどい人生を歩んでいるだけである。好んで奇き態たいに走っている彼らとはわけが違ちがうのだ。

　やがて教室から焰邑が出てきた。彼女は右手に大きめのスポーツバッグをぶら下げて、「着き替がえてくるから先に行ってて」と落ち着いた口くち振ぶりで私に言い渡わたし、どこかへ去っていった。

　しかし先に行けと言われても、私は備品室の場所など知らないのである。仕方ないので再び昇降口まで行き、もう一度見取り図を確かく認にんした。場所は北校舎の四階。廊下の突き当たりにある、教室半分ほどの広さの物置部屋だった。

　メイド娘に訊けばよかったと気付いたのは、階段を上っている最中のことである。

　で、私がげんなりしながら目的地に辿り着いた頃ころには、事はすでに終わりかけていた。廊下の奥に詰め込まれるようにして蠢うごめく半はん透とう明めいの大小異い形ぎようの集団と、それに捕つかまって憮ぶ然ぜんとしている倉時妹。そしてお化けを貪むさぼり食うでかい青あお鬼おにが一匹ぴき。すぐ近くには巫女みこ装しよう束ぞくに着替えた焰邑と、相変わらず面おも白しろくなさそうな顔の灘が佇み、じっと成行きを見守っていた。

「ご苦労様」

　灘は私が来たのを目の端はしで確認すると、こちらに顔も向けぬまま、ちっともありがたくなさそうな口調で礼を述べた。

「こっちはじきに終わるよ。あとは中に閉じ込められた二人を助けて事情を聴きくだけだ」

「二人？」

　孝助だけではなかったのか。私が首を傾かしげてみせると、灘は「根室さんもいる」と補足した。その名前には聞き覚えがある。確か机でもキリンでも操れる超ちよう能のう力りよく者しやだ。

「困ったものさ。彼女なら自力で解決してくれそうなものなのに、この体ていたらく。どうも倉時くんと一いつ緒しよだと駄だ目めみたいだね」

　その言葉に反応するかのように、突とつ然ぜん鬼の食いっぷりが良くなる。見れば焰邑の澄すました顔の隅すみに十文字の脈が浮うかび上がっている。あの鬼がどういう存在なのかはよく分からないが、たぶん彼女とどこかでリンクしているのだろう。

　倉時妹はそれを聞くと、ごめんねぇ酷い兄者で、と笑ってみせた。兄あに譲ゆずりなのか、お化けに揉もまれてぐちゃぐちゃになっているというのにえらく能天気である。

「君も彼とぶつかったんだろう？」

　そう言って、灘はようやくこちらを振ふり向いた。

「これで倉時くんが女子と衝しよう突とつするのは八回目だ。他ほかにも落し物を届けること二回、荷物を運ぶこと一回、今みたいに二人してどこかに閉じ込められること四回で、結局彼はクラス中の女子と何らかの関係を持ったことになる。まあ、それがことごとく好意に結び付いているようだし、なかなかできることじゃないよ。ねえ、焰邑さん？」

「てめー前歯折るぞ」

　話を振られた焰邑は澄ました顔のまま、なんとも外見とはチグハグな台詞せりふを吐はいた。

　クラス中の女子ということは、たぶん彼女もその中に含ふくまれているのだろう。ならば今のは、ただの嫉しつ妬と心しん故ゆえの暴言であったと思いたい。だってこの人は清らかな巫女さんなのだから。

　そうこうしているうちに鬼の食事も終わり、倉時兄妹と根室は無事助け出された。もっとも備品室の扉とびらを開けた時は、どういうわけでか二人がしっかりと互たがいを抱だき締め合っている最中で、それを見た焰邑がいま一度鬼を召しよう喚かんしたりする見せ場もあったのだが、その辺は省略させていただきたい。

　根室アヤカは白い肌はだと赤い目、灰色の髪かみという、おそらく今まで見た中では一番目立つ外見をした女の子だった。

「あの、何かあったんですか？」

　そしてようやく救出された彼女の第一声は、どこかずれていた。

「気付かなかったのかい？　君らしくもない」

　灘が例の如ごとく手帳を取り出しながら呟つぶやく。先ほどの大学ノートが清書用だとすると、こちらはメモ程度のものなのだろう。それにしてもこの男、何かにつけて文句を言わなければ気が済まないのか。

　さっそく二人の事情聴ちよう取しゆを始めた彼のもとから離はなれ、私は倉時妹のそばに寄った。孝助とアヤカが中で何をしていたのかは大いに気になったが、その横では無表情な焰邑が危険な空気を発していたのでは立ち聞きもしづらい。なるほど、彼女は初心者向けではなかったわけである。

「いったい何があったんですか？」

　私は壁かべ際ぎわに立って服を整えている倉時妹に訊たずねてみた。そして訊ねてから、その前に自己紹しよう介かいするべきだったかな、と思い直す。乙組の監かん視し委員である灘の所に来たというなら、この子も同級生に違いないのだ。孝助とは双ふた子ごか、あるいは年度が同じだったのだろう。

「いやぁ、あたしにもよく分からないんだよ」

　髪を結ゆい直しながら妹いもうと御ごは答えた。

「兄者と根室さんが備品室にチョークを取りに行くっていうからさ。跡あとつけてって、外から鍵かぎをかけてみたんだ」

「どうしてそんなことを？」

「面白いから」

　だって兄者ってば奥手だからさあ、と彼女は意味の分からない言い訳をした。孝助がクラス中の女子と関係しているというのは、もしかしたら半分ぐらいはこの妹のせいではなかろうか。どうもそんな気がしてならない。

「そうしたらどこからともなくお化けが湧わいてきて、備品室を取り囲んじゃったの。それでこんなのあたしじゃどうすることもできないし、灘くんなら何とかしてくれると思ってさ」
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「お化け……ねえ」

　まあ、あれはどう見ても人間ではないだろう。どうしてそんなものが突然湧いたのか、などと考えるのは野や暮ぼである。これから先、この学校で無事卒業式を迎むかえるためにも、私はきっと細かいことにこだわってはいけないのだ。

「どうしてあんなものが湧いたんだろう」

　だがこちらの思し索さくをよそに、灘はごく自然に疑問を口にしていた。

「焰邑さん、何か意見は？」

「知るかよ」

　焰邑がまたもや口くち汚ぎたない台詞を吐き捨てる。初めて彼女を見た時に感じた気品ある清せい楚そな雰ふん囲い気きが、安物のパイ生き地じのようにボロボロと欠け落ちていく。

「勝手に湧いたんじゃなきゃ、誰だれかが湧かしたんだろ？　あたいの知ったこっちゃねーよ」

　あたい、と来た。

「なるほど、誰かが湧かした、か。しかしそうなると目的が分からなくなってくる。あの集団はここに群がっていただけで、中に入ろうとはしなかった。そして根室さんも倉時くんも外の様子には気付かず──。襲おそうでもなく怖こわがらせるでもなく。じゃあ何のためにここに呼び出されたのだろうね」

　ねえサナギさん、と今度は妹の方に話を振ふる。どうやら彼女、サナギという名前らしい。どんな字を当てるのやら、もはや想像もつかない。

「君がここで鍵をかけてからあれが現れるまで、どれぐらい時間がかかったか覚えているかい？」

「すぐだったよ。ほぼ同時」

　サナギが答える。灘はそれを聞くと「ふむ」と一声唸うなり、それから備品室の戸をガラガラと開けて、改めて中を覗のぞき込んだ。

「暗くてよく分からないけど……ああ、これか。たぶん彼らが中に入らなかったのはこれが原因だろうね」

　そう言って戸の内側に付いていた何かをペリッと剝はがし、こちらに掲かかげてみせる。細長い紙に朱しゆで文字の書かれた──いわゆるお札である。

「これは君きみ等らが貼はったのかい？」

　そう訊ねられて、孝助とアヤカは無言で首を横に振った。まあ、普ふ通つうこんなものは事前に用意できるはずもないから、やはり人じん為い的に仕組まれたのだろう。

　……と思う。焰邑を見ていると、誰が持ち歩いていてもおかしくなさそうに思えて嫌いやになるが。

「すると話は見えてくるね。ここは備品室だ。要するに物置だから物もの陰かげは多い。そういう見えない場所を上手うまく利用して、おそらくこれと同じ物が何枚も貼られていることだろう。本来外側から貼るべきものを内側から貼るというのも、カモフラージュの知ち恵えとしてはなかなかのものかもしれない。ねえ、焰邑さん？」

「うぜぇんだよ。何でいちいち人に訊きく」

　再度話を振られた焰邑は、相変わらず清楚な顔を崩くずさずに、心に思ったであろうそのままを垂れ流した。

「『牡ぼ丹たん灯とう記き』ぐらい常識だろうがよ」

　そんなもの、私は知らない。

　しかし灘は罵ば倒とうされたことなど気にも留めぬかのように眉まゆ一つ動かさず、「これで決まりだね」と呟つぶやいた。

「今回の件は誰かが意図的に起こしたものだ。あとはこちらで原因を探さぐってみるよ。君等にも、もしかしたらもう一度話を聞くことになるかもしれないけど、とりあえず今は解散するとしよう」

　以上──。

　てきぱきと、彼はその場をまとめた。

　いや、始めからまとまっていた。生徒二人が部屋に閉じ込められて変なものに囲まれたというだけで、普通なら一大事のはずである。しかし彼は事態を収束できる適確な人材を担かつぎ出し、何の苦労もせずに救出作業を済ませてしまった。そして誰だれ一人ひとりパニックに陥おちいらせることなく、状じよう況きよう整理の手伝いまでやらせている。

　何だか慌あわてて走ったことが馬ば鹿か馬鹿しくなってきた。

　灘の手帳を覗き込むと、「九月一日午前十時二分、妹の悪戯いたずらによって備品室にその兄と他一名軟なん禁きん。部屋周りに出現した幽ゆう霊れいは巫女みこによって消しよう滅めつ」と、朝よりはやや長めの文章が記されていた。

「人名は……書かないんですね」

　私は何となく灘に言ってみた。また何か嫌いや味みの一つも聞かされると思ったが、しかし彼は「そうだね」と素す直なおに頷うなずいただけだった。

「これが僕の主義だから」

「そうですか……」

　記号、と言っていたっけ。

　私は朝の公園で交かわされた会話を思い出す。「勇者」に「改造人間」、「怪かい人じん」に「ロボット」。いずれも細かな肉付けを省き、単純化したキーワードである。主義だと言うなら、彼はおそらく全クラスメイトを、そうした記号に置き換かえているのだろう。

　しかし時として、その記号すら省かれることもある。この事件に限ってアヤカが超ちよう能のう力りよく者しやであるという必要がなかったためだろう、灘のメモに彼女の記号はなかった。

　そして、私の記号もまた。

「さて、高浪さん」

　不意に灘が話題を変えた。気が付けば他の四人はすでに去り、私だけが取り残されている。

「君はこれからどうするのさ。学校側や西岡先生には僕の方からも言っておくけど、このまま何も出てこなかった場合、本当にご退学願うことになるかもしれないよ」

「私、まだ何も悪いことしてませんよぉ」

　突とつ然ぜん現実的な時間に引き戻もどされて、私は瞳ひとみを潤うるませながら抗こう議ぎした。たぶんこの退学が通ったら、過去最悪の転校理由になってしまう。

「何か方法はないんですか？」

「何か、と言われてもね。まあ、きっと誰かが仕組んだことなんだろうけど」

　思い当たる節はないか、と訊たずねられて首を横に振る。確かに私は過去何度も過あやまちを犯おかしてきたけれど、根は善人なのである。人様から恨うらみを受ける覚えはないし、それに恨まれるとしても、ここまで用意周しゆう到とうに編入防止策を練られることは、普通ない。

　いや、現にそうなってはいるのだが。

　灘は少し考えていたが、やがてその眉を顰ひそめ、「一人怪あやしいとすれば御伽太た郎ろうさんだ」と聞いたことのない名前を口にした。

「誰ですって？」

「御伽太郎さん。例の記き憶おく喪そう失しつの子が記入用紙に書いた名前だよ。どう書いたらいいのか分からないって言うから見本用紙を見せたら、本当に見本どおりにしてしまったんだ」

「いや、それって男子用の仮名じゃないですか」

　せめて御伽花子にするべきだったと思う。

「べつに構わないさ、どうせ仮名なんだし。それはともかく──」

　パラリと手帳が一ページ遡さかのぼった。

「──九月一日午前九時四分、第二の転校生を名乗る記憶喪失者が現れる。それともう一件、九月一日午前七時三十二分、第一の転校生の在ざい籍せきデータの消失を確かく認にん」

　私が直面している問題をまとめた記述だろう。

「例の女の子が実際に記憶喪失なのか、あるいは装よそおっているだけなのか、その辺は判わからない。しかし削さく除じよされたデータと二人の転校生、そして内一人の記憶喪失──。偶ぐう然ぜんと見るには無理がある。鍵かぎを握にぎっているのはおそらく彼女に違ちがいないよ」

　灘の言い分はもっともだった。やはりあの少女は疑われて然しかるべきなのである。

　となれば話は早い。あとは彼女を問い詰つめて、手がかりを吐はかせるだけだ。さっそくその所在を訊ねると、灘は「保健室に戻ったよ」と教えてくれた。私は礼を言い、急いで駆かけだしていった。

　とりあえず昇しよう降こう口ぐちへ──であるが。







　２　九月一日午前　私、記憶喪失者から困った事実を聞かされる。
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　直後、人生とは即すなわちタイミングだ、ということを私は痛いほど実感したのである。

　何事もそうなのだ。例えば私がかつて校長二十六人斬ぎりを果たした時だって、掃そう除じの最中、近くにいた子の首筋のほくろが三つでさえなければ、あんなことにはならなかったのである。人の歴史はタイミングという名の偶然によって構築され、そして更さらなるタイミングを生み出していくのだ。

　とまあ、そんな哲てつ学がくに耽ふけりたくなるほどナイスタイミングだったわけで。

「あら、いらっしゃいませ」

　私が保健室の戸を開けると、ちょうどさっきのメイド娘むすめがベッドの上に座り込み、仰あお向むけに寝ねそべった御伽太郎のセーラー服を脱ぬがそうとしている真っ最中だった。

「どこかお怪け我がですか？　先生はただいまいらっしゃいませんが、よろしければこの私が何なりと各種お手当てを……」

「あなた、さっき教室にいたじゃない」

　私は思わずタメ口でツッコんだ。するとメイドは裾すそを摘つまんだまま、ほんの少しだけ頰ほおを引き攣つらせ、でも私保健委員なんですよ、と爽さわやかな笑えみを浮うかべてみせた。

「保健委員なら保健室に来てても不自然じゃありませんよね？　ね？」

「保健委員が記憶喪失者を剝むくなっ！」

　その声に御伽太郎がこちらを振ふり向く。べつに寝ていたわけでもなさそうだが、起きていたならあなたも少しは疑問を感じなさいよと声を大にして言いたい。記憶喪失だからって、多少の常識ぐらい残っていても良さそうなものだ。

「あら高浪さん」

　彼女は何事もなかったかのようにそう言うと、よっこらせと上体を起こし、その肩かたを抱だこうとしたメイドの手を押し退のけて訊ねた。

「何かご用ですか？」

「ご用ですよ。あなた達いったい何してたのよ」

「いえ、灘さんに言われてここで休んでいたら、この人が来て、保健委員としてぜひとも触しよく診しんさせてくれ、と」

　触診ごときで記憶喪失が治るものなら、私がこの手でたっぷり触さわってやる。

　改めてメイドの方を見た。頭のヒラヒラにエプロンというスタイルは最前のまま、ご丁てい寧ねいに上うわ履ばきまで脱いで座り込んでいる。一見従順そうな顔をしているが、実はとんでもない相手かもしれない。

　いや、そもそも女同士なのに脱がせてどうしようというのやら。

「そういうことはせめて男相手にやりなさいよ」

　私がそう言うと、メイドは露ろ骨こつに顔をしかめ、「やだよぅ」と叫さけんだ。ついに口調まで変わった。

「男なんか脱がしたって楽しくも何ともないじゃん。それともあなたは同性がお好み？」

　男なのか、こいつ。

　ならば問答無用である。私は無言でベッドに駆け寄り、頭の一つも引っぱたいてやろうと大きく手を振りかざした。後にして思えば、そのように体に隙すきのできる体勢など間ま違ちがっても取るべきではなかったのである。しかしその時の私には冷静な判断などできようはずもなく、結果振り上げた平手は彼のカチューシャには到とう達たつせずに、代わりに相手の方が慣れた指先で私の発展途と上じよう国こくを撫なで上げただけだった。

　思わず声が出た。いろんな意味で。

　冗じよう談だんじゃない。保健室で悪戯いたずらされましたなんて、ありきたりすぎて親にすら話せないではないか。私はもう一度満足げに頷うなずくメイドに摑つかみかかったが、向こうも相当の手て足だれと見えて、機き敏びんかつ複雑な動きでこちらの攻こう撃げきを回かい避ひする。

「それじゃ今日の診察はこれにて終しゆう了りよう。お大事にねん」

　メイドはそう言いながらベッドから飛び降り、私に向かって手を振ってみせた。たぶん今日会った中では灘を抜ぬいて一番に腹の立つ相手である。何とか報復できないものかと、ふと傍わきを見ると、彼の脱ぎ捨てた上履きが目に入った。

　これだ。

　どんなに本人が機敏な動きをしたところで、靴くつは所しよ詮せん靴でしかない。私は力いっぱい足を振り上げ、そいつを思いきり蹴けり飛ばしてやった。ぽこんと可愛かわいらしい音を立てた上履きは床ゆかを滑り、たちまちベッドの下へ潜もぐり込んでいった。

「ああああああっ！」

　メイドが叫ぶ。私は勝利を確信し、靴の後を追って這はいつくばった彼の腰こしを、改めて三度足あし蹴げにした。

　刹せつ那な、シャッターの切られる音がした。

　嫌いやな予感に恐おそる恐る振り返ると、いつの間に現れたのか入口の所に二人の人物が立っていた。

　一人はよく見知った顔──と言っても数年間のブランクを経て再会したのはつい今朝のことだが──弥生雛世である。どうやらまだ校内に残っていたらしい。しかし問題はその横、いかにもプロ仕様なカメラを堂々と構えたバサバサショートヘアの女子の方。今の衝しよう撃げき的瞬しゆん間かんを写真に収めたのは彼女に違ちがいないだろうが、果たして何に使われるのだか不安で仕方がない。

　寝不足なのか、カメラ娘むすめは隈くまに縁ふち取どられたトンガリまなこを血走らせつつ、得意げに頰を引き攣らせ、おそらくは笑っているのであろう顔を作って横の弥生に叫んだ。

「やったよヒナちゃん、スクープだよ！　『学園名物メイド少女・スカートの奥に疼うずくオスの欲望』って見出しでどう？」

「駄だ目めだよユウちゃん。煽せん情じよう的なコピーで未成年者を惑まどわすなって、灘くんに何度も注意されてるんだから」

　雛世はユウちゃんなるカメラ娘にやんわりと没ぼつを喰くらわすと、それからメイドの方に駆かけ寄って、オミちゃんじゃないよね、とその顔を睨にらみ付けた。

「オミちゃんなら壊こわした花か瓶びん修理してくるって、さっき接せつ着ちやく剤ざい持って美術室に向かったのを見たし。それにオミちゃんのことは三歳の頃ころから知ってるけど、人の寝ねているベッドの上に座るような行ぎよう儀ぎ悪いことはしないもん」

　あの花瓶、地じ震しんで割れたのではなかったのか。

　それはともかく、どうやら彼女の言う「オミちゃん」というのが、例のメイドの呼び名らしい。しかし──だったらここで必死に上履きを搔かき出そうともがいているメイドは誰だれなのだ。

「コタロちゃんでしょ」

　私の疑問に答えるように、雛世はメイドの本ほん性しようを言い当てた。

　いや、そのコタロちゃんというのが誰なのかは知らないが。

「濃こ紫むらさき小こ太た郎ろうくんっていってね」

　不意に私の背後でユウちゃんなる少女が囁ささやいた。ギョッとして振ふり返ると、今はカメラを肩かたに下げ、手にメジャーなど持って私の各部位を測ろうとしている。そんなものまで報道しないでほしい。

「あらゆる性犯罪に手を染めながら生きること二百五十年。時々別人に化けては人を誑たぶらかす、とってもミステリーなチビッコだよ」

「何ですかその二百五十年というのは……」

　身をよじってメジャーから逃のがれつつ、私は絶句した。せめて人間の範はん疇ちゆうに留とどまっていてほしかった。

　メイドの姿をした濃紫はようやく上履きを摑んだとみえて、よいこらせとベッドの下から這い出してくると、まるで一昔前のデジタル処理映像のように、たちまちその姿をグンニャリと変化させた。少年の形をベースに、紫がかった短い巻き毛と尖とがった耳、瞳どう孔こうは猫ねこのように細く、指先には細かな鉤かぎ爪づめ──。

　普ふ通つうに出ているじゃないか。お化け。

　私は改めて彼を見下ろす。背せ丈たけは小学生ほどしかないが、オーダーメイドとしか思えないサイズの制服を着込んでいるところを見ると、やはりこれも御伽の──そしておそらく乙組の生徒なのだろう。

「あらゆるってのは言いすぎだろうよぅ」

　上うわ履ばきを手にぶら下げたまま、濃紫は不平を漏もらした。その口元で光る八重やえ歯ば。というか牙きば。

「せいぜい屍し姦かんまでだぜ、おいら」

「その発言、いただき！」

　同時にユウちゃんが叫さけぶ。賑にぎやかな連中である。

　何だかこのまま素す直なおに退学したくなってきた。

　そういえば、私はべつにこんな所へ馬ば鹿かをやりに来たのではなかったのだ。退学か否いなかを定めるため、御伽太郎と決着をつけに来たのである。しかし当の御伽太郎はといえば、つい今しがたまで自分を脱ぬがそうとしていた相手が男だと知ったためか、突とつ然ぜん覚えた恥はじらいに頭からすっぽりと布ふ団とんを被かぶり、カマクラみたいになっている有様だった。

「コタロちゃん。お医者さんごっこはもうやらないって、幼よう稚ち園えんの時に私と約束したでしょ？」

　雛世が濃紫を睨んだまま、ぐいと両の手を腰に当て、いかにも怒おこってますというジェスチャーをしてみせる。何だか注意のしかたがすっかり馴な染じんでいるように見えるのは、やはりそれだけ付き合いが長いということなのだろう。

　そういえばヒナちゃんって古い付き合いの人が多いな、と私が思っているうちに、やがて濃紫の方も一通り遊び尽つくしたとでも考えたか、いろいろと減らず口を叩たたきながら、裸足はだしのまますたすたと保健室から逃にげていった。正直、あれなら上履きになどこだわる必要もなかったように思う。

「濃紫くんは身に着けていた物が一つでも欠けると、元の姿に戻もどれなくなるんだよ」

　私の不思議そうな顔を見て察したのか、ユウちゃんが解説してくれた。いいことを聞いた。今度実験してみよう。

　しかしここでふと疑問に思う。この二人、いったい何しに来たのだ。

「さて御伽太郎さん」

　濃紫を見送って戸を閉めたユウちゃんが、改めてベッドの方に歩み寄ってくる。どうやら彼女の目的はこの記き憶おく喪そう失しつ者しやにあるらしい。

「私は百もも川かわ優ゆう。あなたと同じ一年乙組に所属するクラスメイトにして、我が校が誇ほこる新聞部の記者をやってるの」

　ゴシップ専門の、と横から雛世が補足を入れる。

　ユウちゃん改め百川優はその補足を誉ほめ言葉と受け止ったのか、軽く首を曲げて気取ったポーズなど取りつつ、カメラと一いつ緒しよにぶら下げていた鞄かばんから一枚の新聞紙を取り出してみせた。その表には巨きよ大だいなフォントで「御伽瓦かわら版ばん号外──怪かい奇き！　増ぞう殖しよくする転校生」と記されている。

　まあ、確かに怪あやしくて奇き妙みような出来事ではあるが、この見出しは何とかならないものか。これではまるで私が恐きよう怖ふアオカビ女か何かで、雨とともに大発生したみたいではないか。

　そう思いながら記事をざっと目で追ってみる。大まかな内容は次の二点。一つは一人だったはずの転校生が二人になったこと。もう一つは私が今朝公園で、「伝説の勇者の生まれ変わり」こと間宮勇ゆう輝きの宿敵である霊れい魔ま・マッドウェンディゴと死し闘とうを繰くり広げたこと。

　何だか情報が錯さく綜そうしている気もするが。

「というわけで、ぜひとも取材させてほしいのよ。こんな面おも白しろい事件、号外だけで終わらせるわけに行かないじゃない。とりあえずインタビューね。謎なぞの美少女転校生・御伽太郎の封ふう印いんされた記憶に迫せまる！　で、ついでに高浪さんとの対談とかも載のせられたら楽しいかな、なんて」

　ついでなのか、私は。

　しかし、自ら転校生を名乗る記憶喪失の少女──。これは優でなくとも大いに興味をそそられそうな話である。かく言う私にだってもちろん興味はある。もっともそれは生活が懸かかっているからだが。

「で、ヒナちゃんは何でここに？」

　暴走する優を放置して私が雛世に訊たずねると、彼女は彼女でベッドの前に屈かがみ込み、なおもカマクラに籠ろう城じようしている御伽太郎を隙すき間まから覗のぞき込みながら、ああやっぱりそうかもと呟つぶやいている最中だった。

　何か。乙組の生徒というのは、得てして人の話を聞かないものなのか。

「こんにちは。私、弥生雛世。ねえ御伽太郎さん、私とどこかで会ったことなかったかな。何だか見覚えがあるんだけど、思い出せなくって」

　そして、そういう重大な発言をフレンドリーな感じで唐とう突とつにしないでほしい、とも少し思った。

「ヒナちゃん、その子知ってるの？」

　私が問うと雛世はこくんと頷うなずき、昔どこかで会ってるはずなんだよぉ、とカマクラを捲まくりながら答えた。その体の向こうにようやく御伽太郎の姿が現れる。この暑いのに布団など被っていたせいだろう、すっかり頰ほおを上気させ、蒸むれたセーラー服を乱してフウと息をついている様は、正直、男子には見せてやりたくない部類の光景である。

　彼女は額から汗あせを零こぼしながら、虚うつろな目で私達三人を順じゆん繰ぐりに眺ながめ、そして一番手前にいた雛世に向かって「あのぅ」と困こん惑わく気味に訊ねかけた。

「ここ、どこですか？」

「また忘れたんですか！」

　この子、真しん剣けんに病院に行った方がいいかもしれない。

　私はよほど１１９番に通報してやろうかと思ったが、しかし彼女はすぐに目を瞬しばたかせ、ああ思い出しました、と頷いた。どこまで思い出したのだか甚はなはだ疑問である。

「ちょっとど忘れしちゃったみたいです。ここ、御伽学園ですよね？」

「そうそう」

「で、私の名前は御伽太郎」

「いやそれはどうかと」

　やはり重じゆう症しようのようだった。

　さて、どこから切り出したものだろうか。今ここに集まった三人は、皆みなこの頼たよりない不ふ審しん人物に用があるらしいが、しかし一度にいろいろ訊ねてみたところで要領を得るまい。もっとも私の目的は、御伽太郎から失われた在ざい籍せきデータについて訊きき出すことにあるわけだから、何となく他ほかの二人に任せておけば、自おのずと答えが出そうな気もする。

　ここは様子を見るか、と手て頃ごろな椅い子すに腰こしを掛かけて眺めていると、まず先手を取ったのは雛世の方だった。

「で、御伽太郎さん、私に見覚えはない？」

「ありません」

　何もそこまであっさり否定することもなかろう。私は半ば呆あきれ、それに加えて目に見えて落らく胆たんしている雛世に哀あわれみを感じざるを得なかった。そして、今の会話にヒクリと笑え顔がおっぽいものを見せた優は何なのだ。

「そう来なくっちゃだよね」

　ポケットから取材用の小型レコーダーを取り出し、新聞部員は満足げに頷いた。

「ヒナちゃん見ただけですぐに解決なんて、私には納なつ得とくできないもの。こういうのは引っ張らなきゃ。これだけ謎に満ちてるんだから、これでネタを稼かせがなきゃ損よ。いい、凄すごくいい。この子なら一面飾かざっても私は文句ない」

「はあ。ありがとうございます」

　どこまで素す直なおな人々なのだろう。

　微笑ほほえましいというよりはひたすら不安な二人のやり取りが展開される中、私はそれとなく雛世に、例の昔の出会いというのを訊ねてみた。どうも優は御伽太郎の記憶の再生そのものには興味がないようなので、ここは彼女に頼るしかない。

「どこだったかなぁ。でも、一いつ緒しよに遊んだと思うんだよね」

　雛世はひたすら首を傾かしげ、隠かくれんぼしたんだよ、と呟いた。

「でもずいぶん前のことだしなぁ。駄だ目めだ、やっぱり名前ぐらい分からないと思い出せない」

「私の名前は御伽太郎ですよ」

　こちらの会話を聞きつけた御伽太郎が、しつこくその仮名を口にした。

　私は軽く溜ため息いきをついて彼女を見る。結局このままでは何の進展もなさそうだし、やはり私が動くしかないのかもしれない。

「ねぇ御伽太郎さん」

　ちょっと訊きたいんだけど、と話しかけると、今度は優が血走った目をこちらに向け、対談はまだ早いよぅと文句を言ってきた。私はそれを無視して、椅子ごとベッドににじり寄った。

「御伽太郎さんって、記き憶おく喪そう失しつなんだよね？」

「ええ。何にも覚えてないんです」

　しっかりとした眼まな差ざしがこちらを見み据すえる。しかし、その発言はどうしても大きな一点と矛む盾じゆんしてしまうのである。

「じゃあ何で──転校生だなんて言い張ってるの？」

　その問いに、部屋の空気が固まった。

　そう、根本的におかしいのである。記憶が欠けつ如じよしたというなら、まず自分が見知らぬ学校にいることを不思議がるのが筋で、だからつい今しがた再び記憶の飛んだ彼女が、「ここ、どこですか？」という台詞せりふを口にしたのは極きわめて正しい。しかし一方で、本来彼女が主張していた「転校生」という設定が、ゼロからいきなり生まれてくることはないはずである。

　となれば答えは明白。御伽太郎は決して記憶を失ってなどいない。

　私は事の真相を見み抜ぬいた探たん偵ていの気分を味わいながら立ち上がり、白状なさい、と得意げに御伽太郎を睨にらみ下ろした。

　おお、と優が叫さけび、私の勇姿を一枚だけフィルムに収めた。

　御伽太郎は私から目を逸そらすように俯うつむき加減になり、しきりに何事か考え始めた。その間こちらはやることがなく、威い張ばった割にはただ相手の返事を待つことしかできずに黙だまりっ放しになってしまったのだが、やがて向こうも考えがまとまったのだろう、あの力強い眼差しを再度私の方に向け、それではお話しします、と、ようやく部屋の時間を再起動させた。

「実は私、本当の転校生じゃないんです」

　それは知っている。

「で、記憶がないってのも噓うそだった、と？」

　何だかじれったいことになりそうだったので先を促うながすと、しかし御伽太郎はいいえと首を横に振ふった。どうやら私に探偵の素質はなかったようだ。

「記憶がないのは間ま違ちがいないんです。ただ、私がここへ来た目的だけは判わかりました。そしてそのためには、転校生として皆さんのクラスに入る必要があったんです」

　私は──と、ついに彼女は真の目的を口にした。




「私はここへ、人を殺しに来ました」




　またもや時が止まった。

　私と雛世は思わず顔を見合わせ、優が血走った目を剝むき出しにする。そして次の瞬しゆん間かんから、静せい寂じやくだった保健室はシャッター音の嵐あらしで満たされた。

「人って、いったい誰だれを」

　暴走記者を押さえ付ける雛世を横目に私が訊たずねると、御伽太郎は「分かりません」と容よう赦しやなく簡素な答えを返した。またえらく肝かん心じんな部分を忘れたものである。

　それから御伽太郎の証言をまとめるに判ったのは、どうやら彼女が自分の素す性じようを知ったきっかけは一通の指令書にある、ということだった。私と彼女が灘のいる生徒指導室へ行く前のこと、本物のオミちゃん──正しくは緒お深み田たというらしい──に運ばれて保健室で寝ねかされていた彼女のポケットに、いつの間にかメモが入っていたのだという。

「そこにはっきりと書かれていました。ここへの潜せん入にゆうの成功を確かく認にんしたから、早く一年乙組にいる『ターゲット』を始末しろ、と。それから、そのメモを書いた人がすでに潜入済みなことも」

「つまり仲間までいる、と」

　優が顔を引き攣つらせて頷うなずいた。そのメモの内容が確かなら、これはクラスの誰かが、やはりクラスの別の誰かを狙ねらっているということに他ほかならない。私は今日ここへ来たばかりで、いったいあの異様な教室にどんな面々がいるのか、まだほとんど知らないが、その乙組で半年を過ごしてきた優や雛世にとっては相当衝しよう撃げき的てきな事実に違いない。

「始め……私はどうすればいいか分かりませんでした。でも思ったんです。近くに仲間がいるということは、逃にげられない立場にいるんだ、って。だってそれって、常に見張られていることになるわけでしょう？」

　そう、彼女は見張られている。しかも一方的に、だ。事故に巻き込まれて記憶を失った人間が己おのれの意外な正体を知った時、どれほどの戸と惑まどいを感じるものか。そして逃げ道を封ふう鎖さされた時、どれほどの恐きよう怖ふを覚えるものか。

　自分の周囲に構築された世界があっという間に崩くずれ行く瞬間。それは在ざい籍せきデータの喪そう失しつという形で私も体験したばかりである。御伽学園の転校生という立場を失った今の自分には、質こそ違えど彼女の気持ちは解わかる気がした。

「そこで皆みなさんにお願いがあります」

　御伽太郎はそう言って、私達をぐるりと見み渡わたした。

「私の共犯者を捜さがしてほしいのです」

「共犯者って、要するに仲間？」

「はい。私が刺し客かくであるという悪夢から逃のがれるためにも、私を監かん視ししているその人を見つけてください。そして……それまではここにいさせてください」

　ぺこりと頭が下げられた。

　反論のしようがなかった。いや、刺客云うん々ぬんはとりあえず傍わきに置いといて、だが。

　それに彼女が自ら正体を明かした時点で、私が本物の転校生であるという事実は立証されたも同然である。ならばこれ以上この少女を責め立てる必要もない。一つ安あん堵どしたことで、ようやく少し余よ裕ゆうを取り戻もどせたような気がした。

「分かった。そういうことなら私は構わないよ。早く共犯者が見つかるといいね」

　私はにっこりと微笑ほほえみ、彼女の肩かたをぽんと叩たたいてやった。

　勝手に話を進めないでくれよ、という不満タラタラな声が戸越ごしに聞こえたのは、ちょうどそんな時だった。

　もう朝から嫌いやというほど耳にしている周波数である。いつから外にいたのかは不明だが、保健室での女同士の会話を立ち聞きするなど、悪あく趣しゆ味みにも程ほどがあるというものだ。

　そしてガラリと戸が開かれた。私はといえば、仄ほのかな友情の芽生えの瞬間をぶち壊こわされたような気分になって、おそらく彼以上に不満げな顔で振り返った。

　そこで、目が合った。

　灘ではない。その後ろに立つ不思議な少年と、だ。

　とにかく目に付いたのはその笑えみだった。軽く刈かり込んだだけの髪かみにも、誰とも変わらない制服にも、これといって取り上げるだけの特とく徴ちようはない。ただその顔全体に浮うかんだ小さな笑みだけが一ひと際きわ輝かがやき、柔やわらかく細められた目が、どこか人を安心させるような弛し緩かん効果を醸かもし出していた。

「あ、工く藤どうくん、どうしたの？」

　優の声に、工藤と呼ばれた少年は右手を軽く上げて答えてみせた。

「少々呼ばれたのさ。用があるとかでね」

　そう言って彼は灘を指で指し示した。呼んだのはそこのメガネだ、と言いたいらしい。工藤という人物の素性を私は知らないが、灘に呼ばれたというなら、田崎や焰邑同様、事件解決の鍵かぎとして何らかの協力を要よう請せいされたのだろう。

　優は続いてその「用」とやらの内容を訊き出そうと身を乗り出していったが、底知れぬ苛いら立だちを含ふくんだ灘の無言の一いち瞥べつによって渋しぶ々しぶ後あと退ずさった。それでも何か喋しやべらないと収まらなかったのだろう、私に「この人は工藤スグルくん」と彼を紹しよう介かいし、「同じクラスだよ」と予想どおりの解説を加えた。

「で、工藤くん、この人が高浪藍子さん。そっちが御伽太郎さん」

「ああ、知っているとも。しっかり読ませてもらったからね」

　工藤は笑みを絶やすことなく、優の鞄かばんからはみ出ていた号外を指し示した。ということは、あの間ま違ちがった情報はとうにクラス中に知れ渡わたっているのだろう。勘かん弁べんしてほしい。

　灘はそんなやり取りを面おも白しろくなさそうに眺ながめていたが、不意に「邪じや魔まするよ」と言って部屋に入ってきた。空気を読まない発言のせいで、室内が一気に重苦しくなる。確かに邪魔に違いない。

「まったく、気になって来てみたらこれだ。とりあえず話は聞かせてもらったわけだけど──」

　眉まゆ根ねを寄せながら切り出した。不ふ機き嫌げんな証しよう拠こだ。

「御伽太郎さん、そういうことはまず僕に言ってくれなくては困るよ。でも、まあいいさ。悲しいかな、こういったケースは稀まれじゃないからね。君には希望どおり、しばらくクラスの一員としていてもらうけど……それだけで済むとは思えないな」

「そうそう。そうだよねぇ。やっぱりその仲間ってのが放ほうっておくはずないよね。一年乙組に殺さつ戮りくの嵐あらしが吹ふき荒あれるね、たぶん」

　優は異常に嬉うれしそうだった。ろくでもない子である。

　そして「殺戮の嵐なら年中吹き荒れているじゃないか」と切り返した灘にも、やはり何か一言ツッコむべきなのかもしれない。

「そのターゲットだって、心当たりが多すぎて見当もつかないさ。だいたい一クラス三十人、揃そろいも揃って問題を起こす方がどうかしている。百川さんだってそうだよ。春先に隣となり町まちで起きた通り魔ま事件なんて警察に任せておけばいいのに、変に首を突つっ込むものだから殺されかけてたじゃないか」

「そんなこと言ったら灘くんだって事件に首突っ込みまくりでしょうよ」

　今度は優が憮ぶ然ぜんと言い返す。どうもこの二人、決して仲が良いとは言い難がたいらしい。

「首を突っ込むというのとは少し違うけどね。ただ僕は監視委員だから、それ相応の措そ置ちは取るよう努めているよ。しかし君は監視委員の肩かた書がきを持たないんだから、事件に首を突っ込んだ時点で充じゆう分ぶん問題になってしまう」

「だから私も委員会に入るって言ったじゃない。一クラスから二名までオーケーなんでしょ？　しかも今は灘くんしかいないから余裕で入れたはずなのに、委員長権限で拒きよ否ひなんかするから──」

「えっ、灘くんって一年生のくせに委員長なんですか？」

　最後の台詞せりふは私である。何しろ一年で委員長などというのはかなり珍めずらしい。だいたい委員長だの部長だのという役割は、受験に追われることなく、かつ経験も豊かな二年生の仕事と相場が決まっているものではないか。

「中学時代から続けているからね。一応それなりの実績もあったし、ある意味キャリア組だよ」

　灘は、やはり面白くなさそうに答えた。

　まあ、この年で「キャリア組」などと言うのもどうかと思うが。

「それに百川さんの場合、目的は明らかに僕が管理する個人資料じゃないか」

「いやそんなことはないヨ」

　とっさに言い返した優の発音が妙みように平へい淡たんに聞こえたのは、私の耳のせいなどでは断じてない。続いて彼女は自分の情報収集能力がいかに事件解決への糸口になるかをしきりにアピールしだしたが、やはり灘は首を横に振ふるのみだった。

「そうは言うけど百川さん、所謂いわゆる監かん視し委員の仕事と報道は違うものなんだよ。君は事件と見れば片っ端ぱしから突っ込んでいくけど、僕はその逆、物事を多面的に見て適切な判断を下すためにも、事件への一定以上の介かい入にゆうが許されないという立場にある。すべてを客観的に観察し、形よくまとめる。あるいは形よくまとまるよう手を入れる──。それが監視委員のあるべき姿だ。僕は君きみ等らの平へい穏おんな学園生活を維い持じさせるために存在している。必要とあらば真実を解き明かしもするけど、必要がなければ解き明かさないのもまたルールだ。無む駄だに騒さわぎを大きくすることはないんだよ」

　ろくに息いき継つぎもせぬまま語り終えた彼は目線を御伽太郎の方に向け、「君、この高浪さんの在ざい籍せきデータを知らないかい？」と訊たずねた。ようやく本題に入ったわけである。いや、入れるべきは私自身だったのだが。

　御伽太郎は相も変わらず考える努力すらしようとせずに、その首を横に振って、しっかりした声で「いいえ」と断言した。

「だったらそれでいい。今後、君には護衛役としてうちのクラスからネグくんを付けよう。彼なら女の子の面めん倒どう見みはいい方だし、下手に正義の味方と称しようして暴れられるよりはこういう地味な仕事でもさせておいた方が無難だろうからね。君も事態がはっきりするまでは彼の所で厄やつ介かいになるといい。そして、本件はこれをもってひとまず保留とする」

「保留？」

　私は思わず声に出して叫さけんだ。

「保留ってどういうことですか？　早く在籍データを見つけないと退学に……」

「本件というのは、御伽太郎さんの刺し客かく疑ぎ惑わくのことだよ。君の件に関しては、今後も調べていくつもりさ」

「ならいいですけど」

「いや、よくないって」

　そこへすかさず優から横よこ槍やりが入る。まあ、もっともな話だ。

「例の『共犯者』はどうするの」

「分からない以上、放置するしかないよ。捜さがしたところで無駄だろうしね」

「だったら『ターゲット』は」

「同じく。捜す必要はないよ」

「でも、ただで済むと思えない、って自分で言ってたじゃない」

「言ったよ。だからこそ護衛にネグくんを付ける。ほら、もう何も残すところはないだろう？」

　何だか強ごう引いんに丸め込まれているような気がしないでもない。

　そしてネグという人物に関しては、正義云うん々ぬんで何となく察しがついたので、いちいち探さぐるのは止やめておく。

「そもそも唯ゆい一いつの手がかりは彼女がもらったというメモ一枚のみだ。それを渡わたした人物は学園内の誰だれかに違いないだろうけど、問題はそこじゃない。中身だよ」

　灘はそう言うと手帳を開き、そこに書き留めたのであろう先ほどの彼女の台詞を再読してみせた。即すなわち、「ここへの潜せん入にゆうの成功を確かく認にんしたから、早く一年乙組にいる『ターゲット』を始末しろ」というやつである。

「──不自然だろう？」

「全然」

　優と私と雛世が首を横に振る。御伽太郎も意味がよく分かってないのか、相変わらず無駄に力強い眼まな差ざしで灘を見つめ、工藤は工藤で何を考えてかニコニコしながら天てん井じようなど仰あおぎだす。

「不自然じゃないか。事前の細かな打ち合わせがあったとは思えない後半部分。そして潜入するにしてはあまりに杜ず撰さんなその服装」

　おそらく場ば違ちがいなセーラー服のことを指しているのだろう。なるほど、確かにこれでは潜入成功などと言われても困ってしまう。してみると、ただでさえ胡う散さん臭くさい御伽太郎の素す性じようを示す唯一の手がかりが、やはり胡散臭くなってしまったことになるわけだが。

「それって、結局謎なぞだらけのままじゃないですか」

「そうだね。いろいろと秘密はありそうだ。しかし言い換かえれば、当初君等が予定したように素直に追ってみたところで、事件の全容は見えなかったはずだよ。ところで御伽太郎さん、そのメモというのはまだ持ってるかい？」

「いえ、それなら……」

　灘に訊ねられて、彼女はまたもや首を横に振った。

「さっき来た濃紫さんという人が、ポケットに入れたまま持っていってしまいました」

「濃紫くんが来たのか」

　眉まゆが顰ひそめられる。まあ、なかなかの問題児童のようだったし、おそらく彼の手帳では常連なのだろう。

　そして案の定、灘は別ページを捲めくり、「で、被ひ害がいは？」と冷静に訊ねてきた。さすがに手て馴なれていると思ったのも束つかの間、私が手を挙げて「被害者は私の方なんですけど」と言うと、ついに彼は大きく溜ため息いきをついた。

「また君か」

「はあ」

「はあじゃないよ。籍せきの削さく除じよに朝の騒そう動どう、そして濃紫くん。一日に何度事件に遭あえば気が済むんだ」

　好きでそうなったわけじゃない。ていうか、最後のは事件なのか、それは。

「まあいい、とにかくメモは取り戻もどすとしてだ。ここは一つ様子を見ようじゃないか。ただの悪戯いたずらにしては変わっているけど、その中身にはいまいち実体が伴ともなってない。このまま無む駄だに追いかけても仕方ないよ」

　灘は口早に言いきり、その手帳を閉じた。

　反論のできる者はとうとう誰もいなくなった。

　──九月一日午前八時三十分前後、転校生を名乗る記き憶おく喪そう失しつ者しやに謎のメモが渡される。

　結局私達の直面した不可解な事件は、この一行でまとまってしまったのである。何だか騙だまされたような気分になりながら御伽太郎の方を見ると、彼女もまた合点が行ったのだか行ってないのだかよく分からないような面おも持もちで、じっと灘を眺ながめている。

　これで納なつ得とくできるのだろうか。

「まあ、そういうことなら仕方ないだろうね」

　真っ先に頷うなずいたのは、それまで沈ちん黙もくを守っていた工藤だった。

「確かに騒さわぎを大きくしても始まらないのだし、やはりここは従っておくべきだろう。僕はそれで一向に構わない」

「うーん、いくら工藤くんが納得できても……」

　やはり優にはまだ不満があるらしい。しかしそんな彼女に工藤はもう一言、付け加えた。

「しかし捜さがしても無駄だというなら、捜したところで実質何ら問題ないはずさ」

　その声に寝ね不ぶ足そくまなこがカッと見開かれる。そして優はこれでもかと言わんばかりに頰ほおを引き攣つらせるや、さも満足げにこくんと大きく頷いた。

　続いて雛世が同意し、工藤がそれを受けて再度頷くと、ようやく一同は収まりの様相を見せた。どうやらこの工藤という人物、灘と違い、なかなかに融ゆう通ずうが利きくらしい。

　いっそのこと彼を監かん視し委員にした方がいいのではないか。私は素直にそう思った。

　灘はそんな光景を無言で見ていたが、やがて何も言わずに廊ろう下かへ出ていこうとした。どこへ行くのかと訊たずねる私の声に彼は振ふり向きもせず、ネグくんを呼んでくる、とだけ答えた。




　大方の予想はついていたが、ネグというのはやはり今朝の改造人間だった。

　まあ、純じゆん粋すいな人間でないとはいえ、濃紫などに比べればはるかにまともな外見だし、普ふ通つうにしている分にはなかなかの好青年である。だから地球侵しん略りやくを目もく論ろむ異星人に誘ゆう拐かいされて肉体改造手術を受け、その後逃にげ出して孤こ独どくに戦い続けていたなどという過去を聞くと、こちらとしてはどうしても引かざるを得なかった。

　ちなみにその異星人軍団も、梅雨つゆが明ける頃ころには全ぜん滅めつしたらしい。

「何しろ向こうも引かないものだから、強きよう攻こう手段を取らせてもらったんだよ。クラスの戦える連中をいろいろと駆かり出したんだけど、今思えば、あれが僕の仕事では過去最悪のものだったね」

　そう言って灘はえらく苦々しい顔をした。しかしよくよく聞いてみれば、べつに全面戦争をしたというわけではなく、敵基地内のシステムを焰邑の鬼おにが力ずくでダウンさせ、残った生身の異星人は田崎のロボットで容よう赦しやなく撲ぼく殺さつし、最後の切り札として登場してきた巨きよ大だい怪かい獣じゆうもアヤカにコントロールされて自ら火口に落ち自じ滅めつしたのだという。

　で、その間当のネグは教室で留守番させられていたらしい。適材適所だよ、と灘はのたまったが、たぶんこの男に巨大迷めい路ろなどやらせた日には、中に入らず外がい壁へきの周囲をぐるりと回って出口まで向かうことだろう。

　その後ネグは孤高のヒーローとして、そこら辺の悪と戦っているそうだ。朝の割り込みもそんな経いき緯さつがあってのことだったのだろう。説明する灘自身、相当迷めい惑わくがっているようだった。

　私達は御伽太郎をネグに托たくすと、ようやく保健室を後にした。時刻はすでに正午を指そうとしており、もう後片付けもひととおり済んだのか、残っている生徒は少ない。それでも工藤は何やらまだ用があるとかで教室へ戻っていき、優もさっそく記事を書くと言って新聞部のアジトヘ去っていった。雛世も「コウくんちで宿題やるから」と足早に帰っていったが、その時敢あえて「サナギちゃんも一いつ緒しよだよ」と付け加えたところに、何か青春の一幕を垣かい間ま見たような気がした。

　そして、結局またもや私と灘だけが残った。

「灘くんはこれからどうするんですか？」

　廊下で私が訊ねると、彼は「報告ノートの作成」と面白みのない答えを返した。

「朝から起きている事件を学校に提出しないといけないからね。今日中に」

　今日中に、という部分が少し強調されていた。彼なりに何か嫌いや味みを言っているらしい。

「でも公園のやつはさっき書いたんでしょう？　だったらあとは、ええと……」

　いくつあるのだ、いったい。

　新学期初日からご苦労なことである。というか、どんなに不良の溜たまり場になった野や獣じゆう教室だって、普通ここまで酷ひどくはなかろう。

　微かすかに同情を覚えた私に対して、灘は首を横に振ってみせた。

「あれも書き直しさ。君の証言をもとに調べ直してみたら、また少し状じよう況きようが変わってね」

「変わったって……、私、何かそんな重要なこと言いましたっけ」

　いや、そもそもあれにそんな複雑な背景があるのか。馬ば鹿かが寄って集たかって喧けん嘩かしていただけのようにしか思えないのだが。

　しかし私の問いを耳にするや、灘は冷たい視線をこちらに向け──いや、これはどうせ毎度のことだから気にならないが──追つい及きゆうは無用だよ、と簡潔に拒きよ絶ぜつ心しんを露あらわにした。

「いくら在ざい籍せきデータを失っているとはいえ、君もまた乙組の生徒になったんだ。ならば当然クラスの秩ちつ序じよを守る義務がある。しかし僕がこの事件の真相を君に教えれば、それも危あやうくなってしまう」

「はあ。そんなにえらいことなんですか」

　どうもよく分からない。いや、解わかってはいけないのか。

　私が言葉に詰つまって灘の胸ポケットに収まった手帳を眺ながめていると、彼は「ただ……君は転校生だからなぁ」と意図不明の言葉を口にした。

「どちらに転んでも立場が成立しかねない以上、少々位置付け的に微び妙みようだ。そもそも君はうちのクラスを受け入れられるのかい？」

　何とも難しい質問である。私は即そく答とうできず、思わず喉のどを鳴らして考え込んでしまった。

　まあ、これがどこの学校にでもあるような、何ということのないクラスならば一向に構わないのだが、如何いかんせんどこの学校にも、ロボットに乗ったり鬼を操あやつったりできる生徒など存在しないはずである。素す直なおに全肯こう定ていができるほどの純粋さは、あいにく持ち合わせていない。

「まだ何とも」

　とりあえず、そう答えてみた。

　灘はふむと鼻で頷うなずき、「どのみち僕も言わないよ」と呟つぶやいた。

「やはり何も知らないに越こしたことはない。どうも君は何かと巻き込まれがちなようだし、こちらも立場上それを防ぐ必要があるからね。まあ、何事にも危険だと思ったら関かかわらないことさ」

　べつに関わりたくて関わっているわけではない。私は憮ぶ然ぜんとしながらも首の動きで肯定の意を示した。これですべてが丸く治まるはずだった。

　詰まらないことを言ってもらっては困るよ──という彼の声さえ聞こえてこなければ。

　私と灘が振ふり返る。廊ろう下かの向こうから怪あやしげな笑えみを浮うかべてやってくるのは、間ま違ちがいない、先ほど教室へ戻もどっていった工藤スグル以外の何者でもない。

「はっきり教えてあげた方が楽しいと思うね。あの勇者と怪かい人じんを焚たき付けて争わせた犯人、それはこの僕だ、ってさ」

　笑顔の中で細く閉じられていた瞼まぶたが見開かれる。その奥に潜ひそんでいた色素の薄うすい瞳どう孔こうが露わになるや、彼の微笑は一転、口元を微かに歪ゆがませただけの得体の知れないそれに変わる。何を考えているのか分からない、見る者を不安に陥おとしいれる、靴くつ底ぞこに刺ささった棘とげのような不快な表情。

　彼は豹ひよう変へんした。

　視線は私に注がれた。

「これから僕の独断で君の立場を決定させてもらう。いや恐おそれる必要はない。たった一つ知るだけでいい。僕の記号は──」

　──「黒幕」だ。

　はっきりと、教えられた。







　３　九月二日午前　私、敵軍勢との交渉を傍観する。
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　例えば、の話だが。

　何だかやる気のなさげな男子に、「特技は砂を操ることだ。いつか機会があったら見せてやる」と言われた場合、一女子としてはどのように反応すべきなのだろうか。

　儚はかなげな眼まな差ざしの白人少女に、「我が祖国ミヴェラノーダは間もなく霊れい魔ま軍との全面戦争に入るのです」と深刻な事情を打ち明けられた場合、一同級生としてはどのように励はげましてやるべきなのだろうか。

　ボーイッシュな風ふう貌ぼうが売りの女子陸上部のエースに、「君のポニーテール姿を見ていたら二箇か所しよとも疼うずいてきてしまったよ」と熱い想おもいをぶつけられた場──いや、もういい。

　翌日の始業式後。神経性の蕁じん麻ま疹しんで欠勤した西岡に代わり、副担任の女性教師大おお内うちに御伽太郎ともども紹しよう介かいされて、改めて乙組の生徒達と対面した私が垣かい間ま見たのは、実にうんざりするほどカオスに満ちた世界であった。さすがにメイドカチューシャや巫女みこ服ふくを見た後だと、白衣や蝙蝠こうもりマント程度ならどうということもないと思えるのだが、しかし実際問題、格好など二の次である。だいたいにして最高身長が二メートル八十センチ、最低がゼロメートル十五センチという時点で、人として大切な何かが欠けている。

　あと、猫ねこがいた。どこからどう見ても猫だった。喋しやべっていたが。

　そして直後、わざわざ記すのもためらわれるほど面おも白しろみの欠片かけらもない灘の挨あい拶さつから始まった皆みなの自己紹介が、いかに理解し難がたいものであったかは、先に挙げた珍ちん言げん危言を見てもお分かりのとおり。まあ、中には「ごく普ふ通つうの女子高生です」と言い張っている生徒もいたが、その顔は忘れもしない、あの魔ま法ほう少女に間違いなかった。まさかとは思うが正体を隠かくしていたのか。

　そして工藤の挨拶が、適度にユーモアを交えただけの無難なものであったということも付け加えておく。

　しかしよくもまあこれだけの人員が集つどったものである。それでもまだいくつか空席があるところを見ると、何らかの事情でここに来ていない生徒もいるのだろう。何しろ曲くせ者もの揃ぞろいだ。今いま頃ごろどこかの銀河系で敵てき艦かん隊たいと小惑わく星せいのぶつけ合いでもやっているに違いない。

　ちょっとだけ、賭かけてもいい。

　もっともその空席のうち二つは転校生のために用意されたものだったようで、当然ながら私と御伽太郎が座るべき場所だった。大内に言われてそれに気付いた私は、御伽太郎より一足先に、指示された席の一つに腰こしを下ろした。ちょうど窓まど際ぎわの最さい後こう尾びという、いかにもあぶれ者らしい位置だった。

　そんな私を追うようにして、御伽太郎もまた隣となりの空席にちんまりと座る。彼女がこのクラスを見て何を思ったかは知らないが、表情自体は平然としている。そもそも記き憶おくを失った時点で取り乱した様子も見受けられなかったし、大たい抵ていのアクシデントは吞のみ込んでしまうタイプなのかもしれない。

　少しは抵てい抗こうすることを覚えてもいいだろう、とは思うが。

　いや、少なくとも私は抵抗したい。昨日の公園でのことも踏ふまえて思うのだが、この集団と一いつ緒しよにいては、命がいくつあっても足りない気がするのだ。灘辺りは「いちいち巻き込まれるな」と小うるさく言うだろう。しかし乙組にいる以上、それは無理というものである。

　だいたいつい先ほどの始業式だって、私は普通に参加していただけだった。しかもまだ正式にクラスに紹介されてないからという理由で、校庭に並んだ列の後ろに、実に慎つつましく目立たないようにして立っていたのである。

　いや、確かに多少お喋りはしていた。自分の前にいたのが優と雛世、そして御伽太郎だったのだから仕方ない。今後のことで積もる話もいろいろとあったし、何よりそうでもしていないと退たい屈くつだった。どんなに名門校だからと言って、所しよ詮せん始業式というのはそんなものである。

　だからおそらくあれは、神様が私の退屈を解消させようと考えて遣つかわした天使か何かだったのだろう。

　そうとでも考えないとやってられなかった。




　──九月二日午前八時四十三分、始業式の最中、敵軍勢との戦せん闘とうを交渉によって阻そ止し。

　その時の模様は灘の手帳にそう記されている。相変わらず一行で済むのが信じられなかったが、べつに内容自体に間ま違ちがいはない。ただ、あの修しゆ羅ら場ばをその一言で表すのはどうかと思う。

「昨日、我が同どう胞ほうの遺骨が辱はずかしめを受けたとの報告があった」

　私達が内輪で盛り上がっている最中、いきなり校庭に現れて朝礼台を制圧した漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうの巨きよ漢かんは、ふさふさの顎あごヒゲを震ふるわせ、マイクも使ってないのにやたらとよく通る声で全校生徒に語りかけてきた。

「我が軍はこれを貴き公こう等ら人間からの挑ちよう戦せんと受け取った。時にこの学び舎やに在ざい籍せきする間宮勇輝なる男子、これまで我と度たび々たび剣けんを交えた仲なれど、仮に件くだんの侮ぶ辱じよくが彼かの者の知ち恵えであったというならこれは許されぬこと。速すみやかに事情を聴きかせてもらいたい」

　何を言ってるのだかさっぱり分からなかった。

　仕方ないので優に訊きいてみると、「あれは霊れい魔ま王おうグラヴォスの配下、ラゴッド将軍だよ」と、これまたある意味難解な答えを返された。

「うちのクラスのイオンさんを巡めぐって、去年の秋ぐらいから間宮くんと度々戦ってるの。何でもイオンさんが戦争を終結させる鍵かぎを握にぎってるとかでね、お互たがい必死なわけ」

　ああそうですか、としか答えようのない話である。昨日から気になっていた「イオンさん」というのが人名らしいということは何となく分かっていたが、それはともかく、なぜにその将軍が今現れたか、だ。まさかこれから一戦始めるとでもいう気か。

　私は列の最前に控ひかえている灘を見やる。彼がこの状じよう況きように黙だまっているはずがないのだ。

「ところでどうしようか。今後のこと」

　しかしカメラのシャッターを切りながら、優は何事もないかのように話題を元に戻もどした。

「正直灘くんの言うとおり手がかりなんてまったくないし、やっぱり何かあるとすればヒナちゃんの記憶ぐらいなんだけど」

「ごめん、私の記憶もない」

　雛世はすでに諦あきらめているようだった。

　いや、それよりもう少し今の状況を気にしたらどうなのだ。

　改めて前を見れば、昨日悪い意味でお世話になった木刀の少年が、将軍に立ち向かおうとして灘に引き止められている真っ最中だった。ああやって毎度燃えさかる闘とう志しに水をぶっかけられているのかと思うと、何だか切ない気もする。

「我は戦いに参じたのではない。話を聞きに来ただけだが──まあよかろう。それが貴公の望みとあらば、我も喜んで剣を交えようぞ」

　だが将軍はえらく乗り気だった。だいたい四方を囲む校舎の屋上には彼の部下と思おぼしき怪かい物ぶつの群れまで並び立ち、すっかり私達を包囲済みである。中にはこれまた昨日お世話になったデスマスクの姿もある。談判には威い圧あつ力りよくが不可欠と言いよう、これはやりすぎではないか。

　そしてこういう時、端はじっこというのは一番狙ねらわれやすいものと相場が決まっているのだ。

　だが敵に後おくれを取ること三十一秒。ついに灘が口を開いた。

「いい加減にしたまえよ、君等」

　声からして、うんざりしているようだった。

　もっともそれを聞いて黙る相手でもなかったらしい。今まで間宮にばかり構っていた灘の矛ほこ先さきが自分にも向けられたと知ったのだろう、ラゴッドはフンと鼻を鳴らし、もはや貴き殿でんの思いどおりにはさせん、と大声で怒ど鳴なり返した。

「日ひ頃ごろ我等が真しん剣けん勝負に水を差すその行こう為い、断じて許し難がたし。されど本日ばかりはそうは行かん。我が同胞の誇ほこりを汚けがした報むくい、しかとその目に焼き付けるがよい！」

　そう言って将軍は腰こしに携たずさえた剣をズラリと抜ぬき、天に向かって突つき上げた。同時に怪物の群れが一いつ斉せいに雄お叫たけびを上げだす。いくら何でもこれはまずい。正直、口ばかりが達者な生意気メガネがモンスター軍団相手に殴なぐり合えるとは到とう底てい思えない。

「やっぱり情報を摑つかみたいなら、灘くんと接せつ触しよくするのが一番なんじゃない？」

「でも私が行ったところで何も教えてくれないよ？」

「それはユウちゃんが前科多すぎるからだよ」

　そして友人二人の会話は至って吞のん気きなままだった。

　まあ、うちのクラスは大たい概がいに特とく殊しゆだから、百歩譲ればあるいはそれもアリかもしれない。しかし他ほかのクラスまで逃にげだす様子一つなく、しかもその場で体育座りなど始めたのはいかがなものか。その指揮を取っているのは各教室の監かん視し委員のようだが、彼らももう少しこの状況が危険だという自覚を持った方がいいのではないか。

「皆みなさん落ち着いてますね」

　御伽太郎がキョロキョロしながら首を傾かしげた。人のことは言えないと思うが。

「他のクラスの監視委員が灘くんにそう指示されてるからね。こういうことが起きた場合は、問題が解決するまでおとなしく全員を待機させること、って」

　マニュアル化させるほど頻ひん繁ぱんなことなのか、これは。

　何だかやるせない気持ちを抱いだきつつおどおどする私の上に、新たに一つ影かげが差す。何事かと思い見上げれば、その頭上数メートル先を、巨大な東とう洋よう龍りゆうに似たメカが一機、ゆっくりと泳いでくるところだった。

「あ、サイバードレイクが出た」

　それを目視した優が、仰あおぎで撮とるためか、急いでカメラの露ろ光こうを調節する。

「型から見てあれはＥタイプ。田崎くんが使っているＷタイプのラドーンとは違ちがって、通常の攻こう撃げき力りよくに劣おとる反面、電磁作用を利用した変則的な戦い方をすることで知られているんだよ」

「知られてないよ、そんなこと」

[image: ]

　初耳だ。

　そんなやり取りがなされる中、突とつ如じよ割り込んできた龍はコックピットから大音量のスピーカーで『田崎はいるかっ！』とがなり立ててきた。どうでもいいが女の声である。なかなかワイルドな精神の持ち主らしい。

『あたしの昔の愛機に何をした！　言い訳は聴きかない！　かかってこい！』

　そして彼女もまたやる気満々だった。

　その様子を呆あつ気けに取られて見ていたラゴッドが、「貴様どういうつもりだ！」と叫さけびだす。

「我は誰だれとも手は組まん！　邪じや魔ま立だては無用ぞ！」

『はんっ、こっちだってあんたと協力するつもりはない！　あたしは田崎に用があるんだ、そっちの用なんか知るもんか！』

　突然言い合いを始める二人。地声と拡声器で同等に渡わたり合っている様も妙みようなものだが、とりあえず彼らが味方同士でないというのはこれで明らかである。

　まあ、だったら何かと訊きかれても、私にはまったく答えられないのだが。

　そこへ追い討ちをかけるようにして、背に雷かみなり太だい鼓こを背負った貴族風の出いで立ちの青年が、横手上空から黒雲に乗って現れた。これまた優の説明によれば、あれは災さい魔まとかいう自然災害の化け身しんで、人類の横暴に牙きばを剝むいた地球生命の権ごん化げで、ついでに魔法少女・封ふう災さい天てん女によカナメことうちのクラスの犀さい川かわさんと戦っているのだそうだ。何だか出てくるものすべてに互ご換かん性がないので、何が起きているのだかさっぱりだが、どのみち頼たのもしい状況とは思えない。

　その後もさらに増ぞう援えんは続いた。全身を銀色のボディスーツで覆おおった緑っぽい人やら、巨大な男の生首やら、マントの怪かい人じんやら、白スーツの青年やら。それが口々に骨がどうだ亡なき骸がらがどうしたと騒さわぎながら顔を出し、そのたびに優が解説、さらに当事者たるクラスメイトがいちいち前に出て行こうとしては灘に止められ、ラゴッドが嚙かみ付くので、まだ人物関係が吞のみ込めてない私としては、ひたすら混乱する一方だった。

「──いい加減にしたまえよ、君きみ等ら」

　そしてようやく増援が済んだ頃ころ、灘はもう一度同じ台詞せりふを吐はいたのだった。

「骨の件ならこちらから説明しよう。それでも戦うというなら止めはしないけど、対戦の相手は僕の独断で根室さんにさせてもらうよ」

　彼はそう言うと昨日の白い少女を呼んだ。根室アヤカは公衆の面前での突然のご指名に頰ほおを赤らめ、恥はずかしげに口元を押さえながらおずおずと前に出ると、かすかに空気を歪ゆがませて、成行き上灘の真正面で対たい峙じしていたラゴッド将軍を二メートルほど浮うき上がらせてみせた。

　うぬぅ、と将軍が唸うなった。唸る以外に思いつかなかったのだろう。

「根室さんって強いんですね」

　それを眺ながめていた御伽太郎が感心したように頷うなずく。確かに反則的な戦せん闘とう手段ではある。

「まあ、うちのクラスじゃ、困った時は根室さんに頼めって言うぐらいだからね。あれで大たい抵ていのことは片付くんだよ。あとは田崎くんのラドーンとかも」

　ああいうのって何かと便利だよね、と優が羨うらやましそうに呟つぶやいた。

　一方ひとしきり浮かんでから再び朝礼台に下ろされた将軍は、ようやく自分の置かれた状じよう況きようを察したのだろう、「フン」と鼻を大きく鳴らし、「ならば直ただちに説明いたせ！」と騒ぎだした。しかし灘がそう一ひと筋すじ縄なわで行く相手のはずがない。

「そうは行かない。まだ始業式の途と中ちゆうなのは見てのとおり。将軍、あなたはご存じないかもしれないが、こうして無む為いに校庭で待ち続ける時間というのは、生徒にとっては甚はなはだ苦痛でしかないんですよ。今はみんな座っているからいいけど、これで立っていたら今に二、三人貧ひん血けつで引っくり返っているところです。何より時間がもったいない。物事には順序というものが大事だ。最初から割り込まずに順序立てて処理していけば、案外スムーズに……」

「ああもうよい。貴き殿でんの説教は長くて敵かなわん。とにかくそう申すならば、この式が済んだ暁あかつきには──」

「それも無理です。この後は学活がある。それが済めば生徒は解放されるから、そこでゆっくりと事情を説明しましょう。十時半頃もう一度出直してきてください。そうですね、大人数でもややこしくなるだけだし、あなたが代表ということで」

　敬語らしきものを使っている割には、何とも舐なめ腐くさった発言だった。

　ラゴッドはもの凄すごい形相で唸りだしたが、しかし冷静に戦せん況きようを見るに有利でも何でもないという判断はできたのだろう。剣けんを収め「引けぃ！」と号令をかけると、手下を引き連れて空の彼方かなたへ消えていった。それを見た他ほかの有う象ぞう無象もやる気を殺そがれたか、素す直なおに後に続く。結局威い圧あつ力りよくに一番長たけていたのは、アヤカを味方に付けている灘の方だったらしい。

「そうだ、やっぱりここはランちゃんに動いてもらおう」

　呆気に取られ続ける私の耳に、最後の一枚を撮とり終えた優の満足げなアイデアが聞こえてきた。




　たぶん今まで体験した始業式の中で、一番退たい屈くつしないものだった──。思い返してみるとそんな気がするのである。

　ただ閉口するのは、戦っている生徒の多さである。今日前に出て行っただけでも七、八人。さらに他にも来ていない生徒がいることを考こう慮りよすると、その数がどれほどのものになるのか私には分からない。そうなってくると御伽太郎の自じ称しよう刺し客かく発言もあながち噓うそとは思えないのだが、その辺、灘はどう考えているのだろうか。

　……とまあ、そう思ってはみたものの、結局私が口出しすることではない。そんなのは向こうだって分かりきっていることだろうし、何より私自身関かかわりあいたくない。

　というわけで、当座の問題は優である。彼女は私を、灘から情報を探さぐるスパイに仕立て上げようと企たくらんでいるらしかった。

「こうなったら生徒監かん視し委員に立候補しなさいよ」

　そう嬉うれしそうに言われて、実に困った。そして雛世が助けてくれるかもしれないと淡あわい期待を抱いだいてもみたが、彼女曰いわく、クラスで灘に接しようとする人間がいない以上、やはりここはランちゃんに動いてもらうのが一番不自然さがなくていい、とのことだった。

　この発想だって変なのである。だいたいクラスの誰だれもが接したがらない相手なら、私だって接したくはない。

　これが監視委員の宿命ってやつか、などと思っている最中、ふと奇き妙みような視線を感じて前の方を見ると、ちょうど同じ列の前方に座っている男子が一人、どこか物もの憂うげな視線をこちらに投げかけているところだった。色が白く瘦やせぎすな、どこかススキを連想させる感じの少年である。長めに伸のばした前まえ髪がみで微び妙みように表情を隠かくしている辺り、やはり曲くせ者もののようにも思えたが、しかしたった今自己紹しよう介かいを終えたばかりだというのに、彼の名前が何というのかまでは思い出せなかった。

　どんなに重く穂ほを垂らしたススキだって、毒々しいほどの鮮あざやかさを誇ほこる熱帯花の群生の中では霞かすんでしまう。彼の場合もそういったものだろう。

　私が何とはなしに観察を続けていると、今度は逆に相手の方がこちらの視線を感じ取ったようで、突とつ然ぜん顔を伏ふせ気味にして、怯おびえたようにそっぽを向いてしまった。垂れた髪が完全にその横顔を隠しきる。

　なんだ、単に暗い人なのかもしれない、と考えながらも、私はあることに疑問を覚えた。私は転校生だから、クラスの注目を集めたりもするだろう。だからこうして視線を投げかけられることもあるだろうし、現に今も何人かの生徒が私と御伽太郎を観察している。

　しかし彼が見ていたもの──それは瞳ひとみの角度を考慮するに、私ではなく、私が座ったこの机のように思えたのだ。




　たとえ一日遅おくれといえど、始業式の後は学活のみと相場が決まっているようで、校庭で灘が宣言したとおり、私達は十時過ぎには解放された。その灘は将軍との交こう渉しようのための準備があるのだろう、早々と教室を後にし、御伽太郎も学校を見て回りたいからと、ネグに護衛されてどこかへ去っていった。そして自じ称しよう黒幕の工藤はまったく何事にも関かん与よしてないと言わんばかりに、何やらプリントを手に副担任と談だん笑しようしていた。

　問題はこの後である。あれから優が私に出した指示に従うなら、私はこれから灘にくっついて将軍との話し合いに参加し、何か面おも白しろげな情報を摑つかんでこなければならないということになっている。

　いや、もちろんやりはしない。御伽太郎が関かかわっているならいざ知らず、少なくとも今回の一件に関しては、彼女も私も部外者なのだ。何を好きこのんで危険人物満まん載さいの中に身を投じねばならないのだ。

　乙組自体がその危険人物満載を体現しているという現実からは目を背そむけ、私はとっとと逃にげることにした。ついでに雛世にも一いつ緒しよに帰ろうと誘さそってみたが、どうやら彼女はまだ宿題が終わってなかったようで、これから図書室で居残りするとのことだった。

「ごめんね。英語のプリント、始業式の日が提出だったの。副担の大内先生っているでしょ。あの人が英語担当なんだけど、半ドンの日はお昼までしかいないっていうから急がないと……」

　なかなかのハードスケジュールである。してみると工藤が持っていたプリントもそれだろう。もっとも夏休みの宿題と無む縁えんの立場にいる私の場合、その点に関しては気楽だった。

　しかしものはついでと、一緒に図書室までついていくことにした。御伽太郎の校内見学というほどではないが、やはりよく利用しそうな施し設せつの場所ぐらいは把は握あくしておいて構わない。

　御伽学園が、中央の校庭を囲む東西南北の四校舎から成っているというのは、前にも言ったとおりである。さらにその周りにはちょっとした並木道や教職員用の駐ちゆう車しや場じようなども設置されているが、雛世の言うには、その辺りで生徒が利用するのは体育館ぐらいだ、とのことだった。

　図書室は東校舎の四階にあった。入ってすぐの所に受付のカウンターがあり、図書委員と思おぼしき女の子が座っている。次に控ひかえているのは大型本の書しよ棚だなで、そのせいで死角になったさらに先に、利用者用の座席が整然と並んでいた。

　適度にクーラーが効いた中、誰しも考えることは同じなのだろう、何人もの生徒がテーブルの上にノートやプリントを広げ、黙もく々もくと締しめ切きり前の足あ搔がきに勤いそしんでいる。雛世も早々に空いた席を見つけると、すぐさま鞄かばんを置いて位置を確保し、とりあえずフウと息をついた。

「ランちゃんはこの後どうするの？　情報とか探さぐらなくていいの？」

「私は帰るよ」

　雛世に訊たずねられて、私は力強く断言した。だいたいそういうことは優が責任を持ってやればいいのである。しかし当の彼女は何か捜さがし物があるとかで、これまたどこかへ姿を晦くらましていた。結局身動きが取れるのは私だけのようだった。

　まあ、だからと言って、わざわざ灘のもとへ行く気はない。あの男のことだ。無関係な私が来るなり眉み間けんにギッチリ皺しわを寄せ、散々に悪態をつくに違ちがいないのだ。

「ねえランちゃん」

　だが雛世は不意に深刻な表情を浮うかべ、小声で囁ささやきかけてきた。

「私からもお願い。ユウちゃんの力になってあげてほしいの」

「いや、急にそう言われても……」

　転校してきたばかりの身としては、昔むかし馴な染じみの同級生からの頼たのみというのは無む下げにしづらいものである。何かいい断り方はないかと頭を巡めぐらせていると、雛世は続いて立ち上がり、私の耳元で何やら意味深な事実を打ち明けてきた。

「ユウちゃんってさ、お父さんが雑誌の記者だったの。でも四年前に財界の大物の家庭事情を暴あばこうとして行ゆく方え不明になっちゃって……。それからなんだよね、ユウちゃんがああなったのって。私は幼よう稚ち園えんの頃ころから友達だったから、あの時のユウちゃんもよく知ってて、だからこそ協力してあげたいなって思って……。だからランちゃん、お願いします」

　そういうますます断りづらくなるエピソードは聴きかせないでほしい。

　というか、その家庭事情というのは何なのだ。プライバシーの侵しん害がい的な何かをふつふつと感じさせてならないのだが。

　私はとりあえずひとしきり目を泳がせてみたが、何往復しようとも雛世は真しん剣けんな眼まな差ざしをこちらに向けたままだった。ここまで期待されて腹を括くくらないほど、私は友情に薄うすい人間ではない。

　仕方なくぎこちない笑え顔がおで頷うなずいた。後に大きな敗北感だけが残った。

　にしても、どんな顔で灘の所へ行けばいいのだろう。関係者のふりをするには無理があるし、委員長を前にして「監かん視し委員になりました」と大おお噓うそをつくのも不可能である。あるいは直接顔を合わさずに、ドア越ごしに聞き耳を立てるという手もあるが、この辺が無難かもしれない。

　方針が決まった。ならばとっとと済ませてしまうに限る。私は雛世に「それじゃぁ行ってくるね」と言い残して、入口の方へと引き返した。本ほん棚だなの間を抜ぬけカウンターの前に戻もどり、しかしそこでふと大事なことに気付いて立ち止まる。

　──そういえばどこにいるのだ、あの男は。

　酷ひどく肝かん心じんなことを忘れていた。考えてみたら私には問題の密談場所などまったく知らされてないわけだから、聞き耳を立てる余地すらないのだ。

　落らく胆たんはしなかった。むしろ思わぬところで逃にげ口上ができたと喜び、雛世に対しては一応若じやつ干かんの後ろめたさを覚えながらも、帰る気満々でそそくさと図書室を後にしようと思ったところで、カウンターの向こうに座っていた図書委員の存在に改めて気が付いた。

　飾かざり気のない長ちよう髪はつを後ろで束ね、お決まりのメガネをかけて座り込んでいる。よく見ればなかなか整った顔立ちをしているが、如何いかんせん地の顔が暗そうに見えるせいだろう、無表情にしているところも相まって、ただ無口な人間というイメージしか湧わいてこなかった。

　で、やはり乙組にいた生徒だ。

　印象が薄すぎてほとんど何も覚えてない。名前は──そう、瑪め瑙のう凜りんとか言ったか。

　無視をするのも失礼かと思い、軽く挨あい拶さつなどしようと、私は俯うつむく彼女の顔をカウンター越しに覗のぞき込んだ。それが間ま違ちがいの元だった。

　凜はすかさず右手を持ち上げ、私の方にぐいと向けてきた。その先に何があるかなど誰だれが予想しよう。少なくとも私には、無口で本好きなメガネッ娘こが拳けん銃じゆうを所持しているという現実を受け入れるわけには行かなかった。

「誰にも黙だまっていられると──約束できるかしら？」

　彼女は右斜ななめ上三十六度という微び妙みような角度に首を曲げて私に訊ねてきた。その加減からだろう、メガネが天てん井じようの照明を反射し、奥にあるはずの瞳ひとみを光で覆おおい隠かくす。

「あの……何を、でしょう」

　念のため訊きいてみた。

　凜は首の角度を保ったまま、フフ、と静かに笑った。やはり笑え顔がおになるとチャーミングだ、とどうでもいい感想を私は抱いだいた。

「見たんでしょう？　この拳銃」

「け……」

　んじゅう？　と続けようとした言葉は、彼女の無言の脅きよう迫はくによって打ち消された。

　まあ、言われてみれば違いない。日本にはさりげなく銃じゆう刀とう法ほうというものがある。持っていることがばれた時点で御ご用ようである。もっとも個人的に言わせてもらえれば、田崎のでかいロボットの方がよっぽど危険だろうと思うのだが。

　私がこくりと頷くと、凜はその銃をすっとカウンターの奥にしまいこみ、首の角度を元に戻した。同時にメガネが透すき通り、最前のおとなしそうな様相が返ってくる。意識して演出しているとしか思えない。

「お願いね。私、どんなに依い頼らいがあっても、クラスメイトにだけは手を出さないと決めているから」

　もし破ったら退学に追い込んで、それから撃うつわ──と彼女は続けた。その台詞せりふは私の場合、まったく洒落しやれになっていなかった。

　在ざい籍せきデータはいまだ行方ゆくえ不明のままなのだ。

　それにしたって、見られてまずいものなら何もこんな所で銃の手入れなどする必要もなかろう──。そうは思っても実際に口にできないのが哀かなしいところで、しかもこの微妙な空気の中で次にどんな行動を取ればいいのか分からずに、私はその場に一分ほど固まってしまった。

　蛇へびに睨にらまれるとはこういうことを言うのだなぁ、と軽く感かん慨がいにも耽ふけってみた。

　したがって図書室の扉とびらが開いて見知った顔が現れたのは、ある意味脱出口を作る絶好の機会だったのかもしれない。

　相手が灘だった、という点を除けばだが。

「何を硬こう直ちよくしてるんだ君は」

　さっそく不ふ審しんそうな目を向けてきた灘に、私はハハと爽さわやかな笑顔を投げかけてみた。

　反応はなかった。何だかもうどうしていいのか分からなくなった私の横で、ページを捲めくる音が異様に大きく響ひびく。凜がいつの間にやら読書に耽り始めていたようである。表向きの顔に戻っているに違いない。

「えーと、灘くん」

　もうこうなった以上、この図書委員はスルーするほかあるまい。しかし今度は生徒監視委員という最大の難関が待ち受けていることになるわけで。

「例の将軍さんはどうなったんですか？」

　実にギクシャクと不自然な話題を持ち出してしまった。正直、自分にはスパイ活動なんて向いてないということを、痛いほど実感した瞬しゆん間かんだった。

　灘は眉まゆを顰ひそめながら、これからだよ、と答えた。

「いま関係者を集めているところだ」

「あの、よかったらお手伝いなどしましょうか」

「手伝うって、何を」

「いや、その……お茶ちや汲くみとか」

「間に合ってる」

　案の定、私は情け容よう赦しやなく拒きよ否ひされた。

　灘は軽く溜ため息いきをつくと、それより来たまえ、と言って私を図書室から連れ出した。とりあえず凜からは完全に逃げられたようだ。

　廊ろう下かへ出た途と端たん、凄すさまじい熱気が襲おそってくる。外はまだ夏である。

「どうせまた百川さんに何か吹ふき込まれたんだろう？　いちいち下らないことに首を突つっ込むのはやめたまえよ」

　人並みに茹ゆだっている私に、灘は適確な小言を飛ばしてきた。しかもこの男はこの男で厚着のくせに汗あせ一つかく様子も見せないことと相まって、実に不ふ愉ゆ快かいである。

「で、何だって連れ出したんですか？」

　私が額をてからせながらそう訊たずねると、彼は不ふ機き嫌げんそうにこちらを睨み付け、「だから関係者を呼びに来たんだ」と答えた。どうやら私のことを言いたいらしいが、私はあの髭ひげ甲かつ冑ちゆうとは何の関かかわりもないはずである。疑問に思ったものの、それについての説明はされなかった。

「君が百川さんとつるんでいるようだから、本当は外してもらおうかとも思ったんだけどね。しかしまあ、いくら重要人物でないとはいえ、事件に関わった人間を無視するというのは僕の主義に反するし、仕方ないんだよ」

　仕方なく呼ばれているのか、私は。

　惨みじめな気持ちになりながら、私は黙だまって彼の後をついていった。もっともこの時点ですでに優への協力心はかなり失うせていたから、本当に無む駄だに惨めなだけである。そんなやるせなさを抱いて歩くうちに、行き着いた先は南校舎の二階、ちょうど職員室の隣となりに当たる第一会議室だった。

　ドアを開けると、すでに中にいた面々の姿が確かく認にんできた。

　まず当然ながら約束どおり椅い子すにどっかりと座っているのは、例の甲冑の将軍ラゴッド。それに加えて焰邑に倉時兄妹、そしてアヤカといった面々までもが腰こしを落ち着けて、吞のん気きに麦茶など呷あおっていた。なるほど、お茶汲みは間に合っていたわけだ。

　それからさらにもう二人、先ほど初めて教室で顔を合わせたメンバーがいた。一人は制服の上から白衣を羽織った少女である。中央で分けたあまり手入れの行き届いてない髪かみを、頭の両横に簡素な輪ゴムでまとめ、顔に装着した瓶びん底ぞこメガネを光らせて、何やら緑色の液体を薬瓶から麦茶のグラスにトポトポと注つぎ込んでいる。

　確か、名を葦あしヶが谷や伊い織おりといったか。こうして特とく徴ちようだけ挙げ連ねると、相当怪あやしく思えるが、実際にはよく喋しやべる陽気な子だったように記き憶おくしている。もっとも例の自己紹しよう介かい時間にそう判断しただけなので、断言はできないのだが。

　残りの一人は、その右みぎ肩かたに座っていた。名前は樋ひ渡わたり萌もえ華か──と言ってもそれほど特徴的な名ではないが、あのゼロメートル十五センチといえば、嫌いやでも存在が頭から離はなれなくなる。

「これで揃そろったね。じゃあ後を閉めて、その辺に適当に座りたまえ」

　早々と自分の席に着いた灘は、そう言って私を招き入れた。言われたとおりに後を閉めると、再びよく冷えたクーラーの風が火ほ照てった身しん体たいに染しみ込んできた。

　さて、問題はどこに座るかだ。教室二つ分はあろうかという大部屋に、白い長テーブルが長方形の枠わくを描えがいて並べられているわけだが、すでに一同、向かって右みぎ端はしに陣じん取どった灘を中心に隣となり合って座っているため、その間に新たな椅子の入る余地はない。そしてその各端にいるのが焰邑と伊織。どちらも隣に腰を下ろすには微び妙みような方々である。

　しかし、だからといって左端でひとり孤こ立りつしている将軍の隣に座るわけにも行かないだろう。私は覚かく悟ごを決めると、おそらく柄がらは悪くないであろう伊織の横におずおずと腰を下ろした。

　ちょうど窓側である。陽光で背中が温い。

　伊織はそんな私を気にすることなく、持参していたガラス棒でグラスの中身を搔かき回していたが、やがて何かが完成したと見えて、それを萌華の口元まで運んでいった。

「さあ、飲んでみて」

「飲めるか！」

　萌華が叫さけんだ。私はその意外な声のでかさにギョッとして、思わずそのまま将軍のもとまで逃にげていきそうになった。

「もう、モエちゃんたら好き嫌きらいしないの。ほら、藍子おねーちゃんが驚おどろいてるじゃないの」

　伊織がおどけた調子で彼女をあやす。対する萌華は人形のドレスと見み紛まがうばかりのサイズのスカートを翻ひるがえし、伊織の鎖さ骨こつに一発蹴けりを入れていた。外見と違ちがって凶きよう暴ぼうな性格らしい。

　私がまじまじと覗のぞき込むと、小女は顔を赤らめてぷいとそっぽを向き、伸のびた前髪を無意味に片手で搔き揚あげた。ついでに脚あしを組み直しているところなど見ると、大人ぶった仕草でも見せようとしているのだろうか。体が小さい分、かえって愛らしく思えるが。

「驚かせてごめんなさいね。この子ったら後こう輩はいのくせに失礼なことばかり言うからさ」

　萌華は「後輩」という部分をわざわざ強調してみせた。しかし当人もまたクラスメイトであることを考えると、そこに時間的歪ひずみが生じてしまう。

　要するに、留年しているのだろう。

「モエちゃんはね、ある日謎なぞの宇宙線を浴びてこんなにちっちゃくなっちゃったんだよ。今はわたくし伊織ちゃんの研究室でマスコットやってまーす」

「やってないわよ！」

　伊織の言葉に、萌華は間かん髪はつを入れずツッコんだ。

「あんたが治してくれるって言うからこうやって一いつ緒しよにくっついてんじゃないの。それなのに毎日毎日毎日毎日変な薬やら手術やらのモルモットにしやがってからにこのメタメタ理系オンナが！」

「あっそ。じゃーもう助けてやらないよ」

　そう言って、伊織が小さな頭をちょいと小こ突づく。こういうのはやはり微笑ほほえましい光景として流しておくべきか。

「始めていいかな？」

　灘が憮ぶ然ぜんとした口調で二人の掛かけ合いを終わらせるのに、ものの数秒もかからなかった。

　ひとまず場を落ち着かせた彼は立ち上がり、人外の将軍を真正面に見み据すえた。

「さて将軍、まずは今回の件についての整理と行きましょう。一応あなたが代表ということでここに座ってはいますが、今回始業式を襲しゆう撃げきした面々は、素す性じようも交戦相手もバラバラな方ばかり。しかし今日に限ってその目的は完全に一いつ致ちしていた。つまり仲間の死体を粗そ末まつに扱あつかわれたことに対する復ふく讐しゆうです。それで間違いないですね？」

　私には初耳だった。そういえば遺骨やら昔の愛機やらといろいろ口にしていたが、そういうことだったのか。

「うむ、間違いない。あれから彼奴あやつ等らと今一度意を交かわしたが、皆みな同じ事を申しておった。確かに我等の目的は一致していたようだ」

「なるほど。ではそれに関して、まずは彼女の方から説明してもらいましょう」

　灘はそう言って、右手に持ったペンで軽く焰邑を指し示した。そして私はこの時になって、なぜ自分が召しよう喚かんされたのかようやく気付いた。

　まずここに集められた面々が始業式での出来事と接点のある人物でないのは見てのとおり。もしそうなら例の勇者を始め、いろいろと数が足らなさすぎである。しかし何らかの一件に関かん与よする者が集められているのは間違いないわけで、それを考こう慮りよに入れると結論は一つでしかない。

「焰邑さん、昨日備品室で起きた幽ゆう霊れい騒そう動どうについて、解説を頼たのむよ」

　全員の視線が制服姿の巫女みこ様に集中した。

　予想どおりだった。これまでに起きた事件の中で、ここにいるメンバーが絡からんでいるものといえばそれしかない。あとは萌華がただの付録だとして、伊織がどう関かかわってくるかである。

　鍵かぎとなるのは、おそらく遺骨だ。

「あー……」

　話を振ふられて言葉に詰つまったのか、焰邑は澄すました顔で意味不明の音を発した。

　あまりスピーチが得意なタイプではなさそうである。それでも何かやらないとまずいと思ったのだろう、彼女は持参のスポーツバッグから、何やらハンドボール大の丸い物体が入った風ふ呂ろ敷しき包づつみを取り出して、テーブルの上にトンと置いた。

　将軍が鼻息荒あらく身を乗り出してくる。実に暑苦しい。

　焰邑がそっと結び目を解といた。はらりと布が四方に広がり中から現れたのは、土にまみれた一つの頭ず蓋がい骨こつだった。そして、レプリカではないのだろうなぁと思って眺ながめている私の期待に違たがわず、彼女が突とつ如じよメリケンサックをはめた拳こぶしを振るい哀あわれなカルシウムを粉ふん砕さいすると、いかなる原理でか会議室の明かりが消え、防空頭ず巾きんを被かぶったもんぺ姿の幼い女の子がテーブルの輪の中にヒュゥドロドロと浮うかび上がった。

　──お母さんどこぉ？　熱いよぅ、痛いよぅ……

　何やら可哀かわい想そうなことを口走っている。

　続いて素早く印が組まれる。全身に火傷やけどを負って、しきりに母を呼びながらべそをかく半はん透とう明めいの幼子は、瞬またたく間に現れた青あお鬼おにに捕つかまって、地じ獄ごくの腹の底に吞のみ込まれた。

　再び明かりが点ついた。いったい今の残ざん酷こくショーは何だったのだろう、と不思議がる私をよそに、鬼をしまった焰邑はようやくその重い口を開いた。

「……こーゆーことだ」
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　どーゆーことだかさっぱり解わからなかった。

　横で伊織が、何だったのよぅ、と文句を垂れる。どうやら私以外にも常識的判断のできる者はいたらしい。

「ねえ今何か起きたの？　なんか電気が消えてまた点いたけど、停電？」

　前言撤てつ回かい。単に霊れい感かんの問題だった。

「焰邑さんの解説は極きわめて説明不足だね」

　そして私が思考を放ほう棄きしようと決めた時、ようやく灘からのフォローが入った。

「まず状じよう況きようを説明させてもらおう。昨日そこにいる倉時孝助くんと根室アヤカさんが、我が校の備品室に閉じ込められるという事件が発生した。閉じ込めたのは孝助くんの妹の茶さ凪なぎさん。彼女は二人が備品室に入るのを見て悪戯いたずら心ごころを起こし、外から鍵をかけた。しかしその途と端たん、幽霊の大群が現れて、備品室の周りを取り囲んでしまった」

　昨日聞いたとおりである。サナギが「茶凪」と書くことも優からバッチリ聞いた。

　私はさらに彼の言葉に耳を傾かたむける。

「その結果茶凪さんは備品室に近付くことができなくなり、部屋は実質密閉されてしまった。そこで彼女は僕に相談し、地元神社の娘むすめである焰邑相そう馬まさんの力を借りて、二人を無事救出したわけだけど──」

　私の存在は、思いきり省略されていた。

「ふむ。して、それが我が同どう胞ほうの遺骨と如何いかにして結び付くというのか」

「将軍、ご静せい聴ちよう願います。僕はそれから事態究明のためその部屋を調べた。すでに部屋の内部からは魔ま除よけの札が発見されて、これが幽霊を室内に入れないための仕し掛かけになっていたというのは、ここにいる何人かも知ってのとおり。けれどもう一つ、大きな問題がある。なぜ幽霊が発生したか、だ」

　そこで遺骨が出てくるわけさ、と手帳片手に灘は続けた。

「茶凪さんの証言から鍵が怪あやしいと睨にらんだ僕は、ドアの鍵穴を念入りに調べてみた。そして謎なぞの粉末が付着しているのを発見し、そこにいる葦ヶ谷さんに分ぶん析せきを依い頼らいした。あとは予想どおり。この粉は、人ではない者の骨を細かく磨すり潰つぶしたものだったんだ」

「つまり……遺骨ということか」

「そう、一部に関しては霊魔と呼ばれるあなた方の種族特有の構造を示していた。他ほかにも今日来た面々に関わる死体から採ったと思われるサンプルが多数。これらが鍵を抜ぬき差しすることによって外に飛び散るよう、予あらかじめ鍵穴に仕込まれていたわけです」

「よーするに死体を使った一種の降霊術だ」

　焰邑が横から補足を入れる。人は自分の死体を粗そ末まつに扱あつかわれると化けて出る。これを逆に利用し、死体の一部を粗末に扱うことで霊を怒おこらせ、その場に出現させたのだ、と彼女は解説した。骨は粉末状になっていたというが、しかしあの幽霊の数を思うと、相当数の亡なき骸がらがブレンドされていたのだろう。

　で、さっきの残酷ショーもそれを説明したかったものらしい。

「僕は降霊術の作法については素人しろうとだけど、しかし結論は変わらない。つまりどこかにそれをおこなった人物がいるということになる。あいにくそれが誰だれかまではまだ判わからないが、しかしこれだけははっきりと言える。将軍、その人物はあなた方を焚たき付けて、今日の出しゆつ陣じんに持ち込ませるよう企たくらんでいた」

「ならば問おう。その目的は如何に？」

「その目的はあなた方と敵対するクラスの面々──と言いたいところだが、ここで一つ引っかかることがある。あなた方が口にしていた『手を組む』『協力』という言葉。少なくとも傍はたから見れば、あれはただ偶ぐう然ぜん鉢はち合あわせしただけとしか思えないのに、なぜあのような言い合いになったのです？」

　灘がそう訊たずねると、ラゴッドはその髭ひげ面づらをあからさまに曇くもらせた。やはり何か裏があるらしい。

　私はその答えを待ちながら、いつの間にか目の前に置かれていた麦茶を飲もうとしてグラスを手に取り、そこに何か黒い液体が沈ちん殿でんしていることに気付いた。もしやと思い隣となりに目をやると、伊織がニコニコしながらこちらを見つめている。

　危あやうくまた何かに巻き込まれるところだったらしい。

「──指令があったのだ」

　ラゴッドが唸うなるように言った。

「昨晩我われ等らのもとに一通の書状が参った。そこには、我が同胞の骨が屈くつ辱じよくを与あたえられたこと、同様に多数の者が同じ目を見たこと、其そ奴やつ等と同盟を結べば灘英斗の裏をかけるやもしれぬということ──、すべて認したためられていた」

「それは、誰からでしたか？」

「我が同胞の一人、とだけ答えておこう。先刻出会った他の軍勢にも訊ねてみたが、概おおむね同じ事が起きておったようだ。しかし貴き殿でんの言うことが確かなら、この書状、ちと臭においはせぬか？」

「充じゆう分ぶん怪あやしいでしょうね。もともと接点のないグループが、わざわざ揃そろいも揃って協力を示し唆さされるのは不自然だ。で、その書状というのは今手元に？」

「否いな、実じつ践せんされぬとはいえ、作戦の認められた書を後ご生しよう大事に抱かかえておくなど兵法に有るまじき行こう為い。とうに燃したわ」

　灘はその言葉に軽く溜ため息いきをつくと、芯しんの出てないボールペンの先で手帳の上をなぞった。

「その書状はおそらく、例の幽霊事件を仕組んだ人物が名義を偽ぎ造ぞうしたものでしょう。しかし仮にそうだとすると、犯人──と一応呼んでおくが、その犯人の狙ねらいがまったく解らなくなってくる。倉時くんなのか根室さんなのか、間宮くんなのかあるいは他の誰かなのか──いったい誰を危機に陥おとしいれようとしていたのか」

　まあ、この状況で困る人物といえば灘ぐらいのものだろう。昨日から今日にかけて、彼は実に多た忙ぼうな時間を過ごしている。もしかしたらこれは、過労死させるのが目的ではなかろうか。

「しかしその書状を押さえない限り、これ以上の推測も無意味でしょう。とりあえず僕としては、将軍、あなたを始め皆みなさんにご遺体をお返しして、ここはひとまず終しゆう了りようとしておきたい。もう二度とこんなことが起きないようにね」

「誰とも知れぬ輩やからに粉々に磨り潰された亡骸を、か？　まあよかろう。それが貴殿の誠意であると言うなら謹つつしんで引き取ろう。しかし我が同どう胞ほうの軍が最後に間宮に叩たたき斬きられたのは、もう三月も前のこと。敵の亡骸など打ち捨てておけばよいものを、よく取って置く気になったものだな」

「ああ、それなら葦ヶ谷さんが」

　それに合わせて全員の目が伊織に集中する。ここに来てようやく彼女もこの一件に絡からんだわけだ。

　伊織は臆おくすることなく、「貴重なデータだったよ」と開き直ってみせた。

「生体反応のある金属とか、もう最高だったの。でも実験室に置いといたら夏休み中に削けずられちゃってね。密ひそかに凹へこんでたんだけど、こんな形で使われるとは」

「検出された粉末の量を考えれば、まだ残っているはずじゃないか。それから生物学室にしまってあるホルマリン漬づけと剝はく製せいもすべて返したまえよ」

「うぇー？」

　うぇー、ではない。

　なぜ彼女のもとに幽ゆう霊れいが現れなかったのか不思議で仕方なかったが、よく考えたら彼女には見えないのである。平然としていて然しかるべきなのだ。

　灘はいつものようにその眉まゆを顰ひそめると、「これ以上の議論は無しだよ」と言って無理矢理その場をまとめた。もっともラゴッドの方はまだ何か言い足りなさそうだったが、彼も灘のことはよく知っているのだろう。やむ無しと見てかガチャガチャと甲かつ冑ちゆうを鳴らして立ち上がり、「では」と一礼して派手な雷かみなりとともに消え去った。

　私はぞろぞろと表へ出て行く面々に交じって灘のもとへ歩み寄った。ひとり残った彼は壁かべに寄りかかり、しきりにメモをとっていたが、こちらが覗のぞき込もうとする寸前でパタンと手帳を閉じてしまった。

　いちいち見るな、ということか。

「これからどうするんですか？」

　私は試ためしに訊ねてみた。今回の事件もまた未解決である。仮に問題の書状を見つけ出すとして、それで犯人が判わからなかった場合はどうするのだろう。

　だが灘は「君の関かかわることではないよ」と冷たく言い捨てるだけだった。

「そんな言い方ないじゃないですか。だいたい私をここに呼んだのは灘くんでしょ？」

「確かにね。しかし君は昨日の幽霊事件の参考人として呼んだだけだし、そっちは片が付いてるんだから、もう用済みでいいじゃないか」

「そりゃそうですけども」

　言ってることには間ま違ちがいないが、それにしてもいちいちむかつく物言いをする男である。

「だいたい君ぐらいあちこちの事件に関わる人間というのも珍めずらしいよ。昨日も工藤くんにあんなことを言われたし、このまま何もなしで済むとも思えないけど、それまでは頼たのむからおとなしくしていてくれ。昨日から君の名前が記録に並びっ放しで、うんざりしているところなんだ」

　大きなお世話だ。べつに好きで巻き込まれているわけではない。

　そういえば工藤も工藤でよく分からない人物である。昨日、突とつ如じよ私の前に隠かくされた顔を曝さらけ出した彼は、しかし今日は何事もないかのように当たり前に振ふる舞まっていた。もっとも饒じよう舌ぜつな上に周囲と話題を合わせることも上手うまく、私の見る限り、彼は生徒教師問わず誰だれからも一目置かれていて、少なくともどこか浮うき気味の灘と比べれば、好感の持てる存在に思えた。

　ひょっとして、からかわれただけなのではないか。

「ねえ、工藤くんのあれって、事実なんですか？」

「黒幕ってことかい？　べつに事実だと思わないならそれに越こしたことはないけどね」

　思いっきり事実だと言いたいのだろう。

「しかしそのことに関しては他言無用だよ。うちのクラスでそれを知っているのは、僕と、それから君だけだ」

　私は顔をしかめ、はぁと曖あい昧まいに頷うなずいた。実に嫌いやな秘密を共有してしまったものである。しかも相手はこの男と来た。工藤がどんな意図をもって私に正体をばらしたのかは解わからないが、その結果のコレが私の立場だというなら、やはり彼はあくどい。

　私がそんなことを考えていると、不意に会議室のドアがノックされた。誰か忘れ物でもしたのだろうかと思い開けてみると、今しがたとは異なる顔が二人ばかり立っていた。

　まず、長い髪かみを高そうなカチューシャでまとめた妙みように気品溢あふれるお嬢じよう様さま。名は鬼灯ほおずき楓かえでと言ったか。当然ながらクラスメイトであり、学園の生徒会副会長にして学園理事長の孫まご娘むすめである。自己紹しよう介かいの時にしきりにそのことを主張していたので、嫌でも覚えてしまった。

　さらにその横に控ひかえているのは例の身長二メートル八十の人。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうというよりは、単に全身が肥大化しただけのような男子で、薄うすい眉と濁にごった瞳ひとみがまるで感情など持ち合わせぬかのような無表情さを形作り、あたかもどこかの人造人間を思い起こさせるが、やはりこれも同年代なのだ。

　まあそれもよかろう。昨日初めて教室に行った時に感じた安あん堵ど感かん──どうやらみんな人っぽいという感覚は、濃紫に会った時点でとうに消え去っている。

「高浪藍子さん」

　楓はおっとりした口調で私の名を呼んだ。どうやら私に用があるらしい。何でしょうと訊たずね返すと、彼女は「お話がありましてよ」と、切れ長の目でこちらを見つめてきた。

「ちょっとお邪じや魔ましてもよろしくて？」

「はあ、どうぞ」

　そう言って私が体を退どけると、楓は当然ねと言わんばかりに堂々と中に入ってきた。そして灘を一いち瞥べつしてから手近な椅い子すに腰こしを下ろす。しかし後について入ってきたでかい男だけは、ドアを閉めるとその前に仁に王おう立だちになり、どこかの神しん殿でんに祀まつられた巨きよ大だい神像の如ごとく微び動どうだにしなくなった。

「東とう城じようくんも座ったらどうだい？」

　その光景に見かねたか、灘が声をかける。そう言う自分こそ座ればいいと思うのだが、しかし東城と呼ばれた男は無言で立ち尽つくすだけだった。

「東城がそうしたいと言うのですもの、好きにさせておくべきでしてよ？」

　すかさず楓が灘を咎とがめる。そして私が学園の令れい嬢じようと異形の大男の関係を詮せん索さくする間もなく、彼女はこちらを見やり、「ねえ高浪さん」と再度私の名を呼んだ。

「西岡先生がいらっしゃらないからわたくしの方からお伺うかがいしますけど、あなた、委員会はもうお決めになって？」

「委員会？　いえ、まだですけど」

「うちでは委員会への所属が校則で義務付けられておりますのよ。さっき御伽太郎さんにもお話ししましたけど、できれば明日中にはお決めなさい」

「はあ」

　丁てい寧ねいだか無礼だかよく分からない口調である。

　しかし委員会といえば、各委員には一クラスから二人までという決まりがあったはずだ。昨日優がそう言っていた。彼女は監かん視し委員に入りたくてごねていたわけだが、それはさて置き、そうなると入れる所も限られてくるのではないか。

　そう思って訊ねてみると、楓は「今空席があるのは生徒監視委員会と図書委員会だけですわ」と恐おそろしいことをのたまった。

「ちょうど二箇か所しよ。どちらに入るかは、御伽太郎さんとお二人で相談してお決めになることね。あの子は監視委員会の方が面おも白しろそうと言ってましたけれど」

　いや、面白そうとかそういう悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではない。何しろこんな私だって命は惜おしい。

「生徒監視委員会に入ります！」

　私は迷い違たがわず叫さけんだ。同時に灘が「却きやつ下か！」と叫び返す。彼の大声というのを、この時私は初めて聞いた。

「前にも言ったろう。監視委員たるもの、事件を客観的に目視しなければならない。何かと巻き込まれがちな君に第三者の立場を保つのは無理だ。図書委員に入ればいいじゃないか」

「図書委員だけは死んでも嫌です！　ていうか死──」

　死ぬから、と言いかけて、私は慌あわてて口を噤つぐんだ。ここで言ったら結局バラされる。

　だが灘はどうやらその理由を察したのだろう。ふうと短く溜ため息いきをつくと、駄だ目めなものは駄目だ、と改めて冷たく拒きよ否ひした。

「灘さん、我わが儘ままはおよしなさい」

　横で沈ちん殿でん物ぶつ満まん載さいの麦茶など飲みつつ様子を眺ながめていた楓が、不意に助け船を出す。

「あなた、そうやってこれまでに二度も入会希望者を断ってらっしゃるじゃないの。それにどうせ御伽太郎さんを入会させる気もないのでしょう？　今も言ったように、もう空きがありませんのよ。このままお二人とも図書委員に入れたところで定員オーバー。あなた、そうやって校則を曲げてまでして、無意味な信念をお通しになるつもり？」

「無意味、か。心外だね」

「あら無意味でしょう。どうせ今までだってお一人でやってこられたんですもの。新しくお入りになった方が無能だったところで何が変わるわけでもなし──」

　無能はないだろう無能は、と私は内心文句を言った。どうもこの楓というお嬢様、あまり人の心中を考えてないように思えるのは気のせいか。それともお嬢様というのは得てしてこういうものなのか。

　まあ、相手の心中を考えていながらそれを踏ふみにじる灘に比べれば、多少救いはあるかもしれないが。

「お言葉だけどね、鬼灯さん、僕はこの仕事に全責任をもって挑いどんでいるつもりだ」

　救いのない男は引かなかった。

「当然僕のパートナーになるなら、それ相応の覚かく悟ごをしてもらわなければならない。いや、覚悟だけじゃ駄目だ。それに伴ともなう実力だって必要だ。こう言っては何だけど、高浪さんにしろ御伽太郎さんにしろ、その実力があるとは到とう底てい思えないよ」

「実力？　それは人を記号で呼ぶことですの？」

「まあね。記号による正確な簡略化は重要な実力の一つさ。生徒監視委員は生徒の学園生活を平へい穏おんに保つのが仕事。言い換かえれば、学校そのものを平穏に保たなければならないとも言える。そして学校というのは、たとえどんなに複雑な事件が起きたとしても、それを完かん璧ぺきに把は握あくすることなんて望んではいないんだよ」

　どうせ事件なんて日夜起き続けるものなんだからね、と彼は言った。

「学校側にとって重要なのは、その対外的な後始末をどうするか、だ。揉もみ消すのか、上に報告するのか、あるいはいっそのこと公おおやけにするのか──。したがってそれは単純明快で解決済みなほど処理しやすくなる。だからこそ僕は、起きた事件は極力解決することにしているし、でき得うる限りの単純化もする。個人間での決着は当事者がつければいいけど、その当事者を責任もって預からねばならない身としては、そうそう楽観的ではいられないのさ」

「それで、単純化のために記号を？」

　馬ば鹿かげてますわね、と楓は呆あきれたように首を横に振ふった。

「前々から思っておりましたのよ。あなた、曲がりなりにも同じ生徒を記号で呼ぶことに、何の抵てい抗こうもなくって？」

「そうは言うけど、個人の情報というのは所しよ詮せん記号の集まりじゃないか。例えば君は『理事長の孫まご娘むすめ』であり『生徒会役員』であり『一年生』であり『女子』だ。もちろん君だけじゃない。東城くんだって高浪さんだって、それに僕だって、対外的にはただの記号でしかないんだ。事件を客観的に記録する場合、そこに必要なのは個人名ではなく、その人物を端たん的てきに示す特とく徴ちよう──即すなわち記号なんだよ」

「もっともらしいご意見ですのね。でもね、世の中客観的に見ただけでは分からない事こと柄がらも多くってよ。例えばあなたは東城に『召めし使つかい』という記号を付けているようだけど、東城にとってみれば、わたくしが主人ではなく恋れん慕ぼの対象であるということもご存じでしょう？　仮にわたくしが今後誰だれかと結けつ婚こんするとして、東城がその婚約者を斧おので惨ざん殺さつした場合、彼は捕つかまるでしょうけど、その時あなたはどうおまとめになるのかしら。片かた想おもいの男のただの嫉しつ妬と？　いいえ、もしかしたらその婚約者というのは酷ひどい男で、わたくしの家を乗っ取ろうとしていたかもしれない。結婚は両親が決めたことで、わたくしは泣いて嫌いやがっていたかもしれない。それとも婚約者が結婚を嫌がって、東城に殺してくれと泣いて頼たのんだか、またはただ単に薪まきと間ま違ちがえたか──。可能性は無限にありますけど、あなたのおっしゃる客観的記号論だけではその真相は見えなくってよ」

　むしろ私には話が見えない。そもそも事の始まりは、自分が監かん視し委員に入りたいと言ったのを、灘が突つっぱねただけではなかったか。なのになぜこの二人は激しく言い合っているのやら。しかも東城は東城で相当哀あわれな立場にあるらしいし。

　何となくドアの方を見ると、彼はやはり無表情のまま、地じ獄ごくの番犬よろしくデンと立ちはだかっていた。まさに異形の従者である。

「──まあ、よろしいですわ」

　楓は喋しやべり疲つかれたのか麦茶をもう一口啜すすると、すっと椅い子すから立ち上がった。

「あなたがどうしてもとおっしゃるならわたくしも口を出しません。でもこれだけは覚えておくことね。あなたは所詮生徒監視委員会の委員長。そしてわたくしは生徒会副会長だということを」

　どちらが偉えらいのだか微び妙みように分からなかった。

　私が困っていると、彼女はこちらを見て「ところで高浪さん」と三み度たび私の名を呼んだ。

「あなた、瘦やせるお薬に興味はなくって？」

「はい？」

　何だか青少年向け犯罪防止マニュアルで事例として挙げられてそうな、典型的な言い回しである。私が慌あわてて「ありません」と答えると、彼女は驚おどろいたような顔で「あらまあ」と感かん嘆たんの声を漏もらした。

「ではお金持ちの殿との方がたとの一夜限りのお付き合いにご興味は？」

「それもありません！」

「欲までありませんのね。ではこのお話は聞かなかったことにしておいてくださいな。行くわよ、東城」

　楓に言われてようやく大男はその体を動かした。そして何を言うでもなく静かにドアを開け、主人が出るのを待って自分も後に続く。結局私は彼の声を聞くこともないまま、二人が立ち去る姿を見送った。

「あの人は……問題なのでは？」

　ドアが閉まるのを待って言うと、当然だ、という至し極ごくもっともな答えが返ってきた。

「取り締しまらなくていいんですか？」

「取り締まってやっとああなんだよ。中学時代はもっと酷かったらしい。何しろ背後に大物が控ひかえているから、学校側もいいように牛ぎゆう耳じられていたそうだ。もともと僕がここの監視委員になったのだって、彼女がなる予定だったのを阻そ止しするために、生徒指導部から直々に頼まれてのことさ」

　しかしあれはまだマシな部類だったな、と灘は面おも白しろくもなさそうに呟つぶやいた。

「どの生徒も問題だらけだよ。その最たる人物が工藤くんだ」

「そんなに酷いんですか、あの人は」

　少なくとも他の生徒には信しん頼らいされているようだし、ならばさほど害などないのではないか。まあ、確かに私は公園で巻き添ぞえを喰くらったが。

「酷いさ。僕がここへ来てから起きた事件の大半は彼が仕組んだものだ」

「でも、どうせ喧けん嘩かさせるぐらいなんでしょう？」

　喧嘩ではなく殺し合いだ、というツッコミはこの際無視するにしても、だ。あの程度の黒幕なら、そう毛け嫌ぎらいするほどのこともない。それよりもむしろ青少年を破は滅めつに導くお嬢じよう様さまと、明らかにレッドゾーンな図書委員をどうにかしてほしい。

「喧嘩だって充じゆう分ぶん秩ちつ序じよを乱す行こう為いじゃないか。それに──君はまだ分かってないのさ」

　灘は意見を変えなかった。

「いつか彼の真のやり口を知る日も来るだろう。しかしもう一度だけ言っておく。他言は無用だ。工藤くんがクラスメイトである以上、その正体が周りに知れて空気が変わることだけは避さけたい。これはもちろん瑪瑙さんのような人間にも言えることだけどね」

　空気を読まない男にそう言われて、私は何か一言返してやりたくなった。







　４　九月三日正午過ぎ　私、爆発して落下する。
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　その後灘と別れて会議室を出た私は、とりあえず雛世に会うため図書室へ戻もどってみた。宿題が終わっていなければ彼女はまだ残っているはずだったが、しかし相手はすでに帰った後だった。人に協力を仰あおいでおいて、それはないというものである。

　そんな私に向かって声をかけてきたのが凜だった。もっとも「内気なメガネッ娘こ」にとっては、転校生とちょっと話に華はなを咲さかせようとかそういった意思はなかったようで、ただ単に大内が呼んでいたことを伝えるという、事務的な用があるに過ぎなかった。彼女がどの程度表裏を使い分けているのかは不明だが、少なくとも必要のない時にはこうして地味な人間を演じ続けているのだろう。

　私は言われるままに南校舎へ再度赴おもむき、職員室で大内に会った。彼女は半分欧おう米べい人じんの血が混ざったような異国的な顔立ちの女性で、実際にハーフでもあるのだろう、独特なイントネーションを用いて私を迎むかえた。

　どうやら雛世から話を聞いて、私が図書室に戻るであろうことを予測していたらしい。しかし用件といえば簡単なもので、西岡が学校に来次し第だい編入手続きを取り直したい、というだけのことだった。

「御伽太郎さんにはちょっと可哀かわい想そうだけど、やっぱりこういうことをいい加減にしてはいけないと思うのよ」

　もともと外国育ちなのだろう、彼女はしきりに手のジェスチャーを交えながらそう語った。御伽太郎を転校生としては認めてないようだった。

　まあ、当然ではある。皆みな分かっていることなのだ。あのメモと乙組の異常ささえなければ、とうに彼女は病院送りになっていたはずである。

　私は気き遣づかってくれた副担任に礼を言って、学校を後にした。

　一キロほどの距きよ離りをとぼとぼと歩いて帰宅した頃ころには、すっかり正午を回っていた。

　駅から少し離はなれた公共住宅地に建つ団地の中に、私の家はあった。ここ数年の間にショッピングモールや映画館が建ち、すっかり小規模な繁はん華か街がいの様相を見せるようになった駅前とは不ふ釣つり合あいの、色いろ褪あせた土地である。時代に取り残されていながら決して古すぎることのないその外観は、今の教室での私同様、中ちゆう途と半はん端ぱという喩たとえがよく似合っていた。

　築何年だか分からない灰色に薄うす汚よごれた外がい壁へきに今なおセミが止まり、ジリジリと最さい期ごの歌を奏かなでている。いずれ夏らしい空気も終わるのだろうが、果たしてそれまで私はあの学校に留とどまっていられるのだろうか。

　気弱になりながら郵便受けを覗のぞき込んだ。予備校のダイレクトメールが一通と、風ふう俗ぞくの広告が二枚入っていた。広告を手で丸め、少し迷ってからダイレクトメールを二つに折り、薄うす暗ぐらいエレベーターに乗り込んだ。

　文字の掠かすれた硬かたい階数ボタンを押し、埃ほこり臭くさい換かん気き扇せんから送られてくる唯ゆい一いつの風に身を預けるうちに、いつものように六階で停とまった。

　外部に面しながら日当たりの悪い廊ろう下かに、青のペンキで塗ぬられた鉄の扉とびらが整然と立ち並ぶ。一見殺風景に見えながら、そこに開かれたわずかな隙すき間まから漂ただよってくる昼食の香かおりは、確かにそこに人の存在を感じさせた。

　魚が焼けている。少しばかり香こうばしさが強いのは皮が焦こげているからか。その隣となりの部屋からは、ただもうもうと熱い湯の匂においだけが噴ふき付けてくるから、素そう麵めんか何かだろう。さらにその簡素さを上書きする香こう辛しん料りようもどこからか香ってきていたが、残念ながら私の部屋ではなかった。

　扉を開けると、母がもの凄すごい形相で飛び出してきた。

　お帰りなさいを言われることもなく、私はしきりに体の安否を訊たずねられた。どうやら朝礼での出来事が、インターネット上で噂うわさになっていたらしい。家事以外にすることが思いつかないのだろう、九年前、私の就学祝いにパソコンを購こう入にゆうして以来、母が一人でいる時間、我が家の回線は繫つなぎっ放しになっていた。

「学校に暴走族が乱入したそうじゃない。本当に大だい丈じよう夫ぶだったの？」

　母はそう言って、しきりに私の顔や体を眺ながめ回した。怪け我ががないか探しているようだったが、今の私には何とか難なん癖くせを付けて学校を辞やめさせようとしているとしか思えなかった。

「それ、デマだよ」

　噓うそではない。

　私は疲ひ労ろうと不快感とを極力笑え顔がおで抑おさえ、なおも心配しようとする母に昼の献こん立だてを訊ねた。いつも出されたものを黙だまって食べているだけの私にしてみれば不自然な質問だったが、それでも母は安あん堵どした顔で、あまり聞いたことのない料理名を二、三挙げ連ねた。おそらく適当に作ったのだろう。

　持ち帰った三通の広告を屑くず籠かごに捨てて扇せん風ぷう機きの前で着き替がえているうちに、皿が並べられた。さっそく食しよく卓たくに着いて箸はしを取ったものの、いまいち食欲が高まる様子はなかった。

　あと何日、隠かくしとおせるだろう。

　灘は、生徒監かん視し委員の仕事は学校側の対外的処理をスムーズにすることだと言っていた。そして今朝の事件、おそらくは揉もみ消されたのだろう。まったく報道されてないのが何よりの証しよう拠こだ。あれだけの事態が学園内で日常茶さ飯はん事じになっているということは、生徒達の間でもその辺りは暗あん黙もくの了りよう解かいになっているのかもしれないが、しかし一度起きてしまえばどうしてもゼロにはならない。

　思えば私が御伽学園内に無法地帯の教室が存在すると知ったのも、母がネットで拾ってきた噂からだった。そんなもの当てにならんよ、と言って母を諭さとしたのは父だが、その父も私が当のクラスに所属していると聞けば、すぐさま転校を促うながすだろう。

　いや、それ以前に手続きの事故が知られれば、有う無むを言わせぬこととなるに違ちがいない。揉め事になるのを恐おそれ、私はこれほど重要なことすら、まだ両親に話せてなかった。

　果たして何度目の転校になってしまうだろう。

　数えたくもない。いや、実際に数えても切りがない。それほどまでに、私は一つ所に馴な染じんだ例がない。その原因が両親にあるのか、それともすぐにトラブルに巻き込まれてしまう自分にあるのか、私にはいまだに判断がつかないでいる。

　もちろん馴染もうという気持ちがないわけではなかった。どの学校へ行ってもそれなりの努力はした。明るく振ふる舞まって、周りとの壁かべをできるだけ削けずっていこうとした。しかしその削れる量が少なくなっていることもまた、ここ数年の私には痛いほど感じられていた。

　実のところ、諦あきらめているのかもしれない。

　そして現在のクラス──私立御伽学園一年乙組は、その僅わずかな努力すら放ほう棄きさせてしまう何かがあるような気がしてならない。

　そもそもクラスの存在そのものがトラブルの種になっているのだ。私との相あい性しようは最悪と言ってよかった。しかも御伽太郎の件からして明確に編入を拒こばまれ、さらに言えばあの黒幕を名乗る男によって、私は確実に他のクラスメイトと壁一枚隔へだてた位置に置かれるようになっている。

　どうしてこのような目に遭あったのかは分からない。ただ、クラスとの壁を挟はさんだ私の、さらに隣の壁向こうにいる灘は、関かかわるな、人に言うな、とやはり馴染む努力を放棄するよう命じてくるだけだった。

　もちろん彼の言うことに一字一句従う必要はない。むしろ彼のそばにいる限り、いらぬ厄やつ介かい事に巻き込まれる可能性の方が高いだろう。私はあくまで在ざい籍せきデータを失った転校生で、仕方なく監視委員の世話になっているに過ぎない。だから必要以上に彼と時間をともにすることはない。

　だから何でもいい、早く解決してもらいたい──。

　挽ひき肉にくによく分からないものを混ぜ込んで揚あげたおかずを口に入れながら、いつの間にか私は、あの失礼な男の存在をどこかで気にかけていた。




　とりあえず努力してみることにした。

　やはり人間前向きでなければならない、と少しは思うのである。いくら殺さつ戮りくの嵐あらしが吹ふき荒あれる教室だからといって、全員が全員危険な橋を渡わたっているわけではない。雛世などその最たる例だし、まあ優は微び妙みようだが、他ほかにも茶凪とかその兄とか、探せばたぶんまだいるはずである。だから彼女達と付き合っている分には、特に酷ひどい目に遭うこともなかろうと思うのだ。

　一晩悩なやんだ結果、私はとにかく普ふ通つうの高校生として生活するという、クラスを見る限りではある意味困難に満ちた努力をしようと心に決めた。そのためにはやはり灘との距きよ離りを置くことも必要なはずだった。

「──で、昨日のスパイ活動の首しゆ尾びは？」

　転校して三日目の金曜日の朝。私の姿を見るなりそう話しかけてきた優を前に、少し挫くじけそうになったりもしたが。

　私は迷った挙句、骨と幽ゆう霊れいと将軍達の関係についてだけ、一応軽く搔かい摘つまんで解説してみた。しかし向こうも、そのことはやはり会議室に赴おもむいていた茶凪から聞き出していたようで、収しゆう獲かくなしと言わんばかりに落らく胆たんしてみせた。

　ちょっとだけ、突つきたくなった。

　そして初日の局地的群発地じ震しんというアクシデントを乗り越こえ、ようやく一日遅おくれの授業が始まった。どんなに教室が秘境といえどもそこはそれ。曲がりなりにも都内有数の進学校である。それなりに歯は応ごたえのある時間を過ごし、ようやく四限目の体育の時間になった頃ころには、私は精神的にだいぶ楽になっていた。自分が間ま違ちがいなく普通の学園生活を送れているという感覚が嬉うれしかったのだ。

　ただ一つ気がかりなのは、西岡が今日も病欠だったことだ。代理で来た大内の話によれば、神経性の頭痛が再発したらしい。このまま顔を合わさずに昇しよう天てんでもされたらえらく寝ね覚ざめが悪いな、と思いながら、一方で私は自身と御伽太郎の行く末に不安を感じざるを得なかった。

　体育の授業は、九月半ばまでは水泳が続くようだった。私は屋上のプール横手にある更こう衣い室で雛世や優とわいわい騒さわぎながら水着に着き替がえた。

「それ、サイズ合ってないんじゃない？」

　着替えている最中、私は近くにいた御伽太郎にそう訊たずねた。彼女の着た水着は少し大きいのか、所々がブカブカで皺しわになっている。べつに中が見えてしまうほどでないとはいえ、思春期の一乙おと女めとしてはそういうところも気になるのだ。

　それに、いったい彼女はどこからこれを調達してきたのだろう。ありきたりなスクール水着といえども、一応校章のプリントされた学校指定のものである。わざわざ買ったのだろうか。

「これ、帷子かたびらさんが貸してくれたんですよ」

　しかし御伽太郎は右手で自分の右みぎ肩かた紐ひもを摘むと、嬉しそうにそう答えた。悔くやしくなるぐらいに可愛かわいらしい仕草である。
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　帷子さんというのは、白衣と並んで微妙な目立ち方をしていた蝙蝠こうもりマントの人物である。本名は帷子ミリルといった。妙に顔色の悪い少女で、授業の間中緊きん張ちよう感かんのない緩ゆるみ顔で眠ねむってばかりいた。優曰いわくクォーターとのことだが、まあ、どうせ生きた人間ではあるまい。

「そういえば帷子さんって、水ダメなんだよね」

　横で聞いていた優が、相変わらず目を血走らせながら口を挟む。彼女曰く「泳げない上に日中は過か眠みん症しようだから、いつも見学なんだよ」とのことだったが、人のことを言う前に自分も少しは寝た方がいいと思うのは気のせいか。

　そして当のミリルはといえば、とっとと普通の体操着に着替えてプールサイドへ行ってしまっていた。早く腰こしを落ち着けて眠りたかったのだろう。

「でもあれで夕方以降なら結構頼たのもしいんだよね。串くし刺ざし姫ひめの異名は伊達だてじゃないっていうかさ」

　バスタオルを無意味に振ふり回し、優は怪あやしげな特とく徴ちようを得意げに説明してくれた。転校生にいろいろと情報を与あたえるのが楽しいらしい。となると、なるほど、新聞部というのは彼女にとって打ってつけなのかもしれない。

　ともあれこうして普通に友人同士として会話ができるというのはありがたかった。やはり人間努力はしてみるものだ。

　で、その後授業が始まり、泳いでいるうちに自由時間になったので、努力ついでに倉時孝助の尋じん問もん会なるものにも参加してみた。議題は即すなわち、一昨日おととい備品室で根室アヤカと何があったか。女子数人で男子一人を囲んで責め立てるというのは、何だか後ろめたい気もしたが、茶凪の言うには「これは我がクラスの女子になったからには避さけられないイベントだから」とのことだったので、まあ何事も経験だろうとプールサイドの片かた隅すみに孝助を追い詰つめてみた次し第だいである。

「いや、あれはたまたまだったんだってば」

　雛世に胸むな倉ぐらを摑つかまれて──と行きたいところだが水泳中で胸倉がなかったため、代わりに喉のど笛ぶえをがっちり固定されて涙なみだ目めになりながら、孝助はしきりに弁明した。

「根室さんが足を滑すべらせたんで受け止めようとしたら、それで……」

「たまたまでヒシと抱だき合うな！」

　茶凪が横手から茶々を入れると、それに合わせて雛世の手にも力が籠こもる。尋問というよりは拷ごう問もんである。あまりの凄せい惨さんさに見かねて、やはり一いつ緒しよにいた優に「この三人っていつもこうなの？」と訊ねると、彼女は防水カメラのファインダーから顔を離はなし、「クラス名物だから」と答えた。塩素と混じったせいだろう、眼球が凄すさまじいことになっている。

「ぼんくらなくせになぜかもてる少年と、それに仄ほのかな恋こい心ごころを抱いだく幼おさな馴な染じみ。妹の方は見てられないから、ああやって二人の背中を押してやってるわけよ。まあ、どの学校にもよくある光景だけどね」

「ないと思うよ、たぶん」

　私は冷静にそう言うと、首を巡めぐらせて柵さく向こうにある校庭の方を眺ながめた。もう片方の当事者であるアヤカは、つい先さきほど灘に連れられて、田崎に喧けん嘩かを売りに校庭に現れた巨きよ大だいロボットを駆く除じよしに行ったところだった。

　せっかくの自由時間だというのにご苦労なことである。そして暇ひま潰つぶしに見学に行った数人の野次馬を除けば、大部分が戦せん闘とうそっち退のけで水遊びに勤いそしんでいるこの空間は、やはり理解不能なものでしかない。乙組でさえこうなのだ。他ほかのクラスが始業式の時のように完全無視でいるだろうことは容易に想像できた。

「やっぱりここは男として責任取るべきだね。いい？　兄あに者じやは近日中に根室さんをデートに誘さそうこと！」

　茶凪の楽しそうな声が聞こえた。それから一いつ拍ぱく置いて、グエェというカエルの潰つぶれたような音も。ついに事切れたらしい。

　きっと彼の記号は「女難」もしくは「ハーレム」に違ちがいないのだ、と考える私の視界の片隅を、テレキネシスによって捻ねじ曲げられたビームが空高く昇のぼっていく。

　その光に釣つられて振り向いた私の視線の先に、不意に濃紫の姿が飛び込んできた。せっかくそれなりの学園ライフを楽しんでいるというのに、こいつの顔など見てしまっては台無しである。

　彼は足が届かないためかプールの縁へりに摑まって、水面から頭だけ出していたが、私と目が合うや「堪たまらないよねぇ」と拗すねてみせた。

「水着の女の子に囲まれていぢめられるなんてさ、男としちゃあ羨うらやましい限りだよ」

「羨ましいの？　孝助くん、そこで引っくり返ってるけど」

　私がそう言うと、彼は「喉の圧あつ迫ぱく感かんは性的快楽の一種なんだぜ」といらぬ蘊うん蓄ちくを披ひ露ろうした。一昨日の屍し姦かん発言といい、つくづくマニアックなちびっこである。

　そういえば、御伽太郎のメモを持ち去ったのはこいつではなかったか。

　せっかく日常を取り戻もどそうと努力している最中だというのに、彼の顔を見たおかげで、私はこれまたいらぬことまで思い出してしまった。

「ところであんた、御伽太郎さんのメモってどうしたのよ」

　思い出しついでに訊たずねてみる。

「メモ？　あれならさっき焰邑の姉貴経由で灘に返したけど？」

「姉貴って……。あんたら姉きよう弟だいか何かなわけ？」

　だとしたら実に嫌いやな姉弟である。

　そして当の焰邑はといえば、長身の体にバスタオルをかけた形でプールサイドの片隅に佇たたずみ、相変わらず淡たん々たんとした表情でどこか一点を見つめていた。いったいその視線の先に何があるのかと思い辿たどってみれば、何のことはない、妹や幼馴染に玩もてあそばれている哀かなしき少年がいただけだったので、私はすぐにそれを忘れることにした。

　実際、忘れなければ恐おそろしくてやっていられない。

「べつに血けつ縁えん関係はないけどさ。だいたいおいらの方が年上なんだし。でも、どうも弱いんだよねぇ、あの人には」

　濃紫は尖とがった爪つめで競きよう泳えい帽ぼう越ごしに己おのれの頭を搔かきながら、苦笑いを浮うかべてみせた。プールに入るのなら爪ぐらい切っておくべきである。

「怒らせると鬼おにとか召しよう喚かんしちゃうし。前にも更こう衣い室で巫女みこ服ふくに着き替がえているところを覗のぞいてたら、危あやうく食われそうになったよ。あ、知ってる？　あの更衣室、男女隣となり合ってて、通気口から覗けるようになってるんだぜ、お互たがいに」

　どういう反応を期待しているのだ、その台詞せりふは。

　それよりも気がかりなのはメモのことだ。あれが返ってきたというなら、おそらく事件に進展があったと見るべきである。当然灘は私にそんなことを漏もらすはずもないだろうが、やはり気になるものは気になる。いっそのこと訊きいてみるのも手だが、しかしどうせまたハラワタに障さわるようなことを言われるのが落ちに違ちがいない。

　それに今は彼と距きよ離りを置くべきなのだ。こちらから首を突つっ込まなければ、まず類が及およぶことはない。そして、それはおそらく彼が生徒監かん視し委員としてクラス中の生徒に望むことでもあるのだろう。

　灘は自ら壁かべを作っている。

　私はそこに手を差し伸のべることなどないけれども、ほんの少しだけ、その壁にめり込んでしまいそうになっている。

　微び妙みような手つきで人の脹ふくら脛はぎを撫なで始めたクソガキの頭を踏ふみ付けつつ、そんなことを思った。

　ふと空を見上げると、はるか頭上を巨きよ大だいロボが飛行機雲を描えがきながら飛ばされていくところだった。




　自由時間の後に五十メートルを二回泳いで、その日の体育は終わった。灘を始めとする別行動組もいつの間にか戻ってきており、中でも一番大変だったであろうアヤカはバニラアイスのような肌はだを火ほ照てらせながら、「いくらなんでも機械は重たすぎます」と辺りに不平を漏らし、田崎に精神リンクがどーたらと文句を言われていた。

　さてこれから昼休みである。時間はあるから特に急ぐ必要もないのだが、やはりこの格好よりは制服姿の方が落ち着くものだ。一同はいそいそと更衣室に戻り、着替えを始めた。

　私もまた競泳帽から解放された髪かみをバスタオルで拭ぬぐい、自分の制服を収めたロッカーを捜し始めた。個人個人に割り当てられていればそうもならなかったのだが、何しろ定位置という概がい念ねんがなく、皆みな適当に空いた所へ放ほうり込んでいるものだから、場所をしっかり把は握あくしていないと分からなくなるのである。

　確か御伽太郎の近くだったはずだが。

　しかし当の彼女も場所が分からなくなったと見えて、どうにも戸と惑まどった様子で室内をうろうろしていた。

「どこでしたっけ……。百川さんの近くだったと思うんですけど」

　こちらの視線を感じ取ったのだろう。御伽太郎はそう言うと、近くでやや栄養失調気味な肢し体たいを晒さらしている万年寝ね不ぶ足そく娘むすめを指差した。何とも頼たよりない目印である。

「適当に開けていった方が早いかもしれないね」

　私は笑って手近にあった扉とびらを開けてみた。中にはきちんと畳たたんである蝙蝠こうもりマントと、その上に置かれた薄うす汚よごれた注射器が見て取れた。

「あ、そこ帷子さんのだよ」

　何事もないかのように優が言った。どうせならこの怪かい器具の使い道も説明してほしいところである。そして肝かん心じんのミリルはといえば、私がプールサイドを離はなれる時点で、なおも見学者席で爆ばく睡すい中だったように思う。授業中からして延々と寝ねていたのに、まだ寝足りないのだろうか。気になって他ほかの子達に訊いてみたが、「いいんじゃない？　この後昼休みだし」と吞のん気きな答えが返ってきただけだった。

　というか、なぜ教師の方で注意しないのか。

　もしかしたら諦あきらめられているのかもしれない、と思いながら他の扉を開けようとした時である。

「──だめっ！」

　最初、私はそれが自分に向けられた声だと思わなかった。当然ながら女の子が集団で着替えている以上、室内はそれなりにうるさく、したがってそんな悲痛な叫さけびも、どこかのふざけ合いの一いつ環かんとして私の中では処理された。

「高浪さん、開けちゃだめ！」

　もう一度、聞こえた。

　振ふり向くと、体にバスタオルを巻き付けたアヤカが目を剝むいてこちらに駆かけ寄ろうとしていた。しかし一度込めた力は、そう簡単に消しよう滅めつするものではない。私の手は流されるままに扉の取っ手を摑つかみ、ぐいと力任せに引いていた。

　何か、光った。

　とても眩まぶしかった。たぶん誰だれかの手鏡だ、と意味もなく思った。

　それからのことは、妙みようにスローで記き憶おくに焼き付いている。よく人は死にかけた時、周りの様子がゆっくりに感じられるというけれど、これもその類たぐいだったのかもしれない。

　内側からの圧力に弾はじけ飛ぼうとする扉。いや、扉だけではない。ロッカー全体が私の正面を中心に大きく膨ふくれ上がり、表にいびつな歪ゆがみを見せながらこちらに迫せまろうとしていた。升ます目め状に組まれた金属板の隙すき間まを彩いろどるのは、見目も鮮あざやかな朱しゆ色いろの灯ひで、それも徐じよ々じよに太さを増し、外に溢あふれ出そうと盛さかんに燃え広がる。

　酷ひどく頭痛を催もよおし、私はこめかみを押さえてその場に座り込んだ。そして部屋全体が激しく震しん動どうしていることを知り、軽い吐はき気を催した。

　ロッカーの上部が破は裂れつした。後で考えてみれば、こちらに向かってくるはずのエネルギーが無理矢理上に捻ねじ曲がった時点で不自然だったのだが、しかしその時の私にそんな論理的思考ができるはずもなく、噴ふき上げた炎ほのおが瞬またたく間に天てん井じようを粉ふん砕さいし、よく晴れた空へと昇のぼっていく様を、ただ呆ぼう然ぜんと見守るのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　これ──爆ばく発はつなんだ。

　くらくらする脳のう髄ずいに半ば朦もう朧ろうとしながら、私はようやくそれを理解した。

　ふわりと肩かたに何かが掛かかった。淡あわい水色に白い柄がらの入った厚手の布地で、よく見ればアヤカの巻いていたバスタオルである。多少湿しめってはいたけれども、私はそのかすかな温ぬくもりが嬉うれしくて、無意識のうちに端はしを握にぎり締しめていた。

「もう……大だい丈じよう夫ぶですから」

　アヤカは私の肩に手を置き、荒あらく息を吐きながらそう言った。

「怪け我が、ありませんでしたか？」

「うん……」

　私は頷うなずき、そっと彼女の手に触ふれた。バニラアイスは想像よりもはるかに熱かった。

　こちらの騒さわぎを聞きつけたのだろう、ドアが派手に開き、続いてどうしたんだと叫ぶ孝助の声が耳に飛び込んできた。嗚呼あああの馬ば鹿かってばなんてお約束に忠実なんだろう、と思いながら、すでに均きん衡こうを失っていた私の意識はアヤカの悲鳴によって消し飛んでいった。




　申し訳なくなるほど月並みな出来事が続く。目を開けると、そこに顔があった。

　私はきゃあと一声叫んで飛び起きた。べつに相手の顔が腐ふ乱らん死体ばりのおぞましさだったからというわけではない。ただ目の前にあったから純じゆん粋すいにびっくりしただけだ。例えば相手が愛くるしいキヌゲネズミだって、急に目の前に突つき付けられれば反射的に顔を背そむけるのと同じ理り屈くつで、要はある種本能的な反応なのである。

　で、突とつ然ぜん飛び起きたものだから、当然私と相手の顔は激げき突とつした。食パン無しだとかなりきつい。不幸中の幸いだったのは、相手が男子ではなかった、という一点のみだろう。

「い、痛いです……」

　彼女は泣きそうな声で額を摩さすりながら、もう片方の手でずれたメイドカチューシャを直した。緒深田である。

　本当に女子だったのかどうか、不安になってくる。

「申し訳ございません。わたくし、お熱をお測りしようと思っておでこをくっつけたら急に……」

「いやまあ、いきなり起き上がったこっちも悪かったから」

　私はそう言って、いまだ高速振動を続ける脳のう味み噌そを頭皮越ごしにさすりながら辺りを見回した。案の定保健室のベッドである。気が付けばいつの間にやら服装も体操着に替かわっていた。胸のネーム欄らんに平仮名で「おみた」とあるから、彼女が貸してくれたのだろう。

　制服は燃えてしまったに違ちがいない。両親への言い訳を考えると気が重くなる。

　とまあ、それはさて置き。

「それは緒深田さんが体温計を使わなかったことに問題があるね」

　もはや聞き慣れた生意気ボイスのメガネ男がいるのを確かく認にんするや、私はなぜか謂いわれのない理り不ふ尽じんな屈くつ辱じよく感かんを味わった。これも一種の本能なのだろうか。

「ここはもういいよ。次は御伽太郎さんの方に行ってあげてくれ」

　灘が緒深田に指示を出すと、彼女は「かしこまりました」と言ってぺこりとお辞じ儀ぎをし、それから私に向かって「それではお大事にしてくださいね」とメイドスマイルで微笑ほほえみかけた。

「ありがとう。ごめんね、わざわざ運んでもらっちゃって。それに着替えまで」

「いえ、お気になさらないでください。それにお着替えの方は、私によく似ていらしたという方が率そつ先せんして済ませてくださったそうですので──」

　何だか聞かなくていいようなことまで聞いてしまった。

　私はとりあえず礼を言って緒深田を帰した。それにしてもなぜ男子のいる前でこんな会話をしているのだろう、と頰ほおなど赤らめながら考えていると、不意に灘が「濃紫くんなら一応は弁わきまえてるよ」と微び妙みようなフォローをしてきた。

「まあ、確かに発言内容は豊富だけど、でも実際のところ君が想像しているようなことは今まで一度も起こしてないから安心していい」

　人の想像を勝手に想像されては困る。

「それより今何時なんですか？」

　髪かみの湿しめり具合から見て、そう長い間寝ねていたわけでもないらしいが。私が訊たずねると灘は壁かべの時計を指差し、「もうじき昼休みが終わるよ」と答えた。そんなことを言われると、急に空腹を覚えてしまう。

「ただね、五限以降は潰つぶれるかもしれないな。ちょっと問題が起きてね」

「問題って、さっきの爆発じゃなくてですか？」

「あれも相当問題だけど、もう一つ進行形の問題ができたんだよ」

　襲おそわれたのさ、うちのクラスの生徒が──。

　灘はそう言って例の如ごとく眉まゆを顰ひそめ、手帳を開いてみせた。

「はあ。またですか」

　もはや私にはそんな感想しか浮うかばなかった。

　灘の話によれば、襲われたのは狩野かのう比ひ呂ろという男子だった。名前を言われてもよく思い出せなかったが、外見の特とく徴ちようを挙げられて、昨日の自己紹しよう介かい後に私の席を眺ながめていたススキっぽい人だということに気付いた。

　そして灘の情報が間違っていなければ、彼はあまり戦いだの殺さつ戮りくだのとは縁えんのない少年だったらしい。それが、なぜか襲われたというのである。

　ちょうどあの爆発があってからすぐ後のことだった。騒さわぎを聞きつけて野や次じ馬うまが上へ向かう中、狩野はひとり教室へ戻もどり、そこで何者かに出くわしたようなのだ。

「幸い命に別状はなかったけど、足を骨折してね。救急車で運ばれていったよ」

　灘は手帳を目で追いながら説明を続けた。

「襲った相手の正体は不明。ただ周辺の状じよう況きようから考えるに、どうも校内から外へ出た形けい跡せきはないらしい」

「要するに内部犯ですか……」

　やはり例の「御伽太郎の共犯者」とやらの仕し業わざだろうか。だとしたら、それは乙組内の人間ということになる。しかしそうなると、正体不明というのが解げせない。被ひ害がい者しやの狩野はその同級生なのに、相手の正体を判断できなかったのか。

　考えられる線は二つ。犯人が顔を隠かくしていたか、あるいは狩野自身が犯人を庇かばっているのか──。

「どうかな。彼の体に付着していた緑色の粘ねん液えきが犯人のものだと仮定して、果たして内部犯と言えるかどうか」

　むしろ招かざる客だろうね、と灘は呟つぶやいた。

　紛まぎらわしいのである。そんなものが付着しているなら早く教えておくべきで、もったいぶって話すから、こういういらぬ間違いが起きるのだ。

「それで、その緑色の液を出す謎なぞの生物がまだこの学校のどこかに潜ひそんでいると？」

「そういうことになるね。今はどのクラスも教室で待機中。まあ、この分なら午後の授業は中止だよ」

　つくづく平へい穏おんとは無む縁えんの学校である。この三日間、スケジュール一つまともにこなせてないではないか。これで灘がいなかったらどうなっていたかと考えると、居たたまれない気持ちになってくる。

　というか、これで本当に名門進学校なのか、ここは。

「ところで灘くんはどうしてここに？」

　まさか個人的に見み舞まいというわけでもあるまい。私が訊ねると、案の定彼はペンを構え、事情聴ちよう取しゆさ、とお決まりの台詞せりふを吐はいた。そして私もやはり落らく胆たんなどすることなく、ただ面めん倒どう臭くさいと思いながら、あの時の状況を振ふり返ってみた。

　確か私が適当にロッカーの扉とびらを開こうとした時、アヤカが止めに入ったのだ。しかしこちらの手は止まらず、次の瞬しゆん間かん爆ばく発はつが起きた。ロッカー全体が炎ほのおを帯びて、私に向かって弾はじけようとしていた。

　しかし実際のところ、爆発は上に向かっていった。思うにアヤカの超ちよう能のう力りよくが働いたのだろう。幸い場所は最上階。あの上にはもう空しかなく、エネルギーの逃にげ道としては最適だった。

　ただ、もしあの場にアヤカがいなかったら──。

「死んでいただろうね。女子も、壁一枚隔へだてた隣となりの男子も」

　もちろん僕もだ、と灘は面おも白しろくなさそうに頷うなずいた。

「それじゃあ乙組全ぜん滅めつじゃないですか」

「いや、そうでもない。あの場にいなかった生徒も何人かいる。例えば遠とお乃のくんとか」

　初めて聞く名前である。灘の言うには、彼はサボりの常習犯で、授業に出ることは滅めつ多たにないとのことだったが、しかし死を免まぬがれる立場にいる人物というのは、かなり疑わしいのではないか。

　そういえば帷子ミリルだって、授業終しゆう了りよう後ごもプールサイドで寝ていて更こう衣い室には来なかった。あれは怪あやしい。この上なく怪しい。

　だが灘はその説をあっさりと否定した。

「なぜ更衣室なのか、という点を考えてみたまえ。例えば君が僕ぼく等らを一度に殺そうとして爆ばく弾だんを仕し掛かけるなら、どこにする？」

「ええと……更衣室、ですか？」

「その主体性のない解答は何なんだ。普ふ通つうは教室だろう」

　もっともである。あそこなら放ほうっておいても全生徒が集まってくるに違ちがいない。

「もちろん気密性を考こう慮りよすれば、更衣室というのは爆発物との相あい性しようから見て決して悪い場所ではないけど、教室ほどの確実さはない。ただし一つ大きな利点として、水泳の授業中に抜ぬけ出して侵しん入にゆうしやすい、というのがあるわけだ」

　確かにトイレや体調不良など、抜け出す口実はいくらでも見つかる。しかも途と中ちゆうには自由時間があり、おまけにスク水超能力少女の華か麗れいなるバトルショーまであった。なるほど、あの時間帯ならば、かなり目立たずに行動できたはずだ。となると、やはり犯人は授業に参加していた人物の中にいると考えるのが自然だろう。

　しかしそれでもミリルに疑いの余地はある──と思ったが、よく考えてみたら彼女は延々と寝ねていただけだった。抜け出すもへったくれもない。

「とにかく犯人は置いておくとして、問題は目的だ。特定の人物を狙ねらったのか、それとも不特定多数を狙ったのか。まあ、あれだけ大規模な爆発だったし、誰だれと特定するのも無意味かもしれないけど──一応爆弾が仕掛けられていたのは、御伽太郎さんのロッカーだった」

「御伽太郎さんの……？」

　結局あの扉も外れだったのか、と私は的外れの感想を抱いだいた。至し極ごくどうでもいいことなのに、妙みように残念な気持ちになった。これを灘に言ったら、やはり馬ば鹿かにされるだろうか。

　何だか疲つかれを覚え、もう一度横になろうと上体を倒たおした。しかしわずかに腰こしの位置がずれていたのだろう、枕まくら目掛けて振り下ろされた後頭部は、ただベッドのパイプにゴンと良い音を立ててぶち当たっただけだった。

「馬鹿だなぁ」

　そんな灘のこの上なく馬鹿にした台詞が、生死の境に立った直後の私には、不思議と安あん堵ど感かんをもたらした。

「そういえば御伽太郎さんに何かあったんですか？」

　じんわりと時間差で痛んでくる頭を撫なで摩さすりつつ、ふと思い出したことを訊たずねてみた。なぜ緒深田に御伽太郎のもとへ行く必要があったのだろう。

　何かあったのか。ひょっとしたらあの爆発で──などと恐おそろしい想像も浮うかんだが、よく考えたら一番間近にいたはずの私が無事だったのだから、それもあるまい。

「ああ、彼女ね」

　灘は手帳をパラパラと──おそらく無意味に──捲めくりながら答えた。

「また失ったんだよ。記き憶おく」

　いつものことだが、えらく不ふ機き嫌げんそうだった。

　私は開いた口が塞ふさがらず、ただ「はあ」とだけ相あい槌づちを打った。

「どうも始めから脳に異状があったようなんだ。何か強い精神的ショックを受けると、それだけで記憶が飛んでしまうらしい。今は百川さんやネグくんと話すことで、ここへ来てからのことはだいぶ思い出したみたいだけど……」

　そういえば一昨日おととい、濃紫に剝むかれかけた時も軽く記憶が飛んでいた。あの時は次々と起こる珍ちん事じに気を取られて冷静に考えられなかったが、そんな背景があったのか。

「精神的ショックというと、やっぱりあの爆発ですか？」

　私が訊ねると、灘はメガネの中央を軽く持ち上げ「そうだろうね」と頷いた。もっとも他ほかに理由も思い当たらない。私だって今回は相当疲れた。そして、それは灘とて同じことに違いない。

　今日だけで立て続けに二件。しかも、そのどちらもが自分の手の届かない所で起きている。それを仕方がないの一言で済ませられるほど彼がいい加減な性格でないのは、私にも分かる。

「ねえ、灘くん」

　どうして独りでやってるんですか、と私は訊ねた。

　一人で充じゆう分ぶんだからさ、と彼は何事もないかのように答えた。

　ある程度予想していたとはいえ、何だか詰つまらないやり取りだった。

「しかし──ここまで来ると、やはり君には言っておくべきかもしれないな」

　灘はそう言って手帳を閉じた。どうも話題が一区切りした時の彼なりのジェスチャーらしい。

「言うって、何をですか？」

「工藤くんだよ。ここ数日の一連の騒そう動どうは、すべて彼が仕組んだものだ」

　あっさりと。本当にあっさりと、灘は犯人の名を挙げた。

　身も蓋ふたもない話である。確かに工藤スグルは「黒幕」の記号を持つ男だが、いくら何でもそんな安直なことがあり得うるだろうか。

　私が理由を問うと、灘は「こんなややこしいことをやるのは彼ぐらいだからね」と、これまた身も蓋もないことを言った。

「いや、まったく無む根こん拠きよというわけではないよ。ただ、そこまで詳くわしく話すと本当に君を巻き込んでしまいかねない。僕としてもそれは不本意だからね。まあ、少しでも彼を警けい戒かいしてくれればと思って教えたまでのことだ」

「中ちゆう途と半はん端ぱってのは一番気になりますけどね。それよりも工藤くんはクラスメイトなんですよ？　殺そうとしますか、普ふ通つう」

　まあ、普通ではないのだが。

　それでも私には、どうしてもこの感覚が解わからなかった。あのヤバげな凜でさえ、クラスメイトには手を出さないと言っていたのである。楓だって変な商談を持ちかけてはきたが、無む理り強じいはしなかった。いや、もし彼女達が強きよう攻こう手段に出るような性格なら、灘がとっくにそれなりの裁決を下していただろう。

　黒幕工藤スグルとて、それは同じことではないのか。

　私が思い悩なやんでいると、廊ろう下かの方からどたどたとけたたましい音が聞こえてきた。また何かあったのかと思い、再び上体を起こす。

　飛び込んできたのは伊織だった。肩かたに萌華の姿はない。べつに常時一いつ緒しよというわけでもないらしい。

「やあ灘ちゃん」

　えらく馴なれ馴れしい口調で、彼女はメガネ男の名を呼んだ。

「やあじゃないよ葦ヶ谷さん。確かく認にんは済んだのかい？」

「済んだよ。骨は置いとくとして、あとは相当量の火薬とニクロム線。それに銅線と乾かん電でん池ちと──」

「要するに爆ばく弾だんの材料だね」

　何の話をしているのだろう。私が餌えさ不足の鯉こいのようにポカンとしていると、それに気付いたのか伊織は「うちの実験室からなくなっていた物だよ」と、かなり恐ろしいことを教えてくれた。

　いや、そもそもその実験室というのはどこにあるのだ。

「葦ヶ谷さんのくすねていた骨格標本が削けずられていただろう？　それで他ほかにも何かあるんじゃないかと思って、確認を取ってもらったんだけど……。しかし乾電池まで持っていったのか」

　それぐらい自分で用意すればいいのに、とメモを取りながら灘は呟つぶやいた。

「しかし結局のところ、火の元は君というわけだ」

「人聞きの悪いこと言わないでよ。うちにあったのは、あくまでただの科学用具。悪いのはそれを盗ぬすみ出して爆弾に仕上げたどこかの誰だれか。私は断じて潔白なのです」

　火薬を意味もなく所持している時点で、かなり潔白とは言い難がたい気もする。

　そして伊織はふてくされながら何やら指折り数えていたが、すぐに思い出したかのように「ああ、それはそれとして」と人差し指をピンと立てて付け加えた。

「水すい槽そうに閉じ込めといたバイオ生命体も一匹ぴき盗まれてたから」

「それを先に言いたまえ」

　灘の顔は、見ていて面おも白しろいほどに不ふ機き嫌げんになった。

「あのぉ、そのバイオ生命体というのは何なんですか？」

　私は一応訊たずねてみた。が、まあ、確認するまでもないことだとは思う。どうせ見るもおぞましい生物で、きっと体のどこかから緑色の粘ねん液えきを滴したたらせているに違ちがいない。でもって狩野を襲おそったのはそいつなのだ。

「この私が胚はいの頃ころから面めん倒どうを見てきた実験動物だよ」

　伊織はそう言って、白衣のポケットから写真を一枚取り出そうとした。べつに、見たくはない。

「長い舌で相手を絡からめ取ってボキッと絞しめちゃう機能付き。ところが設備がチャチだったから、ろくなものにならなくてさ。やっぱり根室さんみたいな国連の研究室育ちと比べちゃうと、どうもねぇ」

「はあ」

　アヤカも培ばい養よう品ひんだったのか。さもありなん、だ。

　しかし灘はそれを聞くや、「葦ヶ谷さん」といつにも増して強い口調で彼女を咎とがめる素そ振ぶりを見せた。どうやらタブーだったらしい。今さら隠かくすほどの大秘密とも思えないが。

「ああ、べつにいいですよ。今さらそれぐらいで驚おどろきませんから」

　気にしないでください、と私が言うと、彼は「驚かないから問題なんだよ」とわけの分からないことを言った。

「もう隠しても手て遅おくれだから話すけど、確かに葦ヶ谷さんが言ったとおり、根室さんは国連の研究機関で創つくられたミュータントさ。今は通常社会での活動に適応するため、日曜の定期検査以外は普通の高校生としてここに通っている。ただ、これは国際的重要機密だからね、うちのクラスでも知っているのは僕も含ふくめてほんの一ひと握にぎりだ。受け入れる受け入れないじゃない、一番問題なのは、それを簡単に公言できてしまう状じよう況きようなのさ。そうならないようにするためにも、もう少し君もいちいち驚いた方がいい」

　私はこくんと頷うなずいた。彼の言わんとしていることはよく解った。

　如何いかに何でもありのクラスといえども、個人情報におけるある種のボーダーラインというのは存在する。もしそれがないなら、優辺りがいちいち灘の周囲を嗅かぎ回ることもない。秘密はあくまで秘密であり、それを暴あばけば、必ずどこかでトラブルが発生する。例えばあの、他言無用と釘くぎを刺さされた工藤の正体のように。

　それにしてもまた一つ、いらぬ情報を得てしまったのだ。私は秘密を漏もらした当の伊織を見やり、小さく溜ため息いきを漏らした。彼女はスッポンのように口を尖とがらせ、俯うつむいてしまっていた。もはや反省しているのかいじけているのか見分けがつかなかった。




　その後灘は大内に指示を仰あおぎに行くと言って、ひとり職員室へ去っていった。

　私は意識が戻もどったこともあり、伊織とともに教室へ戻った。始めは体操着姿に抵てい抗こうがあったが、しかしいざ教室に入ってみると、生徒のほぼ半数が同じ体操着という有様で、結局私はほっとするやら悲しいやらの心境で遅おそめの弁当を貪むさぼった。

　御伽太郎達もさほど時間を置かずに戻ってきた。優曰いわく、一応ここへ来てからの記き憶おくはあらかた取り戻したとのことだったので、試ためしに名前を訊ねてみたところ、「御伽太郎です」と例によって何の疑問も持たずに主張してきた。正直、どこまで安心していいのか分からなかった。

　やがて東城がどこからか大量のジャージを抱かかえてやってくると、皆みな我先にと彼に群がった。さすがにこの姿で下校するのは嫌いやだったようだ。

「でも今って待機中じゃなかったの？」

　ごわごわした素材を着込みながら雛世に訊ねると、上が制服で下がジャージというマニアックな姿になった彼女は、「いいんじゃない？」といい加減に答えた。

「イッちゃん──あ、東城くんのことね。東城くんならべつに緑色の怪かい物ぶつに襲われたぐらいで死ぬ玉じゃないし。幼よう稚ち園えんの頃から自転車に撥はねられてもピンピンしてたよ」

「ならいいけど……」

　というか、東城とも幼おさな馴な染じみだったのか。私にはそちらの方が驚くべき情報である。

「現にランちゃんだって別の部屋にいたじゃない。結構みんな出歩いてるんだよ」

「でも狩野くんは脚あし折っちゃったんでしょ？　危険じゃないの？」

「うーん、でも言っちゃなんだけど、ヒロくんって割ととろいところあったから」

　ヒロくんというのは狩野比呂のことだろう。私は彼のことはよく知らないが、緑色の粘液を出すバイオ生命体が相手では、とろいとかとろくないとかそういう問題ではないと思う。

「小二の時塾じゆくが一いつ緒しよだったんだけどね。蚊かが三匹びきも止まってるのに気付かなくて、後で腕うで中じゆう真っ赤に腫はらして自己嫌けん悪おに陥おちいってたぐらいだからさ」

「ねえヒナちゃん、あなたいったい何人幼馴染がいるのよ」

　私は思わず声に出してツッコんだ。優は始めから壊こわれ気味で、茶凪もよく見れば無む駄だにブラコン気質。雛世こそが私に残された最後のまともな友人だったというのに、もはやそれも疑わしい。

「いっぱいいるよ。オミちゃんとは昔から家が近所で、よくおままごとして遊んでたし、いおりんとは町内のドジョウつかみ祭でライバルだったし、根室さんとは小学校の社会科見学で国会議事堂に行って迷子になった時、なぜか出会って一緒に遊んだし」

「……じゃあ幼馴染じゃない人は何人？」

　そう訊たずねられた雛世はウムと考え込み、灘くんぐらいかも、と興味深い事実を口にした。

　彼女の記号が判わかった。もうどうにでもなれである。

「根室さんといえば──」

　横でコンビニのおにぎりを頰ほお張ばっていた御伽太郎が、不意に口を開いた。彼女の日々の食費はネグが出しているようだった。これでは経済的に負担ではないかと気にかけてもみたが、当のネグを見れば、奇き妙みような同居人の食事姿をただ微笑ほほえましそうに眺ながめているだけだったので、心配するのは止やめることにした。

「高浪さんが私のロッカーを開けようとした時、すぐに爆ばく弾だんがあるって気が付きましたよね。あれってどうしてだったんですか？」

「ああ、あれはべつに爆弾に気付いたわけじゃないよ」

　すかさず優が口を挟はさんでくる。だいたい生徒の特とく徴ちようというのは、彼女があらかた把は握あくしているらしい。

「何かヤバイものがあるって判っただけなんだよ。物品に込められた悪意を感知するとか、確かそんなんだったかな。テレパシーの一種なんだって。まあ、灘くんは『超ちよう能のう力りよく』で通してるみたいだけど」

「はあ。そうでしたか」

　それは凄すごいです、と御伽太郎は感心したように頷うなずいた。

　そして当のアヤカは教室の片かた隅すみで、孝助に声をかけられ、真っ赤になって逃にげている真っ最中だった。あの男はあの男で謝るタイミングというものを見計らうべきだろう。

「とりあえず見出し考えないとだね。今日は居残って号外刷らなきゃ」

　優はやたらと嬉うれしそうに、「制服・水着・大だい炎えん上じよう！　乙組全女生徒を陥おとしいれた更こう衣い室の卑ひ劣れつな罠わな！」と騒さわぎだした。相変わらず問題だらけのセンスである。そもそも男子だってしっかり死にかけていたのだから、その見出しは反則だ。

　すかさず雛世が「全員じゃないよぉ」と幾いく分ぶんかずれたツッコミを入れる。

「クウさんのこと忘れちゃ駄だ目めだよ」

　彼女が続けて挙げた名前は、いまだ聞いたことのないものだった。

　もっともこちらとてクラス全員に会ったわけではないのだし、知らないのが一人や二人いてもおかしくない。とりあえず私がそのクウなる人物について訊ねてみると、優は一言「女子なんだよ」とだけ答えた。

　いや、何か他ほかにないのか。

「しょうがないんだよ。昔からこの教室にいるっていう話だけど、まだ目もく撃げき者しやがほとんどいないんだもの。毎年名めい簿ぼにも登録されてるけど正体不明。ランちゃん達が来る前は、謎なぞの三十一人目の生徒として結構噂うわさになってたんだよ。不思議だね」

　それは不思議とかそういうレベルを超こえているように思うのだが。

　しかしそこで雛世が「私は小学生の時に会ったよ」などと言いだしたものだから、私はもう混乱する一方だった。これだけ統一性のない面子メンツの揃そろうクラスだけに、彼女と他の生徒との接点を訊きくのは避さけたい気がした。

「とにかくこの教室にしかいない人だから、更衣室には行けないんだよ」

　それが「全女生徒」の部分に対する雛世からの反論だった。

　それにしても、どうしてこんなクラスが出来上がってしまったのだろう。まともな生徒というのが誰だれ一人ひとり存在しない。担任は担任で病欠続き。まとめ役の監かん視し委員も冷静に考えると変人だし、おまけに転校生の一人は記き憶おく喪そう失しつ症しようときた。まともなのは私一人である。

　いや、最後に関しては異論は無用だ。

　そしてまともでないが故ゆえに次々と起こる、これまたまともでない事件。人じん為い的に仕組まれた決けつ闘とうや幽ゆう霊れい騒そう動どうなどはまだいい方だったが、今日のように爆弾や怪物まで出てくるとなると、そうものんびり構えていられない。灘は工藤が絡からんでいると見ているようだが、実際のところどうなのだろう。私は教室を見み渡わたしてみたが、あの薄うす笑わらいを浮うかべた男の姿はどこにもなかった。

「ところでランちゃん」

　不意に優が話しかけてきた。

「私の盗とう聴ちよう器きが見当たらないんだけど、どこかで見かけなかった？」

「盗聴器？」

「うん。そう言うとちょっと大げさだけど、早く言えば小型のテープレコーダー。いつも私がいない間は机に入れておくんだよね。ネタ集めのために」

　なかなかマメな仕事ぶりである。してみると、彼女が昨日捜さがしにいったのもそれだったのだろう。机の引出しに入る程度の大きさなら、何かの拍ひよう子しになくしてしまうこともあるかもしれない。

　案の定優は、「昨日の朝気付いたんだけど」と言った。

「いつもみたいに早く来てテープを回収しようとしたら、本体ごとごっそりでさ」

「うーん、私は知らないなあ」

　録音されていたことも含ふくめて初耳なのだし。

　しかし盗聴器というのは引っかかる。だいたい盗聴器やら日記やら動かないお爺じいちゃんというのは、得てして事件の重要な鍵かぎを握にぎっているもので、しかもそれ故ゆえに人目から隠かくされてしまうものなのだ。

　もしこの盗聴器を私が見つけて一気に事件解決、などということになったら、灘はどんな顔をするだろう──。そんなことを考えてニヤついていると、突とつ然ぜん辺りが騒がしくなった。見れば皆みな窓の方に張り付き、口々に「見えた」だの「見えない」だの「アスタロト様のご降臨だ」だのと騒いでいる。

　私は気になって野次馬の中に潜もぐり込み、手近な窓から頭をぐいと押し出してみた。

　そして、息を吞のんだ。

　校庭で全ぜん裸らの少女が暴れていた。

　いやもう、暴れているとしか表現しようのない動きだった。足元まである長い髪かみを振ふり乱し、首や腕うでをグルグル回転させ、時には大だい胆たんに脚あしを大きく掲かかげる。そのたびに男子達から上がる大だい歓かん声せいが何ともいじらしく感じられる年とし頃ごろの私だが、しかし彼女が天に向かって咆ほう哮こうするたびに口元から溢あふれさせる大量の緑色の粘ねん液えきだけは、正直うわぁと思った。

　その少女の顔が十五センチのマスコットこと樋渡萌華そっくりだとすれば、なおさらである。

「あ、逃とう亡ぼう中の実験動物発見！」

　私の横から顔を出した伊織が嬉しそうに叫さけんだ。

　その肩かたの上では、もはや常じよう軌きを逸いつ脱だつした光景を前に精せい魂こん失うせた顔の萌華が呆ぼう然ぜんと座り込んでいる。ここに本人がいるのなら、あちらはたぶんクローン培ばい養ようだろう。

　さすがに騒ぎに無む頓とん着ちやくな学校といえども、相手が全裸の少女とあっては無視することもできない。すでにギャラリーは全校に及および、校庭を囲む校舎の窓という窓から、生徒教職員問わずあらゆる人間が顔を出してその奇き態たいを見守っていた。そして萌華モドキは皆の注目を集めて興奮したのか、さらに激しく踊おどり狂くるいだし、やがてその顔をこちらに向けると、口を大きく開いてゲェッと何かを吐はき出した。

　触しよく手しゆ状の長い舌だった。カメレオンのそれに近いが、ただし色は緑である。そして疾しつ風ぷうの如ごとき勢いで迫せまってきた舌は、窓まど枠わくにぶつかってべったりと貼り付き、そのすぐ横にあった伊織の頰ほおに微び量りようの粘液を飛び散らかしてから、また口の中へ戻もどっていった。

　彼女を狙ねらっているのか。

　私は白衣の娘むすめを見る。思えばこの人物こそ生みの親である。異形の落とし子が創造主たる科学者を排はい除じよするのは、前世紀の昔から世の理ことわりとして脈々と受け継つがれてきた伝統行事。今ここに、萌華モドキはそれを忠実に繰くり返そうとしているに違ちがいない。

　──などと考えていたのも一いつ瞬しゆんのこと、私の体は続けて撃うち出された第二弾だんに捕つかまって、そのまま窓から校庭上空へと派手に飛び出した。どうやら誰だれでもよかったようだ。

　宙を舞まいながら、目で相手の位置を確かく認にんする。その距きよ離りざっと五メートル強。仮に彼女が私を引き寄せて受け止めてくれたとしても、加速による衝しよう撃げきで二人とも無事には済まないだろう。

　こんな時どうすればいいか。私はよく知っていた。

「いやあぁぁぁぁっ！」

　とりあえず絶ぜつ叫きよう、である。

　しかし何事もやってみるものである。あわやこれまでかと思われた私の虚むなしい人生は、突とつ如じよ空から舞い降りた一人の男の手によって救われた。

　彼は素す早ばやく手刀を振るって萌華モドキの舌を切断すると、空中で見事私を受け止め、物理法則を無視してすたっと校庭に着地した。そういえば一昨日おとといもこんな体験をしたっけ、と思いその救世主の顔を見れば、こんなもへったくれもなくネグその人である。

「まったく、真っ昼間から女の子に乱暴とは、何もかも弁わきまえてないやつだな」

　私をそっと下に降ろした彼はそう言うと萌華モドキの方に向き直り、にやりと笑った。それに呼応するかのように、相手もグルグルと唸うなり声を上げる。

「俺か？　そうだな、この町の正義の味方といったところだ」

　いつぞやとまったく同じ台詞せりふが出た。

　そしておそらくこの展開もよくあることなのだろう。つい今までこぞって様子を見ていた全校の生徒教職員が、いつものパターンになったと見るや一人減り二人減り、徐じよ々じよに自分がいるべき教室へと引っ込んでいく。そんな中、辛かろうじて乙組から何名かが顔を出して、頑がん張ばれなどと激しく適当な声せい援えんを送っているが、寂さびしいことには変わりなかった。

　だが周囲の空気がすっかり変わったにも拘かかわらず、正義の味方と粘液女は互たがいに臨戦態勢を崩くずさぬまま、静かに睨にらみ合っていた。出方を窺うかがっている段階なのか、一向にぶつかり合う気配はない。私はそれでもしばらくの間特等席からその様子を眺ながめていたが、ふと冷静に考えてみるに、自分がここにいる必要などまったくないということに気付いた。

　単に巻き込まれただけなのだ。灘が来る前に、とっとと校舎へ戻ってしまうに限る。

　私は急いで立ち上がり、両手でジャージに付いた砂を軽く払はらい落とした。そして──思うにそれが合図になったらしい。ネグがすかさず右の手首を発光させ、同時に萌華モドキが切断された舌を細さい胞ぼう分ぶん裂れつによって再生させるや、両者は再び激げき突とつした。

　もはや私などそっちのけだった。休む間もなく振るわれる手刀の斬ざん撃げきが長い舌に捕とらえられ、その都度緑色の肉にく片へんを周囲に撒まき散らかす。そして多量の粘液を垂れ流しながら再生し続ける萌華モドキは、すでにアルファベットでの表現すら不可能な奇き声せいを上げ、その野性味溢れる運動能力を武器にネグに摑つかみかかった。

　接近戦でなら切断力のあるネグの攻こう撃げきが有利に違いない。そう思った私の前で萌華モドキの背中が弾はじけ、長めの触手が十本ばかりニュルニュルと生えてくる。その各先せん端たんには小さな穴が開き、これまた水芸のように変な汁しるをぴゅーぴゅー噴ふいている有様である。

　ネグは素す早ばやく距離を取り、膝ひざを曲げて何やら必ひつ殺さつ技わざの名前のようなものを叫んだ。途と端たんに彼の体は地を離はなれ、ミサイルの如く宙を貫つらぬき、萌華モドキに強きよう烈れつな蹴けりを炸さく裂れつさせた。汁まみれの触手三本と左ひだり腕うでが一本、私の足元へ飛んできて、びくんびくんと嫌いやな具合に痙けい攣れんした。

　私は半泣きになって昇しよう降こう口ぐちの方に走りだした。しかし間が悪かったというか機転が利きかなかったというか、もう少し早く行動を起こしていればこのようなことにならなかったのであるが、私の退路は地じ響ひびきとともに眼前に降り立った機械竜ラドーンによって、絶ぜつ妙みようなタイミングで断たたれてしまった。

「まったく、どうして校舎の三階にいて校庭の事件に巻き込まれるんだ君は」

　そう言って金属製の鉤かぎ爪づめの横から顔を出したのは、言わずと知れたメガネ男である。彼はロボットが萌華モドキを押さえ込んだところを確認すると、乙組の方に向かって手を振ふり合図した。

　同時に上にいた伊織がライフル銃じゆうらしきものをぶっ放した。すわ殺すのかと思ったのも束つかの間、萌華モドキは脳天に赤い羽根を立たせてパタンと倒たおれ、ぐうぐうと眠ねむり始めた。

　口から緑色の涎よだれが垂れている。

「麻ま酔すいですか？」

「ああ麻酔だよ。君も一発撃たれてみるかい？　おとなしく眠っていれば、そうそう事件に巻き込まれることもないだろうからね」

　相変わらずの嫌いや味みっぷりである。保健室で少なからず彼の気持ちを想おもった自分が嫌になってきた。

　灘はネグのもとへ行って二、三言葉を交かわし、それからロボットを振り仰あおいで「田崎くんご苦労様」と、これも相変わらずまったく心の籠こもってない労ねぎらいの言葉をかけた。あんな調子で誰だれからも反感を買わないのだろうか。見ているこちらの方が不安になってくる。

　田崎はロボットの首を地に着かせコックピットを開くと、いつ見ても校則違い反はんとしか思えないようなギザギザ頭を振り乱し、これまた凄すごく嫌そうな顔で灘を見た。

「なあ、あんたが俺のことを買ってくれているのはありがたいと思うし、ラドーンを持ち出せば大たい抵ていのことが片付くのも理解している。けどな、俺はこんなことをするためにコイツと出会ったわけじゃないんだ」

「それはもう何度も聞いているよ。ギリシャまで遺い跡せきを見にいって他ほかのロボットに襲おそわれた時、謎なぞの地下神しん殿でんに逃にげ込んでたまたま出会ったんだろう？」

「だからロボットじゃないと──いや、それはともかくだ。俺とラドーンは何者かが復活させたサイバードレイクの軍団と戦うためにこうして手を組んだ。それなのにあんたときたら、こういう下らないものが相手の時ばかり俺を担かつぎ出して、肝かん心じんのサイバードレイクが出たらあの超ちよう能のう力りよく者しやを……」

「それももう何度も聞いている」

　灘は田崎の不平をさらりと流し、ところで例のものは手に入ったかい、と話題を切り替かえた。どう見ても誤ご魔ま化かしている。

　そして萌華モドキ事件の一当事者たるネグはといえば、中断された戦せん闘とうに凄すさまじく煮にえきらない表情を浮うかべながら、校舎の方へと戻もどっていくところだった。梅雨つゆ時どきにあったという異星人との最終戦争の時も、あんな顔をしていたのだろうか。

　そんなことを思いながら灘のもとへ行くと、ちょうどこちらも話が終わったところと見えて、再び空に舞まい上がったロボットを見送っている最中だった。

「あのロボットって、普ふ段だんどこに置いてあるんですか？」

　私はふと思いついた疑問を口にしてみた。灘は一言「家」とだけ答えると、いつものように手帳の記録をざっと眺め、「どうやら進展があったようだ」と私に告げた。

「田崎くんに行ってもらって、ようやく重要な証しよう拠こ品ひんを回収できたよ」

「証拠品っていうと？」

「ほら、ラゴッド将軍も受け取ったという例の偽ぎ造ぞう文書さ。あれから始業式襲しゆう撃げき組ぐみを片っ端ぱしから当たってみたけど、律りち儀ぎに手元に残していたのは一人ぐらいしかいなくてね。しかしこちらが提出を要求しても、意地を張ってなかなか首を縦に振らないから、少々実力行使をさせてもらったというわけさ」

　確かにあのロボットでの実力行使には抗あらがえないだろう。

「ただ手口から見て、彼かれ等らを焚たき付けたのもやはり工藤くんの可能性が高いようだね」

　そう言って灘は私の顔をちらりと見た。

「手口？」

「通達手段だよ。最初の公園での事件があったろう。あの時君から間宮くんと怪かい人じんのやり取りを聞いてもしやと思ったんだけど、やはり工藤くんがあの二人を焚き付けた方法も偽にせ手紙でね。間宮くんがイオンさんを人ひと質じちに捕とられたと思い込んでいたのもそのせいなら、逆にあの怪人が間宮くんからの挑ちよう戦せんを受けたと思い込んで公園に赴おもむいたのも、その手紙のせいだったのさ」

　そういえば挑戦がどうたらと言っていたようにも思う。私は今指し摘てきされるまですっかり忘れていたが。

「つまり互たがいの名義で互いを挑ちよう発はつする文を送り付けたわけだ。そして始業式の一件、公園事件の時とまったく同じ便びん箋せんが出回っていた」

　そういうことなのか。

　これで工藤と一連の事件との関連性がより強まったことになる。私はいまだ納なつ得とくのできぬまま、乙組の教室を仰ぎ見た。この三日間で出会った様々な顔がこちらを見下ろしているが、やはりその中に工藤の顔はない。

　果たしてうちのクラスで何が起ころうとしているのだろう──。それを思うと得も言われぬ焦しよう燥そう感かんが込み上げてきて、なのに押さえ込まれた小動物のようにじっと成行きを見守ることしかできない自分が、何だか歯は痒がゆかった。

　そして校庭に出てきた伊織がゴミ用のポリ袋ぶくろを担いでいることにすら、ツッコむ気にはなれなかったのである。







　５　九月三日午後　私、黒幕に挑戦する。
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　バイオ生命体事件が一段落したこともあり、午後の授業は晴れて再開となった。もっとも更こう衣い室での爆ばく発はつ以降憔しよう悴すいしきっていた私の脳には日本近世史はいまいち馴な染じまず、気が付けばミリルと一いつ緒しよになって、立ったまま授業を受けさせられている有様だった。

　しかし睡すい眠みんをとるというのは良いことである。おかげで下校寸前になった頃ころには私の頭は冴さえに冴えだし、自身のスリーサイズすらぴたりと記き憶おくだけで言い当ててしまったほどである。ちなみにこのサイズ、べつに好きで公表したわけではなく、楓が制服を失った同級生一人一人に訊きいて回ったからだということは付け加えておかなければなるまい。私だって十五歳の女の子だ。何を好き好んで自ら恥はじを晒さらすことがあろう。

「あなた方の制服は明日中にご用意いたしますわ」

　偉い大だいなる生徒副会長は、相変わらず背後に東城を飾かざりながら豪ごう儀ぎに言ってのけた。

「お代は後でまとめていただきますが、わたくしにも伝つ手てがありますから、それなりに値引きはいたします。あと、こちらはご希望の方だけで結構ですけれど、ついでにパーティー券もお買いになってらしてね」

　なかなか商しよう魂こんたくましいお嬢じよう様さまではあった。

　ただ、私と御伽太郎の委員会の件に関しては何も言ってこなかった。おそらく忘れていたのだろうが、まあ、図書委員行きが先延ばしになったと思えば気も楽である。

「そういえば御伽太郎さんって、自分のサイズは覚えていたの？」

　どうでもいいことだが気になったので、帰り前の学活が始まるのを待つ傍かたわら、隣となりの席にいる彼女に訊たずねてみた。制服炎えん上じようの被ひ害がいを一番うけたのは、じかにロッカーを爆破された当人に違ちがいない。

「いえ、覚えてないので百川さんに測ってもらいました」

　御伽太郎からの返答は、何だか別の意味で不安になるものだった。確か私も初日の保健室で測られそうになっていたし、何しろあの優のことだ、下手をしたら何かの機会に公表しかねない。

「でも、これでやっと皆みなさんと同じになれるんですね」

　だがこちらの心配をよそに、御伽太郎はそう言って、少しはにかんだような笑え顔がおを見せてきた。それが制服のことを言っているのだと気付くのに、時間はかからなかった。

　やはり、気にしていたのだ。

　考えてみれば当然だった。記き憶おく喪そう失しつかつ刺し客かくで偽にせの転校生という極きわめてイレギュラーな存在の彼女にとってみれば、私以上にクラスに溶とけ込むのは難しかったはずだ。実際には馴染んでいるように見えても、心のどこかでははっきりと隔へだたりを意識していたのだろう。その壁かべを端たん的てきに表すのが皆と異なる制服だというなら、今回の一件はむしろ好よい方に転がったのかもしれない。

「爆ばく弾だん魔まに感謝だね」

　私が冗じよう談だんめかして言うと、御伽太郎は困ったように小首を傾かしげ、「感謝する相手は根室さんだと思います」と答えた。

「あのまま死んでいたら……きっとこういう結果にはなりませんでしたから」

　確かにそうである。それに、爆弾を仕し掛かけられた本人にしてみれば、あまり冗談にはしたくないことかもしれない。

　少し軽けい率そつな発言だったと思い、私は頰ほおを赤らめた。

　大内が来て学活が始まったのは、それからすぐのことだった。と言っても大した連れん絡らく事じ項こうもなく、お決まりの礼を済ませて即そく解散という、簡単な流れのまま終わった。

　ただ一つ、重要な通達があったことを除いて。

「高浪さんと御伽太郎さん、終わったらちょっと職員室に来てちょうだい」

　そんな副担任の言葉が何を意味するのか、昨日の今日である以上、すぐに理解できた。

　私は鞄かばんを手にすると、無言で御伽太郎を促うながして教室を出た。ネグも律りち儀ぎについてこようとしたが、それは私の方からお願いして断った。これから展開される事態を少なからず予測していたからだろう。

　無む駄だにギャラリーは増やしたくなかった。

　職員室に着いた私達二人を、大内は淹いれたてのコーヒーと、「本当は西岡先生がいらしてからと思っていたけど──」という言葉で迎むかえ入れた。

「健康状態がよろしくないから、いついらっしゃるか分からないのよね。だから副担任として私が話を進めることにするわ。いいかしら」

　一応確かく認にんを取ってはいるが、そこに拒きよ否ひの意を求めている様子はなかった。もっとも昨日の段階で私が合意していたわけだから、仮に決を採ったとしても二対一で大内側が優勢のはずだった。

　私は御伽太郎の姿を横目で見た。突とつ然ぜんのことで意味が分からないのだろう、彼女は顔に戸と惑まどいを浮うかべながら、しきりに辺りをきょろきょろしていた。

「あの、何のことでしょう？」

　そして、辛かろうじて訊ね返した。

「在ざい籍せきデータのことよ」

　執しつ行こう人にんからの返答は酷ひどく冷れい淡たんに聞こえた。

「御伽太郎さんも分かっているはずでしょう。あなたは転校生の一人としてこの学校に居座っているけど、いくらなんでも無理があるのよ。だって言葉は悪いけど、どう見たって違うんだから。学校としてもこのまま放ほうっておくことはできないってわけ」

「でも……それだと私はどうすればいいのでしょう」

「どうするって、病気なのよ？　入院するのが一番じゃない」

　そう言って大内は自分のデスクの上に置いてある一枚の紙を差し出した。病院の名前と地図、そして診しん察さつ時間が記されたメモのようだった。

「もうこっちで手配しておいたから、明日の午前中には入院できるようになっているわ。朝一番で誰だれかに付き添そってもらって行きなさい」

　それはあまりに急な話だった。

　御伽太郎は受け取ろうとしなかった。その地図を手にするには、あまりにいろいろなことがありすぎた。

「……早すぎます」

　かすかに身を震ふるわせながら、彼女は小声で呟つぶやいた。

　確かに早すぎる。ただ、それは私が内心望んでいたことでもある。

　──何でもいい、早く解決してもらいたい。

　いや、あれは大内ではなく灘に対しての要望だったかもしれない。だが、誰がどのような形で幕を下ろそうと、結果は変わらない。

　そのはずだった。

「──制服が、来るんです」

　思わず喉のどから出た私の声は掠かすれていた。出されたコーヒーを飲めばもう少しまともに話せそうだったが、カップに手を伸のばす気にはなれなかった。

「明日、御伽太郎さんに新しい制服が来るんです。ここの、ちゃんとしたやつです」

「だからそれまで待ってほしい、と？」

　大内はかすかに眉まゆを顰ひそめ、突とつ然ぜん妙みような発言をしだした私の顔を見やり、そして後に続く台詞せりふを予測してきた。

「で、その制服を着られたら入院してもいいって言うの？」

「いえ、そうじゃなくて……だからその、せっかくだからもっといられたら、って」

「あのね、高浪さん。それだったら制服をキャンセルすれば済むことでしょう。だいたいその代金は誰が出すのよ。今は同級生の家で面めん倒どうを見てもらってるって話だけど、その家に負担がかかるようなら、そういうのはむしろ避さけるべきことでしょう？」

　もう少し冷静に考えてよ、と彼女はオーバーな手て振ぶりで私を諭さとした。

「御伽太郎さんがここにいる理由はまだあります」

　しかし私は引き下がらなかった。確かに理り屈くつで考えれば大内の方がはるかに正しい。でもそこで私が認めてしまったら、学活の寸前に御伽太郎と共有したあのわずかな時間が、すべて無に帰してしまう気がした。

「御伽太郎さんは事件に巻き込まれているんです」

「それは警察の領分ね」

　大内からの返事は味気ないものだった。

「私は所しよ詮せん副担任だから、クラスで具体的に何が起きているのか、はっきりとは知らされてないわ。でもね、それだけの理由で在籍データを持たない人間が学校に留とどまるっていうなら、秩ちつ序じよなんかあったものじゃないのよ」

「でも先生……」

「高浪さん、気持ちは分かるけど、もう少し大人になって。私だって悪意はないの。あなた達二人のことを考えた上で、最善の結論を出したまで。それにわざわざ病院の手配までしたのよ。普ふ通つうはここまでやらないわ」

　それはそうなのだ。大内は正しい。だからその後に私が発した言葉は、極きわめて冷静さを欠いたものだったに違ちがいない。

「──在籍データは、私にもありません」

　これが御伽太郎を追い出させないための、私なりの最後の手段だった。

「だから、ここにいる資格は私にもないはずです」

「…………」

　大内は黙だまった。黙って私の顔を睨にらみ付け、そして自分のコーヒーカップを手にとって一口飲むと、己おのれを落ち着かせるようにふぅと息をついた。

「その理由で……データのないあなたを退学させることは充じゆう分ぶん可能ね、高浪さん」

「覚かく悟ごは、できています」

　そう答えた私の声は、やはり掠れていた。

　分かっている。本当は私だってこれ以上転校なんかしたくない。だがその一方で、今さら退学処分を受けたところで、私に付く新たな傷など高が知れていると思ったのも事実だ。そのささやかな傷と御伽太郎の幸せが秤はかりにかけて釣つり合うというなら、望むところである。

　私という存在を逆手にとって学校を脅おどしにかかる──。もちろんそれが決して後あと戻もどりのできる方法でないということも知っていた。だから私はすべての感情を込めた目で、大内をキッと睨み返した。

「……まあいいわ」

　しばしの沈ちん黙もくの後、大内はくいっと両りよう肩かたを上げてみせた。

「確かに急ぎすぎたのは認める。だからそうね、来週にしましょう。今週は私も忙いそがしいし、来週の月曜にもう一度話し合う。これでいいかしら？」

　つまり、その間に冷静さを取り戻もどせ、と言いたいのだろう。結局先延ばしになっただけで、事態は何も変わってない。月曜になれば彼女は再び病院の紙を持ち出して、同じことを言ってくるだけだ。そしてこの冷れい却きやく期間がある限り、勢いを欠いた私にはもう二度と同じ手で彼女を説得することはできないし、彼女が同じ手で詰つまることもない。

　止やむを得ぬ結論ではなかった。だが、今の私には頷うなずくことしか思いつかなかった。

　私は御伽太郎を連れて職員室を後にした。

　彼女は何を言うでもなく私の鞄かばんの端はしをギュッと摑つかみ、俯うつむき加減で後からついてきた。何か声をかけようと思ったが、いい言葉が見つからず、私も無言で彼女を引っ張って、何となく教室の方へ向かって歩きだした。

　今のは何だったのだろう。

　私が御伽太郎をあそこまで庇かばわなければならない理由など、本当はない。私はこの子のせいで転校生だか転校生でないのか分からない状態になり、さらにおそらくこの子絡がらみと思われる不可解な事件に巻き込まれている。言うなれば彼女の被ひ害がい者しやでしかない。

　だから敢あえて理由を与あたえるとすれば──これが今日、私が普通の学園生活を目指して努力した結果手に入れたものだったのだろう。

　友情と言いきってしまうにはあまりに早い。しかし同級生との連帯感というよく考えてみれば当たり前のものが、確かにそこに芽生えていた。

　ネグは教室の前で待っていた。私は御伽太郎を彼に托たくし、軽く手を振ふって見送った。

「遅おそかったね」

　そんな私に、ふと灘が声をかけてきた。こちらもどうやら待っていたらしい。

「ちょっと会議室まで来てほしいんだ」

「また事情聴ちよう取しゆですか？」

「まあ、そんなところだね」

　彼は曖あい昧まいに頷き、ただし君のじゃない、と小声で付け加えた。

　私はよく分からぬまま灘の後ろにくっついて、会議室へと向かった。

　中にはすでに先客が座っていた。常に笑えみを絶やさぬあの男。当人の言葉に従うなら、「黒幕」の記号を持つ危険な存在。

「遅かったじゃないか。委員長」

　工藤スグルはそう言って、あの薄うす笑わらいを浮うかべた顔で私達を迎むかえ入れた。

「今日は何だい？　最近事件が多すぎて、どの件で呼ばれているのやら見当もつかない」

「大部分、だよ」

　灘は相変わらず減らず口を叩たたくと私を手近な椅い子すに座らせ、自分は工藤の横手に立った。どういう経けい緯いでかは分からないが、私はなぜかこの二人の直接対決を目まの当たりにすることになったらしい。

　灘はブレザーの内ポケットから三通の封ふう書しよを取り出し、工藤の前にさっと並べた。先ほどの話に出てきた、公園と始業式の事件を引き起こしたという例の手紙だろう。二通は間宮とデスマスクに宛あてたもの、残る一通は始業式に来ていた「敵」の一人に宛てたものに違いない。

「これは全部君が書いたものだね？」

　私の予想は外れていなかった。工藤はそれらを受け取ると中を検あらため、「ふうん」と可笑おかしそうに口を歪ゆがめた。

「そうだね。どうせ抜ぬけ目ない委員長のことだ。筆ひつ跡せきなども鑑かん定てい済みだろうし、僕もそれを誤ご魔ま化かすほどの偽ぎ装そうはしてないからね。認めよう。これはすべて僕が書いたものさ」

　まあ、内二通に関しては一昨日も認めたがね──。彼はそう続けた。

　いやに余よ裕ゆうを見せている。その余裕ぶりがむしろ恐おそろしく感じられるのが私だけかは分からないが、今確かにこの会議室は皮ひ膚ふを凍こおらせるような緊きん張ちよう感かんで満たされつつある。

「二通というのは、一昨日公園で間宮くんと怪かい人じんを争わせたものだね。それは僕も聞いた。もっともこんなものを書いた動機までは教えてもらってないけど、まあ、それは置いておこう。ここで重要なのはもう一通。即すなわちラゴッド将軍達を動かして始業式を襲しゆう撃げきさせたこの手紙の方だよ」

　灘はそう言うと工藤のもとから一通の封ふう筒とうを取り上げ、中身を取り出し広げてみせた。一見ありがちな便びん箋せんだが、上じよう端たん中央に御伽の校章がプリントされているという、お世辞にもお洒落しやれとは言い難がたい代しろ物ものである。確かここの購こう買ばい部で売っていたやつだ。

　こんな怪あやしいものにほいほいと従ったあいつらもあいつらである。

「君は今これを自分で書いたものだと認めたけど、だとすると必然的に次のことが順番に連想できる。まず備品室に幽ゆう霊れいの仕し掛かけを施ほどこしたのが君だ、ということ。次に葦ヶ谷さんの実験室から様々なものを盗ぬすみ出したのも君だ、ということ。さらにそこから考えれば、今日起きた爆ばく弾だん事件やバイオ生命体事件の犯人も君だ、ということ──」

「なるほど、大部分だ」

　工藤は可笑しそうに笑った。

「笑い事じゃないよ。クラス一同が死にかけたんだし、真ま面じ目めに聞いてほしいね。それで実際のところどうなんだい？」

「そうだね。委員長は女難と超ちよう能のう力りよく者しやにも確かく認にんを取ったのだろう？　だったら備品室の事件に関しては認めざるを得まいね」

　工藤は頷き、やはり可笑しそうに笑った。

　女難というのは考えるまでもなく倉時孝助のことだろう。超能力者というのは根室アヤカ。どちらも備品室に閉じ込められた人物である。

　それにしてもこの工藤という男、さっきからクラスメイトを完全に記号としてしか扱あつかってない。思えば彼が人を名前で呼ぶところを一度も聞いたことがなかったが、その理由がこの癖くせだと言うなら、これは灘以上の徹てつ底てい振ぶりではないか。

「もちろん倉時くんにも根室さんにも確かめたよ。あの地じ震しんの後片付けの時、二人に備品室へチョークを取りに行くよう指示したのは君だったそうだね」

　灘は手帳を素す早ばやく捲めくりながら、それでも目だけは相手から離はなさずに確認を取った。

「すべて砕くだけていたからね。たまたま二人が近くにいたので声をかけたのさ」

「だが少なくとも倉時くんに関しては、始めから声をかけると決めていたんだろう？　彼が女子と同どう伴はんでなければ、妹の茶凪さんが跡あとをつけていって外から鍵かぎを閉めるという事態が発生し得ない」

「鋭するどいね。もちろんそのとおり。あの妹は僕の幽霊密閉室を完成させるためには欠かせない駒こまだった。兄を困らせなければならないという妹のある種強きよう迫はく観かん念ねん的てきな行動が引き金となって、備品室を真夜中の墓地に早変わりさせたというわけだ」

「だったら訊きこうじゃないか、工藤くん」

　ぐい、と手帳が工藤の眼前に突つき付けられる。

「何のためにあんな幽霊騒そう動どうを起こした？」

　いま一度、私は二人の顔を交こう互ごに見た。

　手口は判わかった。犯人も判った。しかし──。

「動機かい？　委員長らしくもない質問だね」

「敵」だよ、と彼は答えた。

「あの後クラス中の敵が大挙して押し寄せてきたじゃないか。自分で追い返したのだから、覚えているだろう？」

「確かにそれは一つある。何かと搔かき乱すのが好きな君のことだ、目的としては充じゆう分ぶん納なつ得とくできるものだよ。しかしね、あれを引き起こすだけなら、わざわざ二人を閉じ込める必要なんてなかった。骨を砕いてその辺に撒まくだけでも充分だったはずだ。いや、そもそも偽ぎ造ぞう文書を用いて『敵』達を踊おどらせるのなら、偽にせの情報だけを与あたえて、実際に骨は使わないという選せん択たく肢しだってあったんだ。なのに君は現実に二人を閉じ込め骨を撒き、さらに──内側から札を貼はった」

　ここが納得できないのさ──。灘はそう言うとまたもやポケットに手を入れ、今度は一枚の札を取り出した。何でも入っている。

「この札こそ君が備品室の内側に貼ったものだ。焰邑さんにも見てもらったけど、特に代わり映ばえのしない普ふ通つうの札だという。しかしこれのおかげで中にいた二人は無事なまま、結局あの事件自体はただの騒動で終わった。……では改めて質問するよ。何のためにこんなことをしたんだい？」

「──札を貼るという行こう為いはね、悪いモノを寄せ付けないためにやることなのさ」

　だが工藤は、笑ってそうはぐらかしただけだった。

　灘は黙だまって札をしまい、再び手帳を戻もどした。

「少し遡さかのぼって考えてみようじゃないか」

　彼の追つい撃げきは止やまない。

「君は僕にまだ話していないことがある。他ほかでもない第一の事件、即ち公園で間宮くんと怪かい人じんを戦わせた動機だ。しかし僕には思い当たる点がある。本来始業式があったあの水曜日に、君が起こしたという事実が確定した事件は二つ。一つは備品室の幽霊騒動。そしてもう一つが、第一の事件とも言うべきあの公園での仕組まれた戦い。この二点を考える上で鍵となるのは、あの日起きた中でも最も大きな出来事だ」

　最も大きな出来事──。そう、私が初登校したあの日、決定的な大事件が起きている。在ざい籍せきデータの消失と、余分に現れた転校生御伽太郎。そして彼女が告白した自身の正体。ようやくここに絡からんできたのだ、と私は期待を込めた目で灘を見る。

「それはナマズだ」

　期待はすぐさま裏切られた。やはりこの男にはついていくまい、と思った。

「あの日校庭に現れた巨きよ大だいナマズ。見た目にも派手な代しろ物ものだったけど、仮にあれもが仕組まれたものだったとしたらどうか──。それを示すのが、この第四の封ふう書しよだ」

　ポケットから新たな封ふう筒とうが取り出された。工藤は色素の薄うすい瞳どう孔こうをわずかに広げ、無言で委員長に続きを促うながした。

「見てのとおり。僕が災魔の幹部・ミチザネ氏に直接会って借り受けてきたものだ」

「どうして普通に敵と会えるんですか、灘くんは……」

　私が思わずツッコむと、灘はさも当然と言うかのように「べつに僕自身が敵対しているわけじゃないからね」と答えたが、しかし向こうは人類に牙きばを云うん々ぬんではなかったか。

「ともかく──この手紙には、九月一日午前八時二十七分、ナマズを使って学校を襲しゆう撃げきするようにとの要望が認したためられている。差出人は彼かれ等らの関係者名義になっているようだけど、しかしこれを見たまえ」

　彼が手にした第四の便びん箋せん、そこにはしっかりと校章がプリントされていた。

　何というか、どこまで真ま面じ目めなのだ、この黒幕は。

「もう分かったろう？　これまでのパターンと照らし合わせれば、書いた人物は君としか考えられないよ、工藤くん」

　微び妙みように間ま抜ぬけな展開にも拘かかわらず、灘はペースを崩くずすことなく、その矛ほこ先さきをまっすぐ「黒幕」に突き付けた。やはりある程度は戦い慣れているようだった。

　そして黒幕は当然、笑っていた。

「確率論かい？　委員長らしくもない。確証論で来たまえ」

「もちろん細かく分ぶん析せきはするつもりだけど、しかしね、そう仮定すればすべての辻つじ褄つまが合う。そもそもあのナマズこそ、水曜日に起きたすべての事件を結ぶ重要な架かけ橋なのさ。いいかい、まず揺ゆるぎない事実は次の四点。君は間宮くんが公園で戦うよう仕向けた。そしてその後を追う形で学校にナマズが現れた。そのナマズによって御伽太郎さんの記き憶おくがなくなり、そして──チョークが割れた」
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　何かが一つに繫つながりつつあった。

　私は目まぐるしく変化する彼の手帳捌さばきに注目する。

「この四つのうち後の二つはナマズが引き起こしたものだ、というのは分かるね。ではどうしてそのような事態に陥おちいってしまったのか。回かい避ひはできなかったのか。もちろん答えは否いなだ。御伽太郎さんは元からそういう病気だったのだし、チョークは揺れて落ちれば割れる。そして何よりあの時間、僕が学校にいなかったのだからね」

　もしあの現場に灘がいたならどうなっていたか。当然ナマズは何らかの──魔ま法ほう少女を必要としない──手段で排はい除じよされていただろう。しかも人が巻き込まれないよう注意が払はらわれれば、そこに御伽太郎が居合わせる隙すきはない。

　つまり陽動だったのさ、と彼は続けた。

「僕がいない間にナマズを暴れさせ、巧こう妙みようにその後の展開の下地を作り上げる──。これが公園での事件の動機だ。その後チョークを取りに行かされた倉時くん達は幽ゆう霊れいに閉じ込められ、記憶を失った御伽太郎さんは保健室で謎なぞのメモを渡わたされた。しかしこのメモがまた曲くせ者ものでね。ねえ高浪さん、その内容を思い出せるかい？」

　いきなり話が振ふられた。私は一いつ瞬しゆん言葉につまり、しかしどこぞの巫女みこのように拳こぶしで髑どく髏ろをかち割るという芸当もできないので、懸けん命めいに脳のう味み噌そを回転させながら、一昨日おととい御伽太郎が私達に打ち明けたことを思い出した。

「ええと……乙組に潜せん入にゆうしたのが確かく認にんできたから、早くターゲットを殺せ、でしたっけ？　あと、仲間がいるって」

「まあ、御伽太郎さんからの報告では概おおむねそんな感じだね。しかしそのメモの現物というのが今日見つかってね、それを見てみると、だ」

　灘はそう言うと、予あらかじめ挟はさんでおいたのだろう、手帳の間から何やら四つ折りにした紙切れを一枚取り出した。開く瞬間、やはり例の校章が見て取れた。

「『作戦ノ第一段階ヲ確認。速スミヤカニ第二段階ヘ移行セヨ。ターゲットハ一年乙組ニ存在。ナオ我スデニ潜入済也ナリ。憎ニクキ宿敵ニ凄セイ惨サンナル最サイ期ゴヲ──』。漢字とカタカナで構成されている。えらく読みにくいけど、まあ、活字になってるだけマシか」

「でも……特に変な部分はないみたいですけど」

　御伽太郎本人による要約と大きくずれる点など一つもない。私には今さらな情報という感想しか持てなかった。

「確かにこれだけならそうだろう。強しいて言えば、内容が抽ちゆう象しよう的てきすぎるということぐらいだ。しかしここで思い出してほしいのは、御伽太郎さんの例の症しよう状じようのことだよ。何らかの精神的ショックを受けるたびに記憶が欠落する。もしメモの送り主がそれを知っていたとしたら、どうなると思う？」

「どうなるんですか？」

「少しは考えたまえよ」

　灘は呆あきれたような顔で私を見やり、それから「つまりね」と続けた。

「彼女に偽にせの情報を与あたえることが容易になるのさ。このメモをごらん。彼女が自分自身の情報として僕等に提示したものは、すべてこの枠わく内ないに収まっている。よその学校のベッドで寝ねているところに『作戦ノ第一段階ヲ確認』なんて言われたら、中に入り込んだことを言っているのだと思えるし、その後の『我スデニ潜入済也』がそれを大きく補強している。『ターゲットハ一年乙組ニ』はそのままだね。そして『速ヤカニ第二段階ヘ移行セヨ』と『凄惨ナル最期ヲ』が、早く始末しろという指令に繫がる」

「じゃあ御伽太郎さんが誰だれかを狙ねらう刺し客かくだっていうのは……」

　すべて彼女がこのメモから勝手に連想したものだった、というのか。

「解わかったようだね。そういうことさ。メモの内容が抽象的なのは、これを他人に見られた時に不自然さを悟さとられないようにするためだろう。しかしこれは誤ご魔ま化かしとしてはかなり下手な部類だよ。後半の補足が多すぎて、作戦第二段階もへったくれもなくなっている。そしてこの校章、またえらく単純なヒントを残してくれたものだ。そうは思わないかい、工藤くん」

「なるほど。いや、なかなかに愉ゆ快かいな展開だ。しかし仮にそうだとして、あの記き憶おく喪そう失しつ者しやに暗示をかけることが何になる？　いわゆる動機というやつを聞かせてもらいたいね」

　ここまで暴あばかれてなお、工藤がその姿勢を崩すことはなかった。それどころかより大だい胆たんに道みち標しるべまで用意して、相手を挑ちよう発はつしている。

　動機、か。

　私は考える。御伽太郎が誰かと組んで人を殺しにきたと言えば、普ふ通つうに考える限り、やはり誰もが警けい戒かい心しんを抱いだくようになるだろう。狙われているのは誰か。狙っているのは誰か。クラスに疑ぎ心しん暗あん鬼きが芽生え、殺さつ伐ばつとした空気になる。

　だから何だ、という気がしなくもない。まあ、やれ平へい穏おんだ秩ちつ序じよだと小うるさい灘辺りなら、それだけでも相当ダメージはでかかろうが。

　いや、そもそもこの考えには穴がある。御伽太郎が来て以来、いろいろと謎の事件が起きてはいるが、現実には誰も殺伐となどしていないのだ。灘もこのようなことは日常茶さ飯はん事じだと言っていたし、そういうことに慣れている乙組にとっては何の意味も成さない。せいぜい私と御伽太郎が慄おののく程度だ。

　強しいて可能性を挙げるとすれば──今後誰かが実際に殺された時、その疑いの目が御伽太郎に向けられ易やすくなる、といったところだろうか。

　この線ならあり得うる。工藤が暗あん躍やくした結果、今の乙組は誰が死んでもおかしくない状じよう況きように陥っている。しかも彼らは工藤の本ほん性しようを知らない。容疑者として浮うかび上がるのは、どう考えても自じ称しよう刺客の偽転校生でしかない。

　私は確信し、灘を見た。しかし彼は、「それを語るには、どうやらまだ情報が少ないようだ」と言って、引き下がっただけだった。

「ところで残りの二つに関してはどうなんだい？」

　話題が変わった。

「更こう衣い室の爆ばく弾だん、そしてバイオ生命体。これらに関しては、まだ君は何もコメントしてないね」

「気になるかい？　では黙もく秘ひ権けんの行使と行こう。僕はその二件について、何も語らないことにするよ」

「ならば……僕からの質問はこれまでだ」

　灘は手帳をポケットにしまい、ゆっくりと椅い子すに腰こしを下ろした。

　軍配は上がった。勝ったのは──工藤だ。

　室内に張り詰つめていた空気が解け、切れた弦げんのような不安感を伴ともない、私達の上に圧のしかかってくる。そして自身の勝利を確信したのだろう、工藤は鞄かばんを持って大たい儀ぎそうに立ち上がった。

　時期尚しよう早そうだったのか。彼を追い詰めるには、まだ何かが足りなかったというのか。しかし灘はもはや何も言おうとはせず、ただ帰ろうとする黒幕を静かに見つめている。

　ここで、おしまいか。

「──待ってください」

　しかしすっかり静まった会議室に、新たな挑ちよう戦せん者しやの声は響ひびいた。

「一つ、工藤くんに質問があります」

　その時──私自身、なぜ自分がこんな行動を取れたのかは分からない。確証などまったくなかった。いや、確率ですらなかった。それに彼が帰ったからといって、どうせ明日になればまた登校してくるのだから、その時点では慌あわてる必要などもまったくなかったはずである。

　なのに私は立ち上がり、すでにドアを開けかけようとしていた彼を、既すんでのところで引き止めていた。

　工藤がこちらを振ふり返る。限りなく薄うすい透とう明めいな笑え顔がおで、奥底に淀よどむ邪じや悪あくさを透すかせて、彼は私の方を見やり「何だい転校生」と、初めて私の名を呼んだ。

「高浪藍子です」

「同じことだよ、転校生。それより質問があるのだろう？　聞こうじゃないか」

「ありがとうございます。実は昨日の朝、百川優さんの盗とう聴ちよう器きがなくなっていたんですが──」

　知りませんか、と私は訊たずねた。

　まったく何の根こん拠きよもない質問だった。常識的に考えるならあり得ない。そこまで都合の良い展開などこの世には存在し得ない。それでも私には、少なからず彼が絡からんでいるはずだという予感があった。

　なぜなら私立御伽学園一年乙組とは、稀まれに見る非常識の集団だからだ。

　工藤は──ついに声を上げて笑いだした。そしてひとしきり笑った後、ようやく顔から笑みを消し去った。

「盗聴器、か。なかなか面おも白しろいことを言いだすね。それを僕に訊きいてどうする？」

「何か判わかったら捜さがしに行きます。一応友達のなくし物ですから」

「なるほど。そういえば転校生は一昨日おととい保健室にもいたね。だったら僕があの後教室に戻もどったことも覚えているわけだ。そして盗聴器がなくなっていると判ったのがその翌日。つまり僕には記者の盗聴器を盗ぬすんだ疑いがある、と」

　正直、私はそんなことまで覚えていなかった。ただの勘かんである。つくづく探たん偵ていとは無む縁えんの自分だが、しかし工藤は「そうだね」と頷うなずき、もう一度だけ薄く嘲あざ笑わらった。

「まったく転校生の思ったとおりだ。盗聴器は僕が持ち出し、ある人物に預けたよ。それが誰だれかは教えられない。まあ、会って話をすればすぐに返してもらえるかもしれないが、それも無理だろう。そしてこのまま放置した場合、返へん却きやくは一ヶ月ほど先延ばしになる。ただ、それでは手て遅おくれなのさ。何しろ決行日は──」

　──明日だ。

　そう言い残すと彼は改めてドアを開け立ち去ろうとした。

　その背に、私はもう一言だけ呼びかける。

「工藤くん、たとえ何が起きても、私は御伽太郎さんを信じます」

　黒幕は振り返らなかった。ただ振り返らずに「安心するがいいさ」と告げた。

「僕はあの記き憶おく喪そう失しつ者しやに無実の罪を着せるつもりなど毛頭ない」

　そして、ようやく去っていった。

　私は激しい疲ひ労ろうを感じ、手で額を押さえた。汗あせが凄すごい。灘もこれを味わっていたのかと思うと、なるほど、座り込みたくなるのも分かる気がする。

　しかも、結局成果は得られなかったのだし。

「上出来だよ、高浪さん」

　だが灘は顔の緊きん張ちようをほぐし、私に向かって──おそらく初めて──微笑ほほえみかけた。

「やはり君の微び妙みような立場は利用して損のないものだった」

　べつに誉ほめているわけではないらしい。

　しかしそうなると、灘はこの展開を見み越こした上でここに私を呼んだのだろうか。散々巻き込まれるなと言っていたからには、それもないように思うのだが。

「工藤くんのご指名だったんだ」

　そんな私の疑問に、灘は複雑な面持ちで答えた。

「君が来ない限り取調べには応じないってね。まあ、君ならば彼の正体を知っているわけだし、仕方ないからこちらも吞のみ込んだけど、しかしおかげで突とつ破ぱ口こうが見つかったのも事実だよ。あとは百川さんの盗聴器を手に入れることで事件の全容も見えてくるはずだ」

「でもその盗聴器の場所が……」

「場所なら判るさ。問題はどう取りに行くか、だ。しかし今日はもう無理だろうから、手に入れるとしたら明日だね」

　とは言っても明日は「決行日」である。何を「決行」するのかはいまだに謎なぞだが、これまでの流れを思えば、工藤が誰かを亡なき者にしようと企たくらんでいるのは明らかだ。間に合わないのではないか。

　私がそう言うと、灘は「間に合うさ」と断言した。

「そこで作戦がある。今日中に連れん絡らく網もうを使って、僕からの指示として皆みなに次のことを伝えるんだ。まず一つ、全員の明日の学校到とう着ちやく時刻を八時ちょうどに設定すること。そしてもう一つ、授業、休きゆう憩けい時間を問わず、下校までは必ずクラス一同行動をともにし、それ以降は速すみやかに学校から離はなれること。これで少なくとも校内での態勢は完かん璧ぺきになる。あの問題児の集団を前にして刃は物ものや銃じゆうといった通常の殺害方法は無意味だし、根室さんの感知能力があれば罠わなも無力と化すからね」

「でも、それだと学校以外の時が危険なんじゃないですか？　今夜の〇時になればもう土曜が始まっちゃうわけですし」

「もちろんそうだ。しかし──僕は、深夜から朝はないと睨にらんでいる」

　それなら何も明日である必要はない、というのが彼の言い分だった。

「その場合は『金曜の夜』でも充じゆう分ぶんなんだ。そこを敢あえて明日に設定したというなら、つまり土曜日、僕ぼく等らが学校に来てからが本番ということになる。それに仮に〇時以降でなければならない外的要因があるのだとしても、それは学校の事件とは無関係だろうからね。何しろ工藤くんは無む駄だというものを嫌きらう男だ。これまでの騒そう動どうにだってすべて意味はあるはずだよ」

「だとしたら……放課後、ですか」

　それまでに見つかるのだろうか。工藤が盗み、誰かに預けたという手がかりは。

「とにかく連絡網は僕の方から回すとして──高浪さん、君に折り入って頼たのみがある」

　その指示は私に下された。

「明日の授業中、僕の代理として盗とう聴ちよう器きを受け取りにいってもらいたい」

　相手はクウさんだ、と彼は眉まゆを顰ひそめて言った。







　６　九月四日放課後　私、真犯人との対決に巻き込まれる。
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　翌日の皆の行動は実にスムーズだった。八時ちょうどという分刻みの指示にも拘かかわらず、幼おさな馴な染じみの特権を利用した雛世が各家庭を訪問し、寝ねているところを無理矢理起こして回ったこともあって、誰もが早すぎず遅おそすぎず、ほぼ八時きっかりに教室に着くことができた。

　御伽太郎もまたネグに連れられて、私達の前に元気そうな姿を見せた。昨日の事情聴ちよう取しゆが工藤の正体に関かかわっているものである以上、彼女にメモの真相を話すことは許されないのだろうが、ならば少しでも早くその心の負担を取り除いてやりたい、と私は思った。

　その後楓の注文していた制服が学校に届き、これまた全員で空き教室へ移動して、男女交代で着き替がえ作業。ようやくジャージから解放されて落ち着いたところへ大内がやってきて、西岡が神経性の腸ちよう閉へい塞そくで来られなくなった旨むねを告げた。

　他ほかに揃そろわなかった人間といえば、例によって一部のサボり組だけである。当の工藤ですら私達から離れることなく、ごく普ふ通つうにクラスの一員として行動をともにしていた。やはりここで何かを仕し掛かけてくるつもりはないようだった。

　こうして見ると、これだけの無茶な要求を全員に吞ませることのできる灘という男は、案外人望があるのかもしれない──。そう思ったりもしたが、冷静に考えてみたら、彼がこのような動きを見せるのは今がまず非常時ということである。具体的な情報が出回ってないとはいえ、誰だれだって我が身が可愛かわいいのは当然で、ならばこうして付き従わざるを得ないのだろう。

　そして、優のような例外を除けば誰もがその事情に触ふれようとしないのも、このクラス特有の「慣れ」という要素が大きいために違ちがいない。だからこそ乙組は工藤という巨きよ大だいな地じ雷らいを抱かかえながらも成り立っているのだ。もし彼らが何事にも深く追つい及きゆうしてくる性質なら、工藤も御伽太郎も今いま頃ごろここにはいられないだろう。そういう意味では、灘が最も重視しているのはクラス内の調和に違いない。

　平へい穏おんな学園生活に疑ぎ心しん暗あん鬼きは禁物である。監かん視し委員にとって強きよう攻こう手段とはあくまで最後の手であり、できることなら波風の立たない穏おだやかな解決を望んでいるのかもしれない。悪く言えば事なかれ主義だが、それもまた安息を求める一手段としては有効なのかも──と、何かとトラブルに巻き込まれがちな私は思った。

　やがて授業が始まった。私は灘に言われたとおり、ひとり教室から抜ぬけ出して、屋上へと向かった。

　工藤が盗聴器をクウに預けたという推測は、狩野の事件を起点に成り立っていた。

「現在うちのクラスでクウさんに会えるのは二人だけなんだ」

　昨日、会議室で灘が私に言った言葉である。

「狩野比呂くんと遠乃キミオくん。その狩野くんは足を骨折して、退院までにかかる時間が一ヶ月と診しん断だんされている。つまり工藤くんの言っていた『一ヶ月ほど先延ばし』と一いつ致ちするのさ。したがって真相はおそらくこうだ。工藤くんは何らかの手がかりが収められたテープを盗聴器ごと回収し、狩野くん経由でクウさんに托たくした。そして僕に同様の手段で取り戻もどされないよう、狩野くんを学校から遠ざけた──」

　クウは教室にしか現れない。病院に入れられては、退院するまで会うことはできないはずだ、と灘は説明した。しかし、ここ数日の間に多くの生徒が事件に関かん与よしているのも事実である。偶ぐう然ぜんということはないのか。

　彼はそんな私の疑問に対して、「あの事件は少し異質なのさ」と答えてみせた。

「備品室にしても始業式にしても被ひ害がい者しやらしき被害者は出てない。爆ばく弾だんに関しては本格的に命を狙ねらっていたかもしれないけど、あそこに根室さんがいた以上、始めから惨さん事じを起こすことは不可能だった。ところが狩野くんの一件に限り、助けるでも殺すでもなく、入院はするが致ち命めい傷しようには至らないという中ちゆう途と半はん端ぱな被害を負わせている。工藤くんは無駄というものを嫌うからね。もしバイオ生命体を嗾けしかけたのが彼なら、狩野くんを入院させたのも必然だったということさ。そして狩野くんがいなくなることで僕がコンタクトできなくなる唯ゆい一いつの人物がクウさんだ」

「でも、遠乃くんっていう人なら会えるんでしょう？　それにヒナちゃん──弥生さんだって」

「弥生さんには無理だよ。もうクウさんと波長を合わせることができないからね。すでに確かく認にん済みさ。そして遠乃くんは、ある意味工藤くんよりも危険な存在だ」

　たぶんこちらの要求にも素す直なおに応じてくれないだろう、と彼は言った。

「そこで君に頼みたいのさ。まだこのクラスに来て間もない君なら、あるいは彼女に会えるかもしれない。しかしそのためには──」

　まず遠乃キミオと会って話し、理解すること。




　無機質な廊ろう下かと踊おどり場を交こう互ごに繰くり返し、西校舎を上り詰つめた先に、彼のもとへと続く扉とびらだけがあった。あとは背後に階段が控ひかえ、残るはただ壁かべばかり。フロアという概がい念ねんからかけ離はなれて存在するまやかしの階かいは屋上へ通ずる鉄の扉を固く閉とざし、ただひたすら閉へい塞そく的に私を取り囲んだ。

　濁にごった明かり取りから差し入る光は宙を舞まう埃ほこりと相まって、えらく淀よどんで見えた。私は取手に手をかけ、その向こうにあるであろうさらなる淀みを求めてぐいと捻ひねった。

　けれども空は澄すんでいた。

　西風が残暑特有の濃のう密みつな空気をさらさらと解きほぐし、下ろし立ての制服の裾すそをはためかせて流れていく。白熱を帯びた鉄筋コンクリートはほんのりと白く光り、その隙すき間まから顔を出した雑草の群れは、日ひ頃ごろ見かけない高浪藍子という訪問者をどのように歓かん迎げいしたものか迷いながらも、そよそよと揺ゆれて私の革かわ靴ぐつを撫なで上げた。

　強く煽あおられそうになる髪かみを思わず手で押さえると、キミオが振ふり返った。

「新顔とは珍めずらしいね。君は誰だい？」

　銀色の柵さくに寄りかかり、彼は風のような声で話しかけてきた。白く染まった皮ひ膚ふと黒く染まった髪、そして水色に乾かわいた瞳ひとみが、どれも私を値ね踏ぶみするかのようにゆらゆらと動く。

「高浪藍子──今週から乙組に転校してきたんです」

　私の返答に、キミオは鉄柵を離れる。

「そうか。すると君は狭はざ間まとしてこの屋上を訪おとずれたわけだ。あれはなかなか作さく為い的なクラスだとは思わないかい？」

　ゆらり、と近付いてくる。

「僕は常々想おもっているのさ。よく人は世界をある種の舞ぶ台たい装置に喩たとえるけれど、舞台というのは己おのれの役割を与あたえられた人間にしか立てない、言わば特別な場所。ならば世界は舞台なんかじゃない。むしろそれを飾かざるための観客席に過ぎない、とね」

　どう想う、と彼は訊たずねてきた。

「よく……解わかりません」

　私は首を横に振った。すでにこちらの手前まで歩み寄っていたキミオは「解る事は出来なくても考える事は出来るものだよ」と言って、柔やわらかな眼まな差ざしでじっと私の瞳を覗のぞき込んだ。

「例えば水すい槽そうはどうだろう。ガラスの器うつわに水と砂じや利りと藻もを入れて魚を放す。それは魚のために用意された舞台で、魚はそこの主ぬしとして平和に泳ぐ。彼の生き様は、正に舞台の上で踊る道どう化け師しだ。勿もち論ろんいずれ死を迎むかえる事もあるだろう。然しかしその時彼の体は生命溢あふれる河底の糧かてとなる事なく、土手に埋うめられ氷ひよう菓かの棒を突つき刺さされるという、おそらく水すい棲せい動物としては侮ぶ辱じよく的な末路を迎えるわけだが、否いや、埋まい葬そうの事なんてどうでもいい。魚が消えた後に残った水槽は、もはや何の意味も持たないガラスの器と化す。たった一人の道化師のために用意された舞台など、あまりに脆ぜい弱じやくなものさ」

　然し仮に、とキミオは鉄柵を指差し、再びそちらへと向き直った。

「あの鉄柵から──そう、ここの校長が飛び降りたとしよう。彼の身しん体たいは砕くだけ、校庭の白い砂を鮮あざやかに染め上げてくれるだろうけれど、でも、それで世界が終わる事なんてない。この学校が消しよう滅めつする事もなければ、僕ぼく等らもまた終わらない。なぜなら、人は魚ではなく砂じや利りだからさ。どんなに頑がん張ばっても世界の中心には立てないけれど、世界の中心が消失したとしても何の影えい響きようもない」

　否、そもそも世界に中心など存在しない──と、彼は柵の方へ戻もどりながら語り続ける。

「世界に中心があるとすれば、それは目の錯さつ覚かくに過ぎない。客席という名の舞台を誰だれもが別の客席から眺ながめ、ある者は称たたえ、ある者は嫉しつ妬とし、ある者は破は壊かいしようとする。仮かり初そめの舞台を取り囲む客席だけの寄せ集め。それが本来あるべき世界だ」

　柵に辿たどり着いた。私の見ている前でキミオは柵に手を掛かけ、ゆっくりと身を乗り出した。足がコンクリートを離れ虚こ空くうに浮うかび上がり、だから私が危ないですよと言うと、彼はシャツの裾をハタハタとなびかせながら、そうだねと頷うなずいた。

「僕の血が赤いという事を証明出来るいい機会かもしれない。然し残念な事に、僕はあの教室の人間だ」

　そして──正真正しよう銘めい、世界の中心にいるのさ。

　彼は感情なく微笑ほほえみ、両の足を伸のばして改めて白い屋根を踏ふみしめた。

「君は転校生だと云いったね。有ってはならない世界の中心、綿密なる構成のもとに展開される芝しば居いの中に突とつ如じよアドリブが加えられたと云うなら、それもまたいいだろう。然しこれだけは覚えておくといい。あの教室では誰もが欠ける事の許されない存在で、全すべてが必然という名の確率高い偶ぐう然ぜんによって維い持じされている。それはいずれ例外という針で突つつけば瞬またたく間に壊こわれてしまう、ただの張り詰めた風船のようなモノだ。僕等はとてつもなく不安定な世界の中に押し込められ、その出口を紐ひもできつく縛しばられている。然し君にそこから漏もれ出る勇気があると云うなら、聴きこうじゃないか。君がここへ来た目的を」

「私の目的は──クウさんに会うことです」

「それはヒデト君に頼たのまれての事かい？」

　ヒデト君と言われても一いつ瞬しゆん誰のことだか分からなかった。頷くまでに数秒かかった。

「なるほど、君と云う人間を選んだのは実に彼らしい。君はまだ狭間に立つ不安定な存在だ。そして風船から漏れ出るどころか、破きかねない危険性をも秘ひめている」

　言っている意味が解らなかった。しかし、確かに灘は私に理解しろと言った。

　私はいま一度風の言葉に耳を傾かたむける。

「クウはあの教室にとって虚きよ無むなる存在だ。有ってはならず、無くてはならず、そして世界の中心たる僕等の中で孤こ立りつしている。だが世界の中心もまた虚無に過ぎない。虚無の中の虚無、それこそが即すなわち実像なのさ。だから後は君次し第だいだ。君が虚無であるならば世界は実像で満たされ、実像であるならば世界は虚無で満たされる。全ては存在を失い、そこから全てが存在し始める。

　君は死というモノを望んだ事があるかい？　例えばこの鉄てつ柵さく。勿論人が落ちないよう設けられたモノには違ちがいないが、それでもこれを乗り越こえて死を望む者は居る。ならばこの鉄柵とは有って無きに等しい存在、即ち虚無と云えるだろう。然し人は死を望む時、己を実像化させる事で鉄柵を虚無にするのではない。鉄柵は始めから虚無であり、人もまた始めは虚無だ。日ひ頃ごろから己を実像として見み据すえれば虚無は更さらなる虚無を負って実像の振ふりをし出す。世界とはこうした虚無の積み重ねでしかなく、人もまた虚無であるならば、結局の所君の正体は虚無に他ほかならない。

　ではどのような虚無が相応ふさわしいだろう。自じ我がと云う名の混こん沌とんか、行動と云う名の風化か、到とう達たつと云う名の崩ほう壊かいか。偽いつわりの衣ころもとは即ち真実であり、欺あざむきの仮面とは即ち真理を指す。現世は夢と成り夢は夢に帰す。君がこの世界の一いつ端たんを摑つかみ引っ張れば世界は新たな真実と成って君を覆おおい包み、その形を現すだろう。

　今一度問う。君に最も相応しい虚無とは何か。選ぶのは君自身ではなく、然し矢張り君自身だ。

　解ったかい？　ならば教室に逝ゆきたまえ。クウが待っている筈はずだよ。




　私は鉄の扉とびらを開け再び淀よどみの中へ入って行った。世界が虚無であるならば私もまた虚無である。そこに更なる虚無を宛あてがうと云うなら、私の虚無とは果たして何か。

　人が足を着けて進むべき階段にさえ、階かいと云う概がい念ねんを持たないが故ゆえの曖あい昧まいなる虚無は存在する。階段を照らす蛍けい光こう灯とうは電源と云う名の実像の働きかけに因よって、それ自身が意味を成さない虚無に変わる。そして廊ろう下かは先へ逝けば逝く程ほどに、教室と云う名の実像から漏れ来る音が混ざり合い、混沌と云う虚無と化して私を誘いざなう。

　では教室は真理か。否いや、これもまた虚無だ。

　私は虚無の戸を開いた。無機質に並ぶ集団の奥、窓まど際ぎわ最さい後こう尾びの席に座って居る少女が私を見た。

　初めましてと彼女は云った。

　そこは私の席でもあった。

　傍そばに寄り、貴方あなたがクウさんですかと問うと、彼女は勿もち論ろんそうよと私そっくりの声で頷いた。そして何か御ご用ようかしらとも尋たずねて来るのだけれど、然し虚無なる名の乙おと女めは徒ただその手に彼かの盗とう聴ちよう器きを握にぎり締しめ、全てを見み透すかしたかのような眼めで笑っているのである。

　私はそれを返して下さいと頼み、彼女の細い手首を摑んだ。実像と虚無の触ふれ合う感かん触しよくは心ここ地ち好よく、ある種秘密の快楽にも似た浸しん透とうを私の手に齎もたらす。

　これは貴方に必要な物なのかしらと少女が尋ねる。これは人から託たくされた物でその人にとっては大切な物かも知れないけれど、貴方にこの機械が何を齎してくれるのかしらと。

　貴方は私を惑まどわそうと云うの？　私がそう問うと彼女は首を横に振り、貴方が私を惑わしているのだわと応こたえた。

　私は想おもう。この盗聴器は彼女の手の中に於おける実像であり、私の手の中に於いては虚無である。然しかしこれを入れ替かえる事が出来れば虚無は実像に転化し、また私も転化する。盗聴器とは今の私にとって、身に纏まとうべき虚無なのだ。

　私は改めて彼女の手を握り、その中に収められし幻げん想そうを手に取った。その時点から私と少女は入れ替わる。少女は私の前に立ち、椅い子すに座った私を不思議な眼で見下ろした。

　貴方がクウさんですかと彼女は問うた。私は彼女そっくりの声で勿論そ

「終わりだよ、高浪さん」

　灘の声がした。

　私は振り返り、眼鏡めがねに遮さえぎられた彼の顔を見み遣やる。

「遠乃くんの言葉は理解できたかい？」

　その問いに私は首を傾かしげた。理解出来たのか否いなか、その辺りは自分自身にも解わからない。一つ云えるのは今私の手には確かに虚無から実像へと転化した盗聴器が有り、私自身もまた

「よし、その言葉はすべて忘れるんだ。彼は思いついたことを適当に言っているだけなんだから」




　そして、私はようやく我に返った。




　──九月四日午前九時四十七分、転校生を電波と接せつ触しよくさせ、幻まぼろしから盗聴器を奪だつ還かん。

　灘の手帳には実に身も蓋ふたもない記号が並んだ。

「いろいろ苦労をかけたね。後は僕に任せて、君はもう今回の件は忘れたまえ」

　一応気き遣づかってはいるのだろう、台詞せりふの前半部分に珍めずらしく優やさしさが感じられた。それでも私は憮ぶ然ぜんとしながら首を横に振り、酷ひどいですよぅと騒さわいでみせる。

「勝手の分からない私をあんな目に遭あわせて。どうして自分で行かないんですか」

　ちょうど休み時間である。廊下を行く生徒達が何事かとこちらを見やり、そして乙組であることを確かく認にんすると、合点が行ったように去っていく。キミオの説に従うならば、彼らにとってこの教室は紛まぎれもなく巨きよ大だいな舞ぶ台たいであり、この教室から見れば、彼らは客席に座る観客の集団に過ぎないのだろう──と、いまだ毒気の覚めやらぬ脳で思し索さくしてみたところで、だから何だという話である。

「それはもちろん、クウさんと会った時点で僕の客観的立ち位置が崩壊するからさ」

　灘は苦々しい口調でそう言うと、私に一枚の紙を見せた。私や御伽太郎も書かされた個人データ記入用紙だが、中身はほとんど真っ白である。そして名前欄らんの所には、片仮名二字で「クウ」。

「彼女の情報に限って、人に見せても差し障さわりないものなんだ。名前と性別以外にまったくデータが存在しないからね。聞けば会う人によってその姿を変えるとも言うし、本当に困った同級生だよ、彼女は」

　それを同級生と認めている彼の方にも問題があるのではなかろうか。私は内心ツッコんでみた。

　しかし一応座席などは最初からあったようなので、あながち間ま違ちがいとも言えないのかもしれない。考えてみれば、一人しか来ないはずの転校生のために用意された机が二つあった時点で変だったのだ。あの日狩野が何を見ていたのか、少しだけ判わかった気がした。

　まあ、座ってしまったものは仕方がない。御伽太郎の巣立つ日が来たら、あの子にはそちらの席に移ってもらおう。

「それに遠乃くんにも困ったものさ。変な電波を発するから、君みたいに不慣れだと簡単にやられてしまう。狩野くんなんかはもう手て遅おくれで、いつも『ボクはセカイの真実から抜ぬけ出せない』とか意味不明なことを呟つぶやいてるし、もちろんそっとしておけばいいんだろうけど、工藤くんみたいな人間が平気で手を出すから、また厄やつ介かい事に発展してしまう」

「ああもう愚ぐ痴ちはいいです。とにかく返しますよ、これ」

　私は盗聴器を突つき付け、彼の言葉を遮った。灘はそれを受け取って中にテープが入っていることを確認するとポケットにしまい、後で返すから百川さんに渡わたしておいてくれ、と言った。それでは二度手間である。

「直接自分で返せばいいでしょう」

　そう突っ撥ぱねてみたが、灘は首を横に振ふった。

「彼女が監かん視し委員から消えた盗聴器を返されて、何も詮せん索さくしないと思うかい？」

　実にもっともな理由だった。だいたい今朝とて昨日の朝同様、会議室での「事情聴取」の内容を根ね掘ほり葉掘り訊きかれたのである。一応はぐらかしはしたものの、こんな調子で何かあるたびに問い質ただされていては、私の方もいつかボロを出しかねない。

　とにかく優には下手に手がかりを与あたえない方が賢けん明めいに違ちがいない。それが乙組の調和を最優先とする灘にとって、一つの大きな使命なのだろう。

「テープも極力上書きしないで返すことにしよう」

　まあ、内容にも依よるけどね、と言って、彼は教室を出て行った。










　その後は灘の読みどおり何事もなく、十二時半を回った頃ころには無事本日の授業も終しゆう了りようした。問題はこの後である。灘は学活にやってきた大内の話そっちのけで手帳を閉じたり開いたりしながら、これからの対策を考えているようだったが、やがて方針がまとまったのだろう、礼が済むと同時にネグの方へ駆かけ寄り、何やら二、三耳打ちしてから、早々に立ち去ろうとする工藤を追って教室を出て行った。

　確かに彼をマークしておけば、向こうも下手な動きはできまい。極きわめて原始的かつ確実な作戦である。ならばこれ以上こちらが協力を要よう請せいされることもないだろう。

　私は納なつ得とくし、学校を後にした。本当なら雛世達でも誘さそって、どこかで食べてから帰りたかったのだが、皆みな用でもあったのか、こちらが声をかける間もなく足早に去っていった。何とも寂さびしい限りである。

　それにしても──といつもの帰路を行きながら私は思った。果たしてあのテープ、いったい何が録音されていたのだろう。

　気にならないといえば噓うそになる。何しろ盗とう聴ちよう器きの存在を明かしたのは私なのだし、それを奪還したのも私だ。そして今、その現物はここに戻ってきている。

　優に返しそびれた、というのは言い訳だろう。

　私はポケットから例の盗聴器を取り出し、道の傍わきに寄って再生してみた。

　始めは何の音もなかった。もともと教室全体をカバーするほどの性能はないが、しかし生徒の声ぐらいは入っていても良さそうである。私は首を傾かしげ、それからようやくあの日地じ震しんがあったことを思い出した。何しろ大事な機械だ。私が優なら、おそらく壊こわれてないか確かく認にんぐらいはするだろう。そして再び取り付け直すのは、教室の掃そう除じが終わり机を動かされるおそれがなくなってから。つまり生徒のほとんどが帰って以降である可能性が高い。だとすれば音はなくて当然なのだ。

　しかし必ずあるはずだ。工藤が教室に入り、この盗聴器を取り外すまでの一連の記録が。

　私は透とう明めいな扉とびら越ごしに回転するテープを、固かた唾ずを飲のんで見つめ続けた。もちろん耳で聴きくものを見つめたところで発展性は皆かい無むなのだが、それでも顔を背そむけてしまうと集中力が途と切ぎれそうな気がして、ひたすら凝ぎよう視しし続けた。

　で、疲つかれ果ててあくびなど始めた頃に、ようやく音が出てきた。報むくわれない話である。

　音は、誰だれかが戸を開け中に入ってくる様子を表していた。工藤だろうとは思うのだが、しかし特に何かを始める様子もない。ただそこいらを歩き回ったり立ち止まったりしながら、無む駄だに時を過ごしているだけである。

　あるいは本当に時じ間かん潰つぶしをしているのかもしれない。つまりこれは、何かを待っているということで──。

　──待たせたね。

　ガラリと戸が開き、次に工藤の声が聞き取れた。待ち人来たり、である。だとすれば、先ほどから歩き回っている人物は誰なのか。

　謎なぞの人物は女の声を発した。

　──どういうつもりかしら？

　──心配しなくていい。約束は必ず守る。

　工藤が答える。それから数秒の静せい寂じやくが続き、やがて女は足音を立てて遠ざかっていった。そして入れ違いに近付いてくる、女のものとは異なる足音。おそらく工藤だろう。

　すぐ近くでがたんと椅い子すが引かれた。音は瞬またたく間に乱れ、途切れた。

　これだけだった。

　いったい何の手がかりになるというのだろう。会話の内容から考えるに何か事件と関係があるとは思うのだが、しかしここから判ることといえば、工藤に女の仲間がいて、二人が何か約束している、という二点のみだ。

　しかし問題はこの女の正体である。私はこの声を、以前にもどこかで聞いている。

　ここに来てから出会った女子の顔を順番に思い浮うかべていく。雛世ではない。優でもない。御伽太郎とも思えない。楓でもなく伊織でもなく、焰邑でもなく──。

　やがて、一人行き当たった。

「これって、瑪瑙さん……？」

　思わず口に出して呟つぶやいた。

　瑪瑙凜。地味で寡か黙もくな図書委員にして、拳けん銃じゆうを所持した、おそらくは殺し屋。彼女が工藤と関係しているというなら、やはり犯罪絡がらみである可能性が高い。

　果たして二人は誰を狙ねらっているのか。私はいま一度、ない知ち恵えを絞しぼってみた。

　そもそも「殺し屋」というのは殺しのプロである。つまり実際に手を下すのは、工藤ではなく凜である可能性が高い。いや、少々乱暴な物言いをするならば、工藤にとっては凜にそれ以外の利用価値などないはずである。

　ただ、そこで引っかかる点が出てくる。彼女は自らのターゲットに、一つ大きな制約を課してはいなかったか。

　そう、私が図書室で凜の裏の顔を見てしまった時、彼女は確かに言ったのだ。自分はクラスメイトにだけは手を出さない、と。ならば凜が乙組の生徒をターゲットにすること自体、その主義を曲げない限り不可能なはずである。では、どうすれば彼女の主義を曲げることができるのか。

　思い当たる点が一つあった。工藤と凜が交かわしたという「約束」だ。あれは──脅きよう迫はくではないのか。

　凜は常に人には言えない秘密を抱いだいている。工藤がそこを突ついて彼女を脅迫し、誰かを狙わせていると考えれば……。

　そこまで考えて、私は新たな壁かべにぶつかった。思うに凜は、そんなことをされておとなしくしているような性格ではない。図書室でも言っていたではないか。もし私が秘密をばらしたら、その時は退学に追い込んでから改めて始末する、と。そして現在在ざい籍せきデータがない私としては、それは洒落しやれになっていないと感じたのだが。

　ふと、何かが引っかかった。

　どうして私の在籍データは削さく除じよされたのだろう。

　御伽太郎を転校生として引き入れるため、というのは無理がある。セーラー服で記き憶おく喪そう失しつで、ついでにあっさりと自分の「正体」を明かした人物など、どう取り繕つくろったところで誤ご魔ま化かしようがない。だからその点では、データの削除というのはまったく無意味な行こう為いとしか思えない。そしてそれをやった人物が工藤であると仮定するなら、決して無意味ということはないはずなのだ。

　私は乙組に加わった人物でありながら、在籍データを失っている。いつでも退学に追い込むことができる。

　いや、考えすぎはよくない。よくないが、しかし。

　これまでに起きた一連の事件を思い出してみる。まず一番始めに起きたのは、パンダ公園での決けつ闘とうである。私はそこで生命の危機に晒さらされた。続いて起きたナマズ事件では直接的被ひ害がいこそ受けてないが、それを機に御伽太郎が登場することで、転校生としての立場が危あやうくなった。三番目に起きたのは備品室での幽ゆう霊れい騒そう動どう。私はそこに居合わせ、校内を全力疾しつ走そうする羽目になった。さらに始業式では怯おびえ、制服は燃やされ、校庭に墜つい落らくしかけ、幻げん想そう世界を彷徨さまよい、濃紫に何かされ──

　どうして気付かなかったのだろう。多かれ少なかれ、すべての事件に関かん与よしている人物といえば、ただ一人しかいないではないか。

　これが答えだ。狙われていたのは他ほかの誰でもなかった。

　私はとっさに振ふり返ると、学校に向かって走りだした。灘に会えるという確証はなかった。だが万に一つでもコンタクトを取ることができたなら、事態は大きく進展するはずだった。

　せめて携けい帯たい番号を聞いておくべきだった、とついでに少し後こう悔かいもした。

　私が曲がり角でしつこく人と衝しよう突とつしたのは、ちょうどそんな時である。背が同じぐらいだったためか思いっきり顔面同士を衝突させ、今度から走る時は必ず食パンを咥くわえようと心に誓ちかったものの、しかし相手が白衣を翻ひるがえして派手に引っくり返るところを見た時は、正直天の助けではないかと思った。

「葦ヶ谷さん！」

　私はメガネをずらして涙なみだぐんでいる伊織を助け起こし、間かん髪はつを入れずに訊たずねた。

「灘くんの携帯番号知りませんか？」

「どうしたのよ急に。灘ちゃんの携帯、今繫つながらないよ？」

　彼女はそう言うと、どう見ても自作としか思えない銀色のメカメカした携帯電話を取り出し、「ほら」とこちらに渡わたしてきた。

「ああ、アンテナの先には触ふれないでね。小型ドリルだから」

　そんな無む駄だ機能はどうだっていい。

「あの、これってどうやって使うんですか？」

「それを使いこなすためには全三百十七ページのマニュアルを把は握あくする必要があるから、急には無理。で、ええと灘ちゃんだよね。私もさっきからかけてるんだけど、全然繫がらないの。たぶんまだ学校にいるんじゃないかな」

　あいつ校則重視して校内じゃ電源切ってるのよ、と伊織は笑って言った。

　ということは、まだコンタクトが可能ということだ。私は彼女に礼を言うと再びスカートを翻し──そこで「ちょっとストップ」と呼び止められた。

「急いでるっぽくて悪いんだけどさ、ちょっと訊きいていい？」

　伊織は焦あせる私に向かってそう言うと、辺りを軽く見回してから声を落とし、実はさあ、と不安げに語りかけてきた。

「なくなっちゃったんだよね。ストラップ状のわんこ型時限爆ばく弾だん。一応そんなに爆発力はないけどさぁ、身に着けてたら間ま違ちがいなく死ぬから、どうしたもんかなと思って。灘ちゃんに相談しようにも繫がらないし、とりあえず今はモエちゃんと手分けして捜さがしてんだけど……藍子ちゃん、見なかった？」

「それって──」

　絶対工藤が盗ぬすんだに違いない。

　となると灘の見張りなどまったく意味がなくなってしまう。工藤がわざわざ出向かなくとも、ターゲットは自動的に身を滅ほろぼすのだ。

　私はすかさず鞄かばんを開き、中を確かく認にんした。だがそれらしき物は見当たらない。ひょっとしたらどこか目立たないところに挟はさまっているのかも、と路上に教材をぶちまけ、ついでに自分の体に手を這はわせるというセルフ身体検査までやってみたが、どこにも伊織の言う爆弾らしきものは付いていなかった。

　やはり考えすぎなのか。それともどこか他に、爆弾を仕し掛かける絶好の場所があるというのか。

「どしたの？　何か捜し物？」

　己おのれのことは無視して伊織が吞のん気きそうに訊ねてきた。私はそんな彼女の白衣の襟えり首くびを摑つかんでガクガクと揺ゆさぶり、嚙かみ付きそうな形相で伝言を頼たのんだ。

「お願いします。学校へ行って灘くんに伝えてください。ターゲットは──私だって」

「何だかよく分からないけど、一応伝えるよ」

　微び妙みように頼たよりない返事ではあったが、ここは任せるしかない。心当たりが一箇か所しよあったのだ。わざわざ学校に戻もどって自分の口で伝えるよりも、ここからまっすぐ行った方が確実に時間の節約になる場所。

　伊織に後を委ゆだね、再度走りだす。先ほど立てた食パンの誓いは、十分も保もたずにあっさり破られることとなったが、しかしもはやそれをいちいち守るだけの猶ゆう予よはなかった。「乙組を葬ほうむりたければ教室を爆破」と同じ理り屈くつ。私を確実に罠わなにはめるべく細工が為なされる場所といえば、それは私の自宅以外に考えられなかったのだ。

　初日の朝の勢いなど可愛かわいいものである。私はダチョウが詫わびてくるほどのスピードで全力疾しつ走そうし、やがて駅前に辿たどり着いた。ちょうど大通りの交差点が立ちはだかり、赤信号で足止めを喰くらわせてくる。もどかしい思いをしながら携帯電話で時刻を確認すると、すでに一時に差しかかろうとしていた。

　辺りに消防車や救急車の姿はない。一応間に合ってはいるらしい。

　だがこれからどうするべきだろう。家にいる母に危険を知らせるのも大事だが、しかしどのように伝えるのか。あの更こう衣い室でのこともある。無責任に「逃にげて」などと言って、ドアを開けさせた途と端たんドカンなどということになった日には目も当てられない。

　どう動けばいいのか分からずもじもじしていると、不意に見知らぬ番号から電話がかかってきた。何事かと思い、私は慌あわてて通話ボタンを押した。

『──馬ば鹿かか君は』

　スピーカーを通して聞くその声は、音質の歪ゆがみのせいでか少し新しん鮮せんだった。

『話は葦ヶ谷さんから聞いたけどね。まったく、何をどう考えたらそんな馬鹿げた結論に行き着くんだ。だいたい今どこにいるのさ』

　有う無むを言わせぬ質しつ問もん攻ぜめである。変に緊きん張ちようが解けたこともあって、私は「家」とつっけんどんに言い返してやった。

「それよりどうして馬鹿なんですか。こう言っちゃ何ですけど、私はあのテープを聴きいてそう判断したんです。現に在ざい籍せきデータがなくなってですね、瑪瑙さんに狙ねらわれてもおかしくない状じよう況きようにあるわけですよ、私は」

『しかし君はデータをなくして四日目になるけど、ピンピンしてるじゃないか』

　手帳をバンバン叩たたく音をさせながら、灘が痛いところを突ついてきた。

　信号が青に変わった。私は何となく歩を進めつつ、だったら瑪瑙さんは誰だれを狙ってるんですか、と訊たずねてみた。

『いいかい、瑪瑙さんはクラスメイトに手を出さない。だったら彼女のターゲットになり得うる人物は、ただ一人しかいない』

　御伽太郎さんだよ、と彼は答えた。

『君も知ってのとおり、彼女は本来うちのクラスの人間ではなかった。いや、御伽の生徒ですらなかった。だからこそ瑪瑙さんは彼女をターゲットにできたわけだ。では御伽太郎さんの身の安全を確保するためにはどうすればいいか。答えは簡単だよ。クラスメイトにすればいい』

「でも……それをやったのはやっぱり工藤くんなんですよね。じゃあつまりその目的は、御伽太郎さんを守ることだったっていうんですか？」

　黒幕は味方だった、というのか。

『そういうことになるね。彼は君のデータを奪うばい、転校生の公式数をゼロにした。しかしそれは確実なゼロじゃない。なぜならすでに九月一日から転校生が来ることを、僕や西岡先生は知っていたからだ。そこへ君と御伽太郎さんという二人の自じ称しよう転校生が現れれば、どちらも本物の可能性があるからとりあえず様子を見よう、ということになる』

「……なるんでしょうか」

　ならないと思う。

　いや、彼女が制服から鞄かばんからすべてを準備し、ついでに記き憶おくも失わずにきちんと偽ぎ装そうを済ませておけば、あるいはそうなったかもしれない。しかし実際のところは先ほど私が推理したとおり。それに、そもそも担任が見ればどちらが本物ぐらいかは一発で判わかるはずだし。

『そこで出てくるのがあのメモだよ』

　灘の論理はさらに続いた。

『世間の常識で考えればふざけているとしか思えないあの内容。しかしうちのクラスでは、あまりに信しん憑ぴよう性せいが高いものだ。そして当の御伽太郎さんすらも共犯者の影かげに怯おびえなければならない──となれば、これは極きわめて私的な理由で彼女をクラスに留とどめざるを得なくなるだろう？　もちろん在籍データの有無という公的な理由で彼女を追い出すことも難しい。なぜなら現に君というデータを持たない正規の転校生がいるわけだからね』

　それは正に、私が御伽太郎を学校に留まらせるため大内に突き付けた、最後の手段だった。

　しかしその手が有効だとしても、今度は別の疑問が出てくる。

「でも、だったらわざわざ記憶を消す必要なんてないはずですよ。普ふ通つうに前もって打ち合わせて刺し客かくのふりをさせておけば、あんなややこしい方法で記憶をいじらなくても……」

『確かに一理あるね。でも、もし御伽太郎さんが瑪瑙さんに狙われていることを知らなくて、工藤くんがそれを知らせることを望まなかったとしたら、そういうこともあり得うるよ。それにあるいは……いや、これはまだ断定するには少しばかり問題があるか』

　今、確かに何か言い淀よどんだ。

　私はその後に続く推論を期待したが、彼はそこには触ふれることなく話題を変えた。

『とにかく、だ。間ま違ちがっても誰も君など狙わないから安心したまえ。ところでちょっと訊ききたいんだが、昨日倉時くんが絞しめられたという話を聞いたけど、それは本当かい？』

　水泳の自由時間にあったアレのことらしい。そういえば灘はアヤカを連れてロボット退治に行っていたわけだから、その件についてはまったく知らなかったのだ。

「本当ですけどね、そんなことまでいちいち記録してたら切りがないでしょう」

『いいからそうなった経いき緯さつというのを聞かせたまえよ。時間がないんだ』

　だったら吞のん気きに推理ショーなんかやっている場合ではなかろう。

　私はイライラしながらも、孝助がプールサイドで絞められた経緯を、簡単にかいつまんで説明してやった。灘はそれを一通り聴くと、なるほど、と妙みようにしたり声で納なつ得とくし、それじゃあ後はこちらで処理しよう、と言って電話を切った。

　番号の登録はしてやるまい、と思った。

　話しながらいつの間にか大通りを渡わたりきった私は、その足を家の方へと向けていた。気が付けば、ここからもう歩いてすぐである。こちらの勘かん違ちがいとは言いよう、本当にただ無む駄だに走ってしまった。

　まあいい。こうなってしまったらとっとと帰ってしまうに限る──。そう考えたのも束つかの間、私の次の行先は意外な所に定まった。ふと覗のぞき込んだ道路から奥まった広場の中、私と同じ制服を着た馴な染じみの人物が立って、その先にある映画館をしきりに眺ながめていたのだ。

「御伽太郎さん？」

　私が声をかけると彼女はすぐさま振り向いた。相変わらず力強い目だったが、こちらがいきなり駆かけ寄って身体検査すべく体をまさぐろうとすると、さすがに後あと退ずさった。

「いったい何をするんですか」

「御伽太郎さん、犬のストラップ持ってない？」

「持ってませんよ、そんなもの」

　そう言って鞄の中を確かく認にんし、やっぱりありません、と断言する。ならばいいのだが。

「ところでこんな所でどうしたの？　一人？」

　私が訊ねると彼女は首を横に振り、皆みなさん中にいます、と映画館を指差した。

「私はお財さい布ふがないのでチケットが買えないんです」

「皆さんって、優とかヒナちゃんとか？」

　道理ですぐに消えたと思ったら、映画を見に来ていたらしい。しかし御伽太郎一人をここに放置というのはまずくないか。何しろ彼女は「ターゲット」だ。それに時間を有効に潰つぶすということができない人間のようでもあるし。

　私は「行こう」と言って彼女の手を引き、映画館に入った。御伽太郎を守りたいというのもあったが、何より爪つま弾はじきにされたことへの反動の方が大きかった。

　映画館「賀か陽よう座」は巨きよ大だいな円柱型をした全三階のガラス張りの建物で、上映ホールは各階の中央に鉛えん筆ぴつの芯しんのようになって存在し、それをぐるりと取り巻く形で車輪状のロビーが設けられている。外がい壁へきが透とう明めいなため、ちょうど外側からはロビーにいる人々と、ホールを囲む中の白い壁かべだけが見えるという寸法で、それを意識してかホール壁面には現代アートと思おぼしきグニャグニャした絵が、全三階に亘わたる巨大キャンバスを生かしてでかでかと描えがかれていた。

　もともとあった古い劇場を、一度建て替かえたものらしい。道理で設計に反して名前が古めかしいわけである。

　御伽太郎の言うには、皆は一階にいるとのことだった。私はさっそく自動ドアを抜ぬけ、階段の横にある受付でチケットを購こう入にゆうし、ロビーへと踏ふみ込んだ。学生料金とはいえ、二人分は重たかった。

　受付からガラス戸で分断された向こう側、一面に赤い絨じゆう毯たんの敷しき詰つめられたロビーは、片側のガラス壁から差し込んでくる陽ひ射ざしとそこから眺められる広場の風景も相まって、外から見るよりも明るく感じられた。所々にはソファや飲み物の自じ販はん機き、灰皿なども置かれ、その向かい側、ホールを囲うアートな壁の方には、内部へと続く両開きの扉とびらや近日公開作品のポスターが整然と並ぶ。さらに奥、入口と反対側には売店もあるようだったが、見知った顔はそこへ辿たどり着くまでもなく早々に見つかった。

　倉時茶凪である。制服姿のままソファに腰こしを下ろし、ひとりモソモソとジャンボサイズのポップコーンなど頰ほお張ばっていた彼女は、私が近付くとすぐさま顔を上げ、妙にしょんぼりした声で「あれどうしたの？」と軽く驚おどろいてみせた。

「よくここが分かったね。みんな中にいるよ」

「それはいいけど、何かあったの？　元気ないじゃない」

　兄を甚いた振ぶってはしゃいでいた時とは様子が違ちがう。喧けん嘩かでもしたのだろうか。

　しかし茶凪がその答えを言おうと口を開きかけた時、突とつ然ぜん携けい帯たい電話が鳴りだした。私のではない。そしておそらく御伽太郎のでもないだろう、と思っていると、案の定動いたのは茶凪だった。

「もしもし……。うん、そうだけど……。今どこかって？　駅前の映画館だよ。ええとね、他ほかに優ちゃんとかヒナちゃんとか。あ、それからランちゃんと──え、代わるの？」

　ランちゃんに代われって、と言って、彼女は私に電話を差し出した。誰だれだろうと思い耳を宛あてがうと、『どうしてまた君なんだ』と、あいつの声が聞こえてきたが、それはむしろこちらの台詞せりふである。

「今度は何なんですか？」

『細かい話は抜きだ。そこの客席に根室さんがいるはずだから、ちょっと行って爆ばく弾だんを解除してくれ』

「はい？　どういうことですか？　だって狙ねらわれてるのは──」

『御伽太郎さんだ、と言いたいのかい？　しかしあのテープを聴きいたなら判るだろう。瑪瑙さんは御伽太郎さんを人ひと質じちに工藤くんを脅きよう迫はくしているに過ぎない。彼に誰かを狙わせるためにね。そして備品室に貼はられていた札の意味を考えれば、その真のターゲットとは根室さんに間違いない』

　根室アヤカ──あの備品室の騒そう動どうの当事者でありながら、唯ゆい一いつ手帳に記録されなかった人物である。思えばあの時、茶凪にとっては孝助の相手など誰でもよかったはずで、だからこそ灘もその存在を省いたのだろう。しかしすべての事件は繫つながっている。もしアヤカに意味があったとしたらどうなるか。

　彼女は灘の記号論に当てはめて言えば「超ちよう能のう力りよく者しや」だ。しかも机でもキリンでも怪かい獣じゆうでも操あやつれて、人の仕し掛かけた爆弾すら感知してしまうほどの優ゆう秀しゆうな超能力者。なのに幽ゆう霊れいや札の存在にはまったく気付かなかった。

　なぜなら「女難」たる孝助が一いつ緒しよにいたから。

　そして、幽霊自体が室内に入らなかったから。

　──札を貼るという行こう為いはね、悪いモノを寄せ付けないためにやることなのさ。

　解わかった気がした。

　これが答えだ。魔ま除よけの札によって幽霊は締しめ出され、中のアヤカはそれに気付かなかった。彼女は孝助が一緒にいると駄だ目めになる。超能力が封ふうじられて常人と等しくなり。

　殺すことも容易になる。

　そう、つまりは工藤が仕組んだ実験だったのだ。超能力者を無力化させることが可能かどうかを調べるため、備品室を巨大なフラスコに仕立て上げておこなわれた壮そう大だいな化学反応実験。その結果仮説は立証され、今日本番がおこなわれる。

　今日とは土曜日。即すなわち日曜の定期検査を除いてアヤカの体が空く、昨日の水泳の授業から数えて最も早い安息日。

　──ていうかあの馬ば鹿か、何で裸はだか見た次の日にデートに誘さそえるのよ！

　私は心の中で孝助を一言罵ば倒とうすると、分かりましたと叫さけんで電話を切り、茶凪に二人の席を訊たずねた。彼女達は前の方にいるとのことだったが、ならばと駆かけだそうとした私の腕うでがグイと引っ張られる。何事だろうと振り返ると、茶凪が右手で私の腕を摑つかみ、左腕で顔ほどもあろうかという巨大なカップを抱かかえながら、目に涙なみだを浮うかべて訴うつたえかけてきた。

「あのね、ランちゃん。あたし最初は兄者にもっと度胸付けてほしくて、こんなこと計画したんだよ。それにヒナちゃんにももっと積極的になってほしかった。根室さんには悪いけど、たぶん兄者にはヒナちゃんが一番合うと思うから……。なのにどうしてなのかな、あたしって変なの。兄者とヒナちゃんが上手うまく行ってると、胸の辺りが締め付けられるようでさ。今も根室さんといい雰ふん囲い気きになっている兄者を見てたら辛つらくなってきて、ひとり抜ぬけ出してきちゃった……。ねえランちゃん、これって変だよね。あたし妹なのに──」

「ごめんまた後で聞くから！」

　それどころではない。というか外から丸見えの場所で何をやっているのだ。

　私は切ない萌ほう芽がに悩なやめる妹様の手を振り解ほどき、慌あわててホールに飛び込んだ。どうやらまだ惨さん劇げきは始まってないのだろう、観客は何事もなく正面ステージ上のスクリーンに見入り、そのスクリーンではこれまた何事もないかのように、フランス風味の男女が熱い視線を絡からませあっている。

　ちなみに私に言わせれば、せめて一発目ぐらいは普ふ通つうの娯ご楽らく大作にしておけと思う。

　さて肝かん心じんのアヤカはどこにいるのだろうか。茶凪は前の方だと言っていたが。

　しかし普通に捜さがしても暗くて分かるはずがない。私は急いで右通路から最前列へ走ると、ホールの片かた隅すみに立って前方から観客の顔を見み渡わたした。銀幕の照り返しが巨きよ大だいなライトとなり、暗くら闇やみという第二の銀幕に彼らの姿をはっきりと映し出している。

　アヤカは前から四列目、ちょうどこちらから見て右の方に、やはり制服姿の孝助と並んで座っていた。二人とも惚ほうけたような顔で瞬まばたきもせず、ひたすら顔を火ほ照てらせている。その一方で自分が爆弾に振り回され、汗あせまみれになって駆けずってきたことを考えると、これは茶凪でなくとも辛くなってくる。

　私は前まえ屈かがみになり、彼女達のもとに素す早ばやく駆け寄った。

「根室さん！」

　間近まで接近して小声で叫ぶ。アヤカは一いつ瞬しゆん身をぴくりと震ふるわせ、それからこちらを振り向き、「まあ」と呟つぶやいた。その傍わきでは孝助が必要以上のリアクションを取ってくれたが、私はそちらを無視して話を進めることにした。

「イヌ持ってない？　イヌ」

「いぬ……。ああ、もしかしてわんこですか？」

　そう言って彼女は鞄かばんの中を搔かき回し、赤い紐ひもで括くくられた犬の人形を取り出した。ディフォルメされたその腹には、赤い液えき晶しよう文字で示されたラスト一分のカウントダウン。秒を刻む音もそこそこ大きい。

「気が付いたら鞄に入っていたんです。これ、高浪さんのだったんですか？」

　超能力以外で物事を感知できないのか、この子は。

　私はわぁと叫びそれをもぎ取った。こんな時どうすればいいか。運び出す時間はない。もちろん解体なんてできやしない。吞のみ込んで爆ばく風ふうを抑おさえるなんて芸当は正直勘かん弁べんしてほしい。だったら残るは、人のいない所に投げ捨てるだけしかない。

　とっさに辺りを見回すと、当然ながらまず目に飛び込んできたのはステージだった。たぶんあそこに投げたら大パニックになるだろうなぁと思いつつ、もちろん他ほかに手はないわけだから、私はためらいもせずフランス人に向かって力いっぱい放ほうり投げた。

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきによるものだろう、わんこ爆ばく弾だんはタイムリミットを待たずして、ステージ上で派手に炸さく裂れつした。轟ごう音おんが会場に鳴り渡わたり、熱風が辺りを吹ふきすさぶ。軽い揺ゆれに襲おそわれた床ゆかの上、やがて怒ど号ごうと警報が飛び交かいだす中、スクリーンを遮さえぎった煙けむりに歪ゆがんだフランス人の顔が浮かび、字幕付きで愛を囁ささやきかけてきた。

　そんなに爆発力はないんじゃなかったのか。私は伊織の常識を疑いつつ、とりあえず頭を抱えてその場にしゃがみこんだ。伏ふせて爆風から逃のがれるのではない。むしろ顔を見られるとやばいと感じたのだ。

「あの、高浪さん」

　軽く髪かみを乱し、アヤカが話しかけてきた。

「あと五匹ひきいるんですけど」

　その指にずらりとぶら下がるイヌの集団。
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　私はついに絶ぜつ叫きようした。

　すぐさま指からストラップを抜き取り、次々とスクリーンに向かって投げる。その間私は「これは時限爆弾の恐きよう怖ふからクラスメイトを守っているのであり、間ま違ちがっても手しゆ榴りゆう弾だんでテロ行こう為いに勤いそしんでいるわけではないのだ」と何度も自分に言い聞かせたが、それでも無む慈じ悲ひなわんこは時限装置を無視して派手に爆発を繰くり返し、やがてすべての衝撃が過ぎると、正面のスクリーンもガラガラと素す敵てきな音を立てて壁かべごと崩くずれ去った。

　煙の向こうが明るくなり、ようやく売店が見えた。Ｌサイズのコーラが飲みたい気分だった。

　私は煙に染しみた目を擦こすり、後ろを振ふり返った。皆みな逃にげたのだろう、もう他に客の姿はなく、雛世と優、それと様子を見にきたと思おぼしき茶凪と御伽太郎が、呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで歩み寄ってくる。そしてアヤカはといえば白い顔を煤すすで汚し、不安そうにこちらを見上げていた。

「何が……あったんですか？」

「もっと自覚してよ……」

　もう他に言葉が出てこなかった。

　とりあえず人ひと騒さわがせなカップルを立たせ、野次馬娘達にも外へ出るよう合図する。こんな所でぐずぐずしていたら補導されてしまう。もう退学になるのだけはごめんだ。

　いや、外に出たところで捕つかまらないという保証はないが。

　ていうか優、今は撮とるな。

「ほら、早く行くよ」

　私はそう言って、ファインダーを覗のぞき込む彼女の袖そでを突つついた。確かにトクダネにはなろうが、こんなものを公開された日には証しよう拠こ写真として押おう収しゆうされてしまいかねない。位置と角度から見て、明らかに私はフレーム入りしているのだ。

　灘から三度目の電話がかかってきたのは、ちょうどそんな時だった。

『終わったようだね。煙が見える』

　相変わらず傍ぼう観かん者しやを気取っている。

「見えてるんだったら早く来てくださいよ。一応怪け我が人にんは出ませんでしたけど……」

『無事で何より。しかしどういうわけだか道路が封ふう鎖さされていてね、悪いけどそちらに着くのはもう少し遅おくれそうだ』

　その封鎖というのは、やはりこの爆発のせいでか。何だか次々に罪状が増えていく。

「にしてもよく判りましたね。根室さんと孝助くんの居場所」

『それは当然じゃないか。さっき君の目の前で茶凪さんに訊きいていたのだし』

「あれは茶凪さんの居場所を確かく認にんしてたんでしょ？」

『しかし現に二人ともそこにいただろう？　いいかい、工藤くんがこの大おお仕じ掛かけを完成させることができたのは、孝助くんに加えて茶凪さんの存在があったからだ。二人を備品室に閉じ込めたのも彼女なら、デートをしろと焚たき付けたのも彼女だ。工藤くんの言う、ある種強きよう迫はく観かん念ねん的な──言い換かえれば彼女のステロタイプな妹的行動なくしては、今回の事件は成り立たなかったわけさ。ではそんな妹が兄のデートの日にすることといえば何か』

「尾び行こう……ですか」

　しかも集団で。私は酷ひどく納なつ得とくし、そして改めて工藤スグルの恐おそろしさを思い知った。倉時兄妹の行動パターンを完かん璧ぺきに把は握あくして犯罪に組み込んだ手しゆ腕わんもさることながら、どこの世界にラブコメ界の住人を手て駒ごまとして使おうと考える黒幕がいるだろうか。孝助を囲んで騒さわぐ妹と幼おさな馴な染じみを見やり、思わず溜ため息いきをつく。

『とにかく君きみ等らはそこから出たまえ。爆弾は回かい避ひできたけど、まだ安全とは言い難がたい。ひょっとしたら君も計画を潰つぶした人間として狙ねらわれるかもしれないし』

　そういえばまだ凜の動向が摑つかめてなかったのだ。それに灘が近くまで来ているというなら、工藤も野放しになっているはずである。考えてみれば何も解決していない。

　それは置いておくとして、私は誰だれにも狙われないのではなかったのか。

「冗じよう談だんじゃぁないですよ。人を散々動かしといて、そりゃないでしょう。だいたい根室さんも御伽太郎さんもここにいるのに、これで私まで襲われたらどうなるんですか」

　私がそう嚙かみ付いた時だった。

『いやちょっと待ってくれ、御伽太郎さんがそこにいるのか？』

　突とつ然ぜん灘の調子が変わった。どこか慌あわてているような様子である。私が「いる」と答えると、彼は息いき継つぐ間もなく『ネグくんは？』と続けて質問してきたが、少なくとも私の見る限りその姿はない。

「ネグくんはいないですけど……でも御伽太郎さんはみんなと一いつ緒しよにデートを尾行してきただけですから」

「え、違ちがうよぅ」

　こちらの会話を聞きつけた茶凪が、不意に口を挟はさんできた。

「あたしはヒナちゃんと優ちゃんしか誘さそってないよ。あんまり大勢だと兄者に気付かれちゃうからね。ヒナちゃんはやっぱり欠かせないし、優ちゃんはスクープ係。御伽太郎さんはランちゃんが連れてきたんじゃないの？」

「え……？」

　どういうことだ。

　私は首を巡めぐらし御伽太郎に目を向ける。

　彼女は先ほど私が検査しようとして拒こばまれたポケットをまさぐり、何か黒い棒のようなものを取り出していた。少々でかい、長さ十五センチほどの木製の物体。何だろうと思ったのも一いつ瞬しゆんのこと、そこから同じ長さの刃はが勢いよく飛び出す。

　今すぐ逃にげるんだ、という灘の指示は、驚おどろきのあまり携けい帯たいを落とした私の耳には飛び込んでこなかった。

「よせっ！」

　呆ぼう然ぜんとする私達の背後から誰かが叫さけんだ。男だが孝助ではない。そしてその声を合図に壇だん上じように飛び移って体勢を固めた御伽太郎は、ぐいと体を折り曲げて、ピューマの如ごときバネで力の限り跳ちよう躍やくした。

　煙けむりの銀幕を突き破り襲おそい来る俊しゆん敏びんなる獣けもの。その手に握にぎられた刃の切っ先が、躊ちゆう躇ちよなくターゲットに向けられる。

　ヒュンッと空気が裂さけた。ちょうど私の真横、アヤカのいる位置を通過した刃物は、しかし彼女を切り裂くことなく、代わりに割って入った一人の男の額に血線を走らせるに留とどまった。

「──ネグくん？」

　私はその横顔を見やる。たった今付けられた傷口から脂あぶら汗あせを通して血潮を噴ふきこぼす彼は、すでに衣服をズタズタに裂かれ、全身を真っ青な液体で汚よごしていた。

　そういえばこの人、改造人間だったっけ。

　激しく今さらなことを思った。

「早く逃げろ！」

　再び襲ってきた御伽太郎の両手を摑み揉もみ合いながら、彼はもう一度私達を促うながした。

「しくじった。灘に言われて注意していたつもりだったが、まさかここまでの使い手だったとは──ッ！」

　話に気を取られて力の加減を見失った手をすかさず振ふり解き、御伽太郎が三度目の攻こう撃げきを仕掛ける。とっさに左ひだり腕うでで目をカバーされたものの、その刃は確実に相手の合成筋肉を断たち切り、小さな手首の中でくるりと回転してすぐさま構え直された。

　あの手て捌さばき、昨日今日刃物を扱あつかい始めた人間とは思えない。

　私は半ばパニックになりながら、出口の方へ後あと退ずさった。積み重ねられた推理がボロボロと無に帰していく。御伽太郎が犯人だったなら、今まで彼女が私に見せていた顔は何だったのだ。彼女は記き憶おく喪そう失しつの病を持った幼げな少女で、見知らぬ共犯者の影かげに怯おびえていて、けれどもどこか芯しんが通っていて、なのにちょっぴり天然で──。

　全部噓うそだったというのか。

「ランちゃん、早く！」

　雛世に強く引っ張られて気付き、私はそのままロビーへと走りだした。すぐ後からアヤカの手を引いた孝助が続く。そして開け放たれた扉とびらから外へ出る瞬しゆん間かん、振り返った私が見たものは、あれほど楽しみにしていた新しい制服を返り血で染め上げ、ネグを押し倒たおして滅めつ多た刺ざしにしている無む垢くな少女の姿だった。

　ロビーにはすでに誰もいなかった。照明も消え、ただ狂くるったように警報が鳴り渡わたる中、茶凪がひっくり返したと思おぼしき大量のポップコーンだけが床ゆかに散乱している。

「ちょっとこれ開かないよ！」

　自動ドアの前で足あし踏ぶみしながら優が叫んだ。爆ばく発はつの影えい響きようで故障したか。しかしそれならば、他ほかの客が誰だれも館内に残されていないのは不自然である。それにガラス壁へき越ごしに外を見ても、やはり並木に飾かざられた平和な広場には人一人見当たらない。

　そういえば、灘は道路が封ふう鎖さされていると言っていた。てっきり爆ばく弾だんのせいだとばかり思っていたが、これは何かが違う。それに──ただ殺さつ人じん鬼きに襲われているだけの状じよう況きようでは決してない。

　とにかく外へ出なければまずい。他に出口はないかと辺りを見回していると、茶凪が「売店の近くに裏口があったよ」と指し摘てきした。おそらく業務用の搬はん入にゆう口ぐちだろう。

　売店といえばここからホールを挟んで真向かいにある。壁かべに穴が開いている今となっては、中を抜ぬけてまっすぐ突つき進むのが一番早いが、しかしそのルートには御伽太郎がいる。そう思って再び中を覗のぞくと、彼女は動かなくなったネグを置き捨て、こちらに向かってくるところだった。

　私達は声を上げることもできぬまま、急いでロビーを走った。二百席を所持するホールの外周は、その距きよ離り約百メートル弱。その半周なら決して逃げきれない長さではない。あとは裏口がロックされていないことを祈いのるのみだった。

　しかしちょうど売店の正面、崩くずれ落ちた壁の前で、先頭を走っていた私はまたもや誰かと衝しよう突とつした。派手に後転しつつ相手を見ると、これまたやはり孝助である。どうやらアヤカを連れて逆方向から逃げてきたらしい。

　こいつ、絶対わざとだ。

　自分のことを棚たなに上げて私がそう思うのと、得体の知れない空気の乱れを感じるのとほぼ同時だった。ある種の振しん動どうとでも言おうか。思わず頭痛を促すような、耳鳴りを催もよおすような、どこか不安なこの乱れは、つい昨日更こう衣い室で体験したばかりのものである。

　見れば転てん倒とうした孝助を横にすっと立ち、私の背後に毅き然ぜんとした視線を向けるアヤカの姿。間ま違ちがいない、彼女の超ちよう能のう力りよくだ。この危機的状況を前にようやく回復したらしい。

　ふと振り返ればすでに追い付いた御伽太郎がナイフを振り上げ、覚かく醒せいしたターゲット目がけて跳とびかかろうとしていた。

　勝負あった、と思った。

　そして私の状況判断が間違っていなければ、ここで幼き殺人鬼はそのまま宙で固定されたように静止し、顔に戸と惑まどいを浮うかべて私達を見下ろすところだったはずだ。だが次の瞬間、予想外のことが起きていた。

「危ないっ！」

　突とつ如じよ起き上がった孝助がアヤカを押し倒した。同時に空気の乱れが消え、御伽太郎も物理法則に逆らうことなく、弧こを描えがいて絨じゆう毯たんの上に降り立つ。彼女の刃やいばは再びターゲットのいた空中を虚むなしく薙ないだだけだったが、それを孝助のお手て柄がらと見るにはあまりに無理がありすぎた。

　アヤカは突とつ然ぜん意中の相手にのしかかられてわけが分からなくなったのだろう、全身真っ赤になってもがもがと暴れていた。二人きりになっていた時もそうだが、どうも体がくっつくとアウトらしい。

　倉時孝助──つくづく余計なことをするやつである。

　まさかこんな形で再びピンチが訪おとずれるとは思わなかった。私は啞あ然ぜんとし、そしてナイフを振ふり上げアヤカに止とどめを刺さそうとする御伽太郎を制止する声も出せず、身を強こわ張ばらせてその一いつ瞬しゆんの動きを瞬まばたきもせず目に焼き付けようとした。

「──よせって言ってるだろ！」

　だが危機は再び免まぬかれた。壁の穴から飛び出してきたネグがまたもや相手の魔ま手しゆを捕とらえたのだ。

「悪いな。優ゆう秀しゆうな侵しん略りやく兵器ってのはそう簡単には壊こわれないんだよ」

　彼はそう言って自じ嘲ちよう的な笑えみを浮かべると、そのまま腕うでを回転させて、御伽太郎を数メートル後方に向かって投げ飛ばした。強がりを言ってはいるが、これ以上の接近戦はきついらしい。

　後ろにいた雛世達の頭上を軽々と飛び越こえた刺し客かくは宙で体を捻ひねり、慣れた動作でソファに着地した。そしてすぐさま体勢を立て直し、「しぶといんですね」と無表情に呟つぶやく。彼女が殺人鬼として言葉を発した初めての瞬間である。

　ネグは他ほかの面々を私の方に下がらせ、自ら数歩前に出た。

「しぶといというならギタローちゃんの方じゃないか。正直、普ふ通つうの人間にここまでやられるとは思ってもみなかったぜ」

「私にもよく分かりませんが──体が覚えていますから」

　二人の超ちよう人じんはそう言って静かに睨にらみ合った。私としてはいつの間にか付いていた彼女のニックネームについて二、三問い質ただしたいところだったが、一応それより先に確かく認にんしておきたいこともある。

「……どういうことなんですか？」

　私は肩かたで息をするネグに向かって話しかけた。

「御伽太郎さんはいったい……」

「藍子ちゃん、あの子は更衣室に爆弾を仕し掛かけた張本人だ」

　同居中に情でも移ったか、彼の声はどこか悲痛だった。

「さっき灘から言われたんだ。可能性はあるから用心しとけってな。それまでぬるい事件ばかりだったのに、突然爆ばく弾だんだろ？　それで不自然に感じたらしい。犯人が乾かん電でん池ちまで盗とったのも、金を持ってなかったからじゃないかってな。俺だって戸惑ってるのは確かだ。でもこれだけ刺されたら信じるしかない。ギタローちゃんは正真正しよう銘めいの刺客だったんだよ」

　まさか。そんなことがあるのか、と私は困こん惑わくの目で彼女を見る。

「噓うそだよね……？」

　どうにか引き攣つった笑みを作り、呼びかけてみる。

「灘くんが言ってたよ。あなたが刺客だっていうのは、メモから勝手に想像された後付けの設定に過ぎないって。全部あなたをクラスに入れるために……彼が仕組んだんだって」

　黒幕の名を出さなかったのは、私なりの乙組への気き遣づかいだったかもしれない。

「それが何だと言うのでしょう」

　だが私の訴うつたえは、御伽太郎自身の告白によってすぐさま否定された。

「皆さんを裏切ってごめんなさい。でも私は──たとえそれが植え付けられたものであったとしても、刺客なら刺客としての自分をまっとうさせたいんです」

「そんな……だってあなたは根室さんのこと……」

「感謝はしました。でも、自分の役目は果たさなければいけません」

　性しよう分ぶんなんですよ、と彼女は言った。
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　己おのれの名を御伽太郎だと言い張ってきた少女の心は、あまりに純じゆん粋すいで頑かたくなだった。

「始めに私が自分を刺客だと思った時、気になったのはターゲットでした。いったい誰だれなのか判らない。だから皆さんに頼たのんで私の仲間という人を捜さがしてもらおうと思ったんです。その人に訊きけばきっといろいろ教えてくれるだろうって思って……。本当はターゲットを捜してもらった方が早かったんでしょうけど、犯罪に怯おびえる人間の質問としては不自然でしたから。でもそこへ灘さんが来て、この件は終わりだって言いました」

　確かに言った。その理由は、メモの内容に信しん憑ぴよう性せいがなかったから。しかし彼女にとっては信憑性など二の次でしかなかった。すべての記き憶おくはリセットされ、そこにあるのは自身が刺客にされるという可能性のみ。可能性が一つなら、それは即すなわち真実でしかない。

　これが、工藤が御伽太郎の記憶を失わせた真の理由だったというわけか。

「確かにいくら人に頼んでも、手がかりがないのでは仕方ない……。そこで私は方法を変えることにしました。もし仲間がいるなら、私が何もしなかったとしても、きっと向こうの方から行動を起こしてくれるはずです。だからここ数日の間に誰が狙ねらわれるかを見て、それでターゲットを判断しようと思いました」

「それが蓋ふたを開けてみたら、日々事件のオンパレードだったわけだ」

　彼女の言葉を受けて、ネグが口を開く。告白に移った以上、向こうから手を出してくることはないと踏ふんだのだろう。少し口調に余よ裕ゆうが出てきてはいるが。

「初日から公園で一件、学校で二件。そして二日目の始業式。何かあるたびに号外を刷るブンヤがいるから情報は摑つかみやすかったろうが、それは結局ギタローちゃんを混乱させただけだったんだろ？」

　狙われる人間を分散させ、さらに敵を持つ生徒が多いことを知らしめる。誰が死んでもおかしくない状じよう況きようを作り出せば、私と御伽太郎が慄おののく──。あの論理はある意味外れていなかった。御伽太郎はますます誰がターゲットなのか判らなくなり、そして。

「……全員を殺そうとしたってこと？」

　私が訊たずねると、彼女は「ええ」と頷うなずいた。更こう衣い室での爆ばく弾だん事件に他ならなかった。

「あの時はまだ根室さんの力を知りませんでしたから、爆弾一発で片が付くと思いました。ちゃんと自分が死ぬことも覚かく悟ごしました。でも、なかなかあの場に全員が揃そろわなくて……」

　たぶんプールサイドで眠ねむり続けていたミリルのことを言っているのだろう。だから彼女はロッカーを開けられないまま機会を窺うかがい続け、私の視線に気付くと位置を忘れたふりをしたのだ。仕掛けたのが自分の所だったのも、自らスイッチを入れることで適確に全員を葬ほうむろうという意図があったからに違ちがいない。

　だが、そのスイッチを入れてしまったのは私だった。しかもアヤカの力によって全員が爆死を免まぬかれた。それは死をも覚悟していた御伽太郎に予想外の出来事として少なからず精神的ショックを負わせ──再度記憶を飛ばした。

　なるほど、すべての辻つじ褄つまが合うわけである。

　ただ、そうなると分からないことが出てくる。

「ねえ御伽太郎さん」

　私は手を挙げて質問してみた。できるだけ戦いを先延ばしにしたかった、というのもあったが。

「どうして判ったの？　根室さんがその、ターゲットだって」

　あの爆弾事件の後、御伽太郎がアヤカの能力を知る機会はあった。昼休みで私達が交かわした教室での会話だ。それを備品室で起きた不可解な事件と照らし合わせれば、ターゲットがアヤカだと割り出すことは可能だったかもしれない。だがそれは、あくまで御伽太郎に灘並みの推理力があった場合の話だ。

　いや、その灘でさえ真相に辿たどり着くのは遅おくれていた。理由は二つ。備品室の事件でアヤカの存在を重要と見なさなかったから。そして、さっき私に電話するまで今日がデートであるということに気付かなかったから。

　そう、一番の問題はそのデートなのだ。孝助が雛世に絞しめられたあの時間、爆弾を仕し掛かけるために水泳の授業を抜ぬけ出していた御伽太郎には、今日のことを予測する術すべはなかったはずだ。同様に不在だった灘でさえその情報が摑めてなかったというのに、どうして彼女に分かったのだ。

「さっき教えてもらったんです」

　御伽太郎の答えは、実に簡素なものだった。

「共犯者だという工藤さんから、すべて」

　そこまで言い終えると、彼女はナイフを構え直し、床ゆかの上に降り立った。

　工藤、という名に全員が戸と惑まどいの顔を浮うかべるのが分かった。

　そう、これだけは誰も知らない。優もアヤカもネグさえも、そして他の皆も、突とつ然ぜん告げられた「共犯者」の正体があまりに唐とう突とつすぎて、頭の中で整理できずにいる。いや、そもそもここにいる大半は、今起きている状況がまったく理解できてない。

　この瞬しゆん間かん、確かに私は特別な位置に立っていた。

　そして、本来その役割を担になうはずの男はまだ来ない。

「確かに──」

　一瞬躊ちゆう躇ちよしてから、私は口を開いた。

「確かに工藤くんはあなたの共犯者だよ」

　絶対的禁きん忌きが破られる。ここまで私を追い込んだ工藤を、灘を、そして一年乙組を恨うらめしく思いながら、それでも私以上に振り回されているこの少女を救うため、「でもね」と慎しん重ちように呼びかける。

「あなたはその工藤くんにとって大切な存在のはずなんだよ。思い出して、自分が本当は誰だれなのか」

「思い出せって……私がそんなこと覚えているはずないじゃないですか」

「覚えてなくても気にしなさいよ。灘くんが言ってたんだよ。工藤くんはあなたを守るためにクラスメイトにしたんだ、って。だから本気で刺し客かくにしたかったわけじゃない。こんなこと実際は望んでなんか──」

　──いや筋書きどおりさ、という声によって、私の説得は中断された。

　弧こを描えがいたロビーの向こう、私達がいる方とは反対側から、御伽太郎の逃げ場を封ふうじるように誰かが迫せまってくる。いや、今さら正体を確かく認にんするまでもない。この内面的感情に欠けた声の持ち主は、あの男以外の何者でもない。

「工藤くん？」

　それでも私が訊ねると、ようやく姿を見せた彼は「やあ」と私に笑いかけてみせた。

「やあって、いったいどこから入ってきたんですか」

「最初からずっと二階にいただけさ」

「でも灘くんがあなたのことを……」

「撒まいたよ。僕そっくりになれるクラスメイトに頼たのんでね」

　彼は事もなげに言い、それから御伽太郎のもとに歩み寄ると、戸惑う彼女の両りよう肩かたを摑つかんでホール側のアートな壁かべに押しやり、まじまじとその顔を覗のぞき込んだ。途と端たんに彼女のナイフを持つ手が震ふるえだす。戸惑いが恐きよう怖ふに転じたか、あるいは何かを思い出したか。

「彼女の正体が知りたいのかい？　彼女は僕の──」

「妹！」

　叫さけんだのは工藤ではなく、それまで黙だまっていた雛世の方だった。

「そう、シオちゃんだよ、妹のシオリちゃん。昔よくスグルちゃんと私と三人で隠かくれんぼして遊んだんだよ」

　やっと思い出せた──、と感かん慨がい深げに彼女は目を細めた。

　激しく遅おそい気がした。

「いや、あいにくこの子はそんなことまで知りやしないさ。今はただの刺客でしかない。記き憶おくがリセットされるたびに一から自分を作り直す必要があったからだろう、いつの間にか無意識のうちに『今の自分』を大事にしすぎるようになってしまった。考えてみれば、それが不安定な自じ我がを保つための、彼女なりの唯ゆい一いつの方法だったのだろう」

　工藤はその目を御伽太郎──いや、工藤シオリから逸そらさずに、私達に向かって真実を告げた。哀あわれさを装よそおうでもない。憤いきどおりを見せるでもない。ただ淡たん々たんとした口調で、まるで聖書の朗読でもするかのように語り続けた。

「そこで僕はこれを利用することにした。超ちよう能のう力りよく者しや殺害依い頼らいを受けたのが夏休み前。あとはあいつが推理したとおりに事を運び、そして今日、すべてを知った妹が最後の作戦を実行に移す予定だった。さっきの爆ばく弾だんはただの保険さ。その間僕は離はなれた所に留とどまり、おそらく僕をマークするであろうあいつを引き付けておく──。完かん璧ぺきなシナリオのはずだった」

　無実の罪を着せるつもりなど毛頭ない、と確かに彼は昨日言っていた。要するに無実ではなかった、ということか。

「しかしまさか転校生にここまで暴あばかれようとはね」

「私は高浪藍子です」

　いま一度、私は自分の呼こ称しようを訂てい正せいさせた。工藤はやはりこちらを見ようともせずに、同じことじゃないか、と小さく呟つぶやいた。

　それからシオリの表情に平静さが戻もどるのに、ものの数秒もかからなかったように思う。彼女は震えの治まった手でナイフを握にぎり直すと、「ねえ兄さん殺していいですか？」と、ようやく正体の認識された兄に向かって許可を求めた。

　しかしそれもまた彼女の記憶によるものではないのだろう。ただ兄と言われたから兄と呼んでいるに過ぎず、その目は今なお任務を遂すい行こうすべく、立ちはだかる改造人間と火ほ照てる超能力少女を睨にらみ続けている。

　だが──工藤はその首をゆっくりと横に振ふった。

「いや、もういいさ。僕があいつを撒いてここまで来たのは何のためだと思う？」

　君を止めるためだよ、と彼は言った。

「確かにこのままターゲットを始末すれば、君を救うことはできる。だがそれも一時のこと。一度目を付けられた以上、その平へい穏おんが永えい劫ごう続くという保障はない。いや、すべてを終えた瞬間、二人とも消される可能性すら否いなめない。ならばこれ以上の凶きよう行こうに何の意味がある。僕は、もう君が誰かを傷つけるところなど見たくない。どうしても誰かを殺あやめたいというなら、この愚おろかな兄を刺さすがいい」

「……」

　シオリが無言で兄を見る。ナイフの先せん端たんが、ゆっくりとその視線の先に移動する。だがそこから一歩前に踏ふみ出すことができず、彼女は硬こう直ちよくしたまま次の言葉を待つ。

　それに応こたえるかのように、工藤は口を開いた。

「君には言わなければならないことがある。三日前の朝──そう、夏休みが終わって新学期になった朝だ。あの日君は、僕が家に忘れた宿題を、わざわざ学校まで届けに来てくれた。その時の記憶は、もうおそらく君の中にはないだろう。僕自身が奪うばった記憶だ。取り戻してくれなんて未練がましいことを言うつもりはない。でも、最後に一言だけ礼を言わせてくれ。何も思い出す必要はない。ただ、君を愛した一人の人間の言葉として、束つかの間なりともその心に刻み付けてくれればそれでいい。僕は──君みたいな妹を持てて、とても幸せだったよ」

　今まで本当にありがとう──。

　そして私達が見守る中、彼はしっかりとシオリを抱だき締しめた。

　ナイフが落ちた。

　張り詰つめていたシオリの顔つきが変わるのに、ものの数秒もかからなかった。もうその目に殺意はない。そして三日前の記憶を取り戻したのだろう、彼女はたちまち目に大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべ、お兄ちゃんと一声叫ぶと、やはりこれまた最愛の兄の身に抱き付いた。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、怖こわかったよぉ。あのね、でっかいナマズさんがいてね、シオリのこと食べようとしたんだよぉ」

　そう言って声を上げて泣きじゃくりだす。さらに突とつ如じよ訪おとずれた緊きん張ちよう感かんのほぐれが伝わったと見えて、ネグがその場に座り込み、孝助がようやくアヤカを解放する。優も思い出したかのようにシャッターを切り始め、茶凪に至っては一人スタンディングオベーションよろしく爪つま先さき立だちになって拍はく手しゆまで始めたが、私はといえばどうしても純じゆん粋すいにこの状じよう況きようを受け入れる気にはなれなかった。

　工藤は実の妹を殺人の道具に利用しようとしたのだ。いや、それだけじゃない。あのナイフ捌さばきを体に覚えさせたのだって兄に違ちがいないだろうし、宿題を忘れて届けさせたのも計画の一いつ端たんだったわけだし、しかもその宿題の締め切りは巧こう妙みように延ばしてるし、シオリのキャラは変わりすぎだし。

　それに──消されるというのはどう考えても穏おだやかじゃないわけで。

「ハアィ、そこまでよ」

　だが、私が指し摘てきするまでもなかった。いつの間にか背後に忍しのび寄っていた人物が、私の後頭部に何やら硬かたい物など押し当てつつ一同を振り向かせたのだ。

　工藤兄妹が、ネグが、アヤカが、孝助が茶凪が雛世が優が次々と私の方に目を向ける。そして私はこれまでにない不ふ穏おんな空気を感じ取り、その首をゆっくりと後ろに巡めぐらせようとしたのだが。

「動くと撃うつわよ」

　そう言われて素す直なおに首を元に戻した。我ながら情けなかった。

　しかし声の端はし々ばしに現れる独特のイントネーションから、それが凜ではなく、あの大内のものであるということは振り向かずとも判わかった。

　そして、いったいどこに潜ひそんでいたのだろう、わらわらと足並み揃そろえて現れた黒い革かわ繫つなぎのスーツ集団が瞬またたく間に私達を取り囲む。ロビーの先に四人、壁かべの穴向こうに三人、ガラス越ごしの広場にも五人。おそらく私と大内の後ろにも何人か控ひかえているだろう。いずれもが赤いフルフェイスのヘルメットで顔を覆おおっているが、身にぴったりと張り付いたスーツを見る限り内訳は男女様々で、各おの々おのが手にした拳けん銃じゆうの先端をこちらに向けている。

「先生……何してるんですか？」

　私に代わってとりあえずそう訊たずねたのはアヤカだった。何だかもう気の毒なほどに呆ぼう然ぜんとしている。たぶんこの状況について来られないのだろうが、しかし一番の当事者は他ほかならぬ彼女自身だ。

　これでいいのかと思った矢先、大内が親切に状況を説明してくれた。

「ネムロアヤカ──いや、国際機密ナンバーＣ‐０５２、あなたを抹まつ消しようしに来たのよ」

「まあ」

　まあ、ではない。

　しかもそれがサイキックとしての余よ裕ゆうから出た発言なら問題はないのだが、見ればこれまた何かを勘かん違ちがいしているとしか思えない孝助が、しっかりと彼女の白い手を握にぎり、この圧あつ倒とう的包ほう囲い網もうの中で見つかるはずのない逃とう走そう経路を探してきょろきょろしている。もう当然アヤカの脳のう味み噌そにまともな判断は期待できない。

「さあクドウくん、抹消なさい」

　大内は私に銃口を突つき付けたまま工藤に命じた。

「今さらの寝ね返がえりは認められないわ。あなたは私に今日が決行日だと予告した。だからこそ私も今日これだけの人数を動員して、任務を遂すい行こうしやすくしてあげた。高校生にもなってギブアンドテイク一つこなせなくてどうするのよ」

「先生が自分で殺やればいいだろう？」

　工藤は頷うなずかなかった。震ふるえるシオリを抱き締める手は解ほどかず、それでもこの状況では無む謀ぼうとしか思えないような笑えみを浮かべて大内を牽けん制せいしにかかる。

「それにギブアンドテイクとは笑わせる。プロの殺し屋を使って妹を人ひと質じちに捕とり、僕に超ちよう能のう力りよく者しや殺害を強要。その中でこちらにどんな利益があるというのか。あるなら教えてもらいたいものさ」

　プロの殺し屋──つまり凜も使われていたということか。確かに考えてみれば「殺し屋」なのだから、背後に雇やとい主がいると考えて然しかるべきだったのだ。電話で灘が言っていた「安全とは言い難がたい」というのは、この真犯人を意識しての発言だったに違いない。

　そう、大内は真犯人だった。凜を雇ってシオリを人質に捕り、工藤を操あやつっていた張本人。だからこそ彼女は、工藤が妹を守るため御伽太郎としてクラスに招き入れた時、その存在を執しつ拗ように学校から追い出そうとしていたのだろう。ご丁てい寧ねいに病院まで手配していたが、そことて息がかかっていた可能性が高い。

「減らず口を叩たたけとは誰だれも言ってないわ」

　大内はそう言うと右手を伸のばして、後頭部に押し当てていた拳銃を工藤の方に向け直し、さらにもう一方の腕うでで私の首を押さえ込んだ。たちまち呼吸器が圧あつ迫ぱくされ、脳が酸素を求めて悶もだえだす。これのどこが気持ちいいのだろう、と思う。

「予定していたことは最後までやりとおしなさい。あなたはさっき、妹さんを使ってＣ‐０５２を殺害する作戦だったと断言した。さあ、最後までやってもらおうじゃない」

「見て判らないかい？　妹はもうそれができる状態じゃない」

「どうかしら。だって簡単に記き憶おくが消せるのでしょう？　今すぐ洗脳し直せばいいのよ」

　その言葉は、あまりに冷れい酷こくすぎるものだった。

　それに、なぜだろう。彼女がそこまでしてシオリを最後まで使いきることに拘こだわっている理由が、私には解らない。そもそも工藤が立てた殺害計画に従うというなら、御伽太郎を学校から追い出す必要もなかったはずだ。

　もしかして彼女、緻ち密みつな計画に基づいて動く黒幕を、完全には手中に置ききれてなかったのではないか。

　可能性は高い。工藤は何かと手の内を明かしたがらない性格だし、大内は大内で昨日言っていた。クラスで具体的に何が起きているのか、はっきりとは知らされてない、と。

　その理由が副担任だから、というのはむしろおかしい。副担任だからこそ、担任がいない現状では事態を把は握あくしておく必要がある。そしてこんなあり得ない理由を挙げてまでして、何が起きているのか分からないなどと噓うそをつく意味はない。

　そう、彼女もまた一連の仕し掛かけの仕組みを理解しきれてなかったのだ。この場に居合わせてえらい目に遭あっている優や雛世はもちろん、当事者たるアヤカですら何も分かっていなかったのと同じである。

　だとしたら──大内がシオリに手を下させようとしている理由とは何か。

「まだ恐おそれているようだね」

　その答えを示したのは工藤だった。

「確かに僕の計画は完かん璧ぺきだった。だからこそ、先生がついに方法を思いつかなかった超能力者の無力化にも成功した。そしてあとは殺害するのみという段階だが、もしそこで想定外のことがあれば、せっかく封ふうじた超能力が復活するかもしれない──。なかなかいい読みだ。しかしそれならこんな武装集団を担かつぎ出すのはいかがなものかと思うがね」

「それはあなたが裏切ろうとしているからでしょう。罠わなにかかった獅し子しもそれを助けようと近付く聖者を一ひと吞のみにする──。いかなる状じよう況きようでも己おのれの使命に抗あらがうなど、私の祖国では許されないことよ」

「初めて聞く諺ことわざだね。今度使わせてもらおう」

　工藤はフンと鼻で笑い返した。

　同時にロビー上にいたヘルメット達の銃口が噴ふん煙えんを上げ、シオリの後ろに描えがかれていたアートの巨きよ大だいな瞳ひとみを撃うちぬいた。

　サイレンサーが付いているのだろう、音はさほどでもない。

「下手だね。瞳どう孔こうの中心から三ミリずれている」

「その瞳孔から三ミリの差で命が助かるとでも？」

　大内は憮ぶ然ぜんとした口調で言い返すと、だったらこういうのはどうかしら、と言って、私の首を絞しめ付けている腕を無理矢理持ち上げた。まさかこのまま殺されてしまうのでは、と一いつ瞬しゆん怯おびえたが、どうやら単に手が使いたかっただけらしい。彼女は何かスイッチのようなものを入れると、すぐ腕を戻もどした。

　頭の裏でノイズが走った。装着式の無線機だったらしい。

「Ａｇａｔｅ、たった今条件が満たされたわ。殺やるのよ」

　──凜だ。

　おそらく近くで待機しているに違いない。工藤自らシオリが妹であると告白した今、あの図書委員は彼らにとって最大の敵と化す。そして──だからこそ彼はわざわざ妹を壁かべ際ぎわまで押しやり、抱だき締しめたまま離はなそうとしないのだ。

　私はとっさに目を走らせた。ガラス壁へきの向こう、ヘルメット達が銃じゆうを構えるさらに先、外の広場に植えられた並木の陰かげに、黒の帽ぼう子しとジャケットで身を包んだ性別不ふ詳しようの人物が立っているのが判わかった。髪かみ形がたこそ隠かくしてはいるが、その顔にはもちろん光るメガネ。

「さあクドウくん、ちょっと体をずらしてもらえないかしら。そこに立っていられると邪じや魔まなのよ」

　凜はクラスメイトを撃たない。ならば工藤の体こそが、シオリを凶きよう弾だんから守る最後の砦とりでとなる。

「それとも今の命令を取り消してほしい？　だったら素す直なおに従うことね。妹さんを生かすも殺すもあなた次し第だいなんだから」

　だが大内の声は余よ裕ゆうに満ち溢あふれていた。何しろ彼女の武器は凜だけではない。このあまりに圧あつ倒とう的な数の銃口、それを防ぐ術すべは私達にはないのだ。仮に敵の人数を差し引いたとしても、シオリにはもはやナイフを振ふるうだけの気力はなさそうだし、私が人ひと質じちに捕とられていてはネグも迂う闊かつに手が出せない。他ほかにここにいるクラスメイトで、銃も持つ集団と渡わたり合えそうな人物といえば、ただ一人しかいないのだが。

　しかしアヤカは孝助にしっかりと抱き寄せられ、赤い瞳に涙なみだを浮うかべてフルフルと小刻みに震ふるえているだけだった。だいたい普ふ通つうはこれぐらいのピンチになれば、何でもいいから発動して然しかるべきである。それがないのは、やはり心の拠より所である孝助が暴挙に及およんでいるからに違ちがいない。

　そう、彼がアヤカから離れてくれれば、逆転の機会は訪おとずれるはずだ。しかし向こうにその意志がない以上、こちらから何とかそうなるよう仕向けなければならない。そして大内の手中にある私にとって、それは至難の業わざでもある。

　どうしよう。人質になっている以上、迂闊なことをすれば自分の命が危あやうい。まさか直接声に出して離れろと呼びかけるわけにも行かないし──。

　そこで私は不意に気付いた。大内はアヤカの復活を恐れて、工藤の計画を完璧に遂すい行こうさせようとしている。だがそれは「シオリに止とどめを刺ささせる」という的外れなものでしかない。

　つまり彼女は知らないのだ。具体的に何がアヤカの力を封じているのか。

　今、銃は私の頭を離れ、工藤の方に向いている。これが最後のチャンスだと思った。

「倉時くん──」

　喉のどの苦しみに耐たえながら、私は孝助に呼びかけた。

「根室さんから離れて」

「え……何で？」

　よせばいいのに、彼は訊きき返してきた。

　いや、もちろん唐とう突とつな発言だったことは認める。だから雛世が優や茶凪が困こん惑わくしたのは納なつ得とくしよう。そしてあまりの唐突ぶりに、大内の注意が私に向けられるのに間ができたのも、偶ぐう然ぜんとはいえ好都合な展開だった。

　だがそこで言われた当人が動かずしてどうするのだ。しかも理由を訊いてきている。まあ、気持ちは解らなくもないが、考える前に行動してほしいと思ったのも事実である。だいたい私とて自分の命がかかってるのだ。理由なんて口にできるはずがない。

　しかし時すでに遅おそし。すでに敵味方含ふくめて全員の視線が私に集中していた。ここで何か言わなければ、確実にまずいことになりそうな雰ふん囲い気きである。

「ええと……」

　もうどうしようもなかった。とっさに脳を回転させたものの、大内を誤ご魔ま化かしつつ孝助とアヤカを上手うまく引き離す言い訳など、一つしか思い浮かばなかった。そして己おのれの知ち恵えに限界を感じると同時に、あらゆる覚かく悟ごを決めて私は叫さけんだ。

「私……倉時くんのことが好きなの！」

　何となく脳のう裏りをキノコ雲の絵がよぎった。

　次の瞬しゆん間かん、嫌いやな部類の沈ちん黙もくが辺りを覆おおい、不ふ穏おんな空気が立ち込めだす。絶望感に満ちた茶凪の視線を浴び、必要以上に期待の籠こもった優の視線を受け、一方でひたすら視線を私から逸そらそうとしている雛世には悪いと思いながら問題のカップルを見れば、あろうことか両者くっついたまま硬こう直ちよくして微び動どうだにしていない。これでは何のために覚悟を決めたのだか分からない。

「……人生最後の告白ってところかしら？」

　背後から大内の呆あきれ声が聞こえてきた。もうすべてが失敗のような気がした。

「まったく、この状じよう況きようでそんなことが言いだせるなんて、よっぽど若いのね。でも時と場所は選んだ方がいいわよ」

　それは言われなくとも解っているつもりだ。

　しかしこちらの作戦が不発に終わったとなると、もう後がない。工藤はシオリを庇かばっているだけでフォローの欠片かけらすら見せる様子もないし、あとはもう人質として哀あわれな末路を辿たどるしかなさそうである。

　こんなことなら黙だまって見ていればよかった。

　私は至って無責任なことを考えながら、その目を何とはなしに通路の先に向けた。

　ちょうど向こうから灘が歩いてくるところだった。

　思わず愕がく然ぜんとした。いや、歩いてくること自体に問題はないのだ。私だって走ってない時は歩く。しかしこの男は何の前まえ触ぶれもなく、しかも空気を読むでもなく、普通に真正面から運うん動どう靴ぐつで歩いてきたのである。せめて背後から忍しのび寄るなり高笑いを上げるなり、もう少し出方というものを考えた方がいいのではないか。

　一同の視線が集中する中、突とつ如じよ地味な現れ方をした救世主は、人質になった私を見るや眉まゆを顰ひそめ、うんざりとした面おも持もちで吐はき捨てた。

「また君なのか」

「大きなお世話です！」

　誰だれがアヤカを爆ばく弾だんから助けたと思っているのだ。

　しかし私の告白に続けて起きた二度目の珍ちん事じである以上、大内には少なからずショックだったらしい。彼女は慌あわてて狙ねらいを灘に改め、「どうやって入ってきたのよ」と早口で訊たずねた。

「道路は封ふう鎖さしたし出入り口もすべてロックした。なのに──」

「いや、これを使わせてもらったのさ」

　そう言って灘がポケットから取り出してみせたのは、あのメカメカした携けい帯たい電話だった。

「なかなか多機能だね。それより先生、あなたも少し注意した方がいい。道路の封鎖に加えて一いつ般ぱん客きやくの迅じん速そくな隔かく離り、さらに辺りに野次馬がいないことを考えると、報道にも圧力をかけているのだろう。それだけのことをやって退のけた点は評価するけど、少々動かす規模が大きすぎたようだ。すでに国際警察が事件を嗅かぎ付けて動きだしているよ」

「……なるほど、道理でこんな場所が指定されたわけだわ」

　外部から丸見えのこの建物は、確かに犯罪行こう為いには不向きである。必然的に対処の量も増えてくるだろう。となると容易に想像できる。孝助にここのチケットを二人分手て渡わたし、しっかりやりたまえとそそのかしている工藤の姿が。

　つまり大内は利用しようとした相手に完かん膚ぷなきまでに嵌はめられたのだ。すでに話が見えてない私にも、それはうっすらと理解できた。

　それはともかく、あの携帯電話でどうやって道路の封鎖を解いたのか、その辺の説明はないのか。

　だが灘はそんな私の疑問に答える素そ振ぶりもなく、大内に向かって「観念したまえ」と生意気な台詞せりふを吐いた。

「すでに各方面で動いていた君の仲間も押さえられつつある。もう逃にげ場はない」

「さあ、それはどうかしら」

　そして大内もまた後には引かなかった。私の周りはこんなのばかりである。

「あなた、成績はいいみたいだけど、どこか抜ぬけてるわね。私には人ひと質じちがいるのよ。しかも無力な女の子だけで四人もね。それにバックには私の仲間だってまだ大勢控ひかえている。どんなに警察が優ゆう秀しゆうだろうと、彼らの協力とこれだけの人質がいればチョロイもの。第一この人数を見てよくそんな口が利きけたものね」

　あなた丸腰まるごしなんでしょ、と彼女は勝ち誇ほこったように笑った。

　まあ、あの携帯電話を考こう慮りよに入れなければそうも言えるだろうが。

　しかし灘はそれを聞くとさらに眉を顰め、眉み間けんを般はん若にやのようにさせながら「抜けてるのは先生の方だよ」と言い返した。

「いいかい、そもそも真犯人などというのはわざわざ真が付くぐらいなんだから、陰かげでじっとして出てこなければこその記号だ。しかし先生はそうやって自分から姿を現した。半ドンで暇ひまだったから、というなら解らなくもないけど、しかしどのみち無む謀ぼうだよ。第一僕はつい今まで真犯人がどんな相手かなんてまったく知らなかったんだ」

　おかげでさ──、と彼はメガネのずれを直し、面白くなさそうに付け加えた。




「呼びすぎたじゃないか」




　次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい轟ごう音おんとともにすべてのガラスが粉々に砕くだけ飛んだ。

　並木が揺ゆれ砂すな埃ぼこりが舞まい踊おどる中、午後の陽ひ射ざしを受け巨きよ大だいな光が広場に降り立つ。そのメタリックレッドに輝かがやく鉄のボディに恐おそれをなしてか、外にいた五人のヘルメット集団が破れた壁かべから慌ててロビーに飛び込んでこようとしたが、しかし突如降り注いだ無数の光の輪が彼らの眼前を遮さえぎり、噴ふん煙えんを上げてその進路を断たつ。
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　今まで晴れていた外への視界は瞬またたく間に不ふ透とう明めいな黒雲へと変へん貌ぼうを遂とげた。そしてその向こうで燃え上がる炎ほのお色いろの閃せん光こうが走るや、激しい風圧が再び外がい壁へきを蹴け散ちらし、五人の射手を転げ込ませる。彼らの手にあった銃じゆうは硝しよう煙えんを吐きながらカーペット上に落ち、放たれたはずの凶きよう弾だんは正面からの木刀の一閃によって薙なぎ弾はじかれ、火花を散らしながら地面のコンクリートに突つき刺ささっていった。

　その芸当を見せつけ不敵に笑うのは、機械の巨きよ竜りゆうを背後に飾かざった伝説の勇者。彼に向かって大内が負けじと放った弾丸は、横手から飛び出してきたパチンコ弾だまに阻はばまれ、そのまま軌き道どうを離はなれて天てん井じようを射い貫ぬいただけに終わる。

　彼女に引きずられるようにして強制的に振ふり返らされた私の目に、宙に浮うかんで決めポーズをとる魔ま法ほう少女が映る。その愛と正義に満ち溢あふれた姿を蜂はちの巣にしようと銃を構えたヘルメット集団は、逸いち早はやくカーペットの中央から湧わき出してきた青あお鬼おにの豪ごう腕わんに薙ぎ払はらわれていった。

　生徒監かん視し委員の号令のもとに集結した彼らの連れん係けいプレーは隙すきを見せなかった。外の広場から、ロビーの奥から、ホールに通じる壁の穴から、田崎が、間宮が、カナメが、焰邑が伊織が萌華がイオンが次々と現れる。それでも大内は増ぞう援えんの攻こう撃げきをかわし、拳銃を私の側頭部に押し当てたまま、内壁に開いた穴からホールの中へと逃げ込んだ。

　私達を追おうとした乙組の面々は、いまだ闘とう志しの尽つきないヘルメット集団に行く手を阻まれた。しかし銃すらまともに扱あつかわせてもらえないあの戦せん況きようでは、せいぜい時間稼かせぎをするのが関の山だろう。大内もそれを心得て、せめて最低限の人質だけでも確保しようと考えたに違ちがいない。

　その人質が他ほかならぬこの私だということに納なつ得とくが行かぬまま、ズルズルと引きずられてホールの反対側、壁の穴ではない本来の出入り口である扉とびらから出る。そのすぐ正面には灘にこじ開けられたと思おぼしき半開きの自動ドア。おそらくはここから逃とう走そうを図はかるつもりだったのだろう。しかしその外には、いつものでかい従者に加えて明らかに堅かた気ぎとは思えない方々を引き連れた生徒会副会長が、妙みように得意げな表情で立ちはだかっていた。

　ちょうどロボットが降り立った反対側ということもあり、周囲のガラスは健在である。大内の足は必然的に、近くにある階段へと向かった。上へ逃げるつもりなのか。しかしそうなれば正に袋ふくろの鼠ねずみではないか。

　不思議に思いながら二階へ到とう達たつした途と端たん、眼前の第二ホールの扉が独りでに開かれ、黒い霧きりが溢れ出す。そして陽光が遮しや断だんされた刹せつ那な、照明の消えた黒い空間に少女の白い顔が浮かび上がる。禍まが々まがしきマントに身を包んだ眠ねむり姫ひめは、昼間の寝ね顔がおとは似ても似つかぬ冷れい酷こくな笑えみを浮かべ、早起きしてしまったわと呟つぶやきながら無数の蝙蝠こうもりを飛ばしてきた。

　大内はさらに上へと走った。時おり使い魔の追つい撃げきを銃で牽けん制せいしながら三階を越こえ、屋上へと出る。ガラスを通さず頭上から直接降り注ぐ陽光を前に黒い闇やみは力を失い霧む散さんしたが、それは私にとって最も間近な救い主を失ったに等しかった。

　目の前にヘリが一機、すでに離り陸りく準備を済ませ激しくローターを回転させていた。その周囲にはやはりヘルメットをかぶった大内の仲間が二人。ヘリのパイロットも入れると三人になる。一階にいたのはあくまで一部ということらしい。

　私はヘリの向こう、ちょうどロボットが降り立った辺りに目を向けた。ここですぐに駆かけ付けられる味方といえば、やはりアレぐらいしかいないのだが、そこに巨竜の長い首はなく、ただ黒い噴煙が上がっているだけだった。

「銃だけだと思ってた？」

　思わず青ざめた私に、大内が冷たく笑いかけた。

　あとの行動は有う無むを言わせぬものだった。私は無理矢理後ろ手に縛しばられ、ヘリの中に連れ込まれた。続いて残る二人の仲間が乗り込み、ドアが閉まろうとする。そして、もう誰だれでもいいから早く駆け付けてくれと思った矢先、その期待に応こたえるかのように、一人の人物が私達の前に姿を現した。

「契けい約やくが満期に達しました」

　かぶっていた帽ぼう子しが風圧で飛び、中に畳たたまれていた長い髪かみが流れ舞い出る。それでも図書委員は例の如ごとくメガネを光らせ、ヘリの爆ばく音おんにも負けぬよく通る声で大内に呼びかけた。

「このたびはご依い頼らいを果たすことができず申し訳ありません。お約束どおり、料金は全額返済させていただきます」

「結構よ、とっときなさい！」

　屋上を離れるヘリから大内が慌あわてて言い返す。しかし凜は首を縦には振らず、ビジネスですからと一言告げ、懐ふところから厚手の封ふう筒とうを取り出し、力いっぱい放ほうり投げた。

　たちまち無数の紙し幣へいが宙に躍おどり出る。回転するローターに煽あおられたそれらは、ヘリの周囲を激しく回り、時に絡からみ付く。思わぬ攻撃にたちまち機体のバランスが崩くずれ、斜ななめになった私が見たものは、銃じゆうを手にまっすぐこちらを睨にらみ付けている殺し屋の姿だった。

　メガネのレンズの片方だけが上手うまい具合に光っていた。それが計算されたものなのか、ただの偶ぐう然ぜんかは分からなかったけれど、それでも私の目には、彼女の立ち姿はとてつもなくクールに映った。

　銃じゆう弾だんが放たれた。正面窓に蜘蛛くもの巣を描えがき飛び込んできたそれは、見事パイロットの右みぎ肩かたを貫つらぬいた。

　そして機体が墜つい落らくを始める。ちょっと待てこれでは助からないじゃないかと焦あせったのも束つかの間、すぐさま私達は不思議な力に支えられ、乙組の集団が待ち構える下の広場にやんわりと着陸した。中から引きずり出されている最中、すぐ横手に「機械は疲つかれるから嫌いやなんです」と不平を漏もらす、ようやく独りになった超ちよう能のう力りよく少女の姿があった。

　こうしてようやく自由の身になった私は、意外と力持ちだった濃紫に抱かかえ上げられて、戦場から離れたロビーの片かた隅すみに運ばれていった。すでに雛世や倉時兄妹達もそこに避ひ難なんしていたようで、ネグなどは緒深田に包帯で滅め茶ちや苦く茶ちやに梱こん包ぽうされながらも、平然とした顔で私に手など振ってみせた。

　ただ、工藤兄妹の姿だけはなかった。おそらく面めん倒どう事を避さけて帰ってしまったのだろう。

　私は夢中でシャッターを切り続ける優の隣となりにしゃがみこみ、泥どろ沼ぬまと化した戦場に目を向けた。すでにヘルメット達は全員捕つかまり、あとは大内だけが流派の分からない格かく闘とう技ぎを駆く使しして襲おそいかかる無法集団との戦いを繰くり広げていたが、取り押さえられるのも時間の問題のように思えた。

　何というか──つくづく非常識なクラスである。

　そういえばこの男にも感謝しなければならないのかな、と思い灘の方を見ると、彼は相変わらず眉まゆを顰ひそめながら手帳にペンを走らせている真っ最中だった。

「まったく、これでワーストワンは塗ぬり替かえられたよ」

　不ふ機き嫌げん極きわまりない声で呟かれたその台詞せりふが、何だかえらく忘れられなくなった。







　エピローグ　いま一度、私という記号について。
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　中一日置いて、ようやく新たな週が巡めぐってきた。灘が上手く手を回してくれたのだろう、私は爆ばく弾だん魔まとして補導されることもなく、その日もどうにか無事学校へと出向くことができた。

　教室にはもちろん御伽太郎こと工藤シオリの姿はなかった。これでようやく転校生は私一人になったわけだが、しかし問題はまだいくつか──正確には三つほど残っていた。

　一つはまず、大内が逮たい捕ほされなかったこと。

　あの土ど壇たん場ばでよく逃にげきれたものだ、と今でも思う。しかし事実、彼女は追っ手を振ふりきって道路まで出ると、予あらかじめ用意しておいたバイクで逃とう走そうを果たしたのだ。

　灘はそれを知ると軽く溜ため息いきをつき、逃げたって生き延びられるかどうか怪あやしいよ、と詰つまらなそうに呟つぶやいた。それがどんな意味を指していたのか、その時の私にはまだ分かる由よしもなかった。

　それから──これが一番大きな問題だろう。映画館の騒そう動どうを機に、ついに一連の事件が両親の知るところとなってしまったのである。

　昼休みに入ると私は予め待ち合わせていた父母に付き添そわれ、生徒指導室へ向かった。灘に会うためではない。本来の目的である生徒の問題について、担当教員と語り合うためである。そしてこんな真ま面じ目めな日に限り、西岡は元気な顔で学校へやってきたのだ。

　両親の言い分は、冷静に考えれば至し極ごくもっともなものだった。先週の四日間に起きた事件を論あげつらい、学校側を糾きゆう弾だんする。そしてこんな所に大事な娘むすめは預けておけないという──私が小さい頃ころから何度も繰り返してきたパターンだった。

　特に今回は、私自身に非がなかった部分が大きかった。西岡は完全に平謝り状態で、見る見るうちに神経性の何かが再発しそうな塩あん梅ばいだった。そして在ざい籍せきデータの紛ふん失しつが槍やり玉だまに挙げられた段階になって、ついに矛ほこ先さきは学校から乙組のクラスメイト達へと移ったのである。まあ、仕組んでいたのがその内の一人だったのだから無理もないだろう。

　その時父母は、自分達の娘がどんな反応をするのかなどまったく考えてなかったに違ちがいない。気が付けば私は派手にテーブルを引っぱたいて立ち上がり──




「大演説だったそうじゃないか」

　会議室のテーブルに寄りかかり、工藤は冷やかすように笑った。

　おそらく優に盗ぬすみ聞きされていたのだろう。私が教室に戻もどってきた時には、指導室での一件はすっかり皆みなの知るところとなっていた。恥はずかしいにも程ほどがある。

　それからあまりの照れ臭くささに再び廊ろう下かへ出て涼すずんでいると、灘が会議室へ来るように言ってきた。工藤も含ふくめて三人で話がしたい、とのことだった。

「それで何だい？　委員長」

　工藤の問いかけに、灘は「何だいじゃないよ」と相変わらず面おも白しろくもない台詞を返した。

「まだ訊ききたいことが残ってるんだ。大内先生の正体だよ。君は始めから知らされていたのかい？」

「さあね、正体なんて知っておく必要もない。あの女は僕達兄妹の『敵』だった。それで充じゆう分ぶんだ。委員長だっていつもやってるはずさ」

　無む駄だを省いた記号の羅ら列れつ。もっとも今回はそれが仇あだとなって、備品室の事件記録から省かれていたアヤカへの到とう達たつが遅おくれたわけだが。

「まあ、しかしそう言うからには、委員長はその正体とやらに気付いたのだろう？　だったらそれを学校に提出して終しゆう了りよう。今さらこだわることでもないだろうに」

「確かにいつもならそうしているけどね」

　灘は眉を顰め、珍めずらしく難色を示した。もっとも私の方は彼女の正体などまったく知らないわけで、そんな状態で二人の会話を聞いていても甚はなはだ後味が悪くなってしまう。きっと映画館に居合わせた雛世達も、こんな気分だったに違いない。

　こういう場合、やはり自分は訊たずねるべきなのだろう。

「そういえば灘くん、言ってましたよね。国際警察が動きだした、って。あの先生は何者だったんですか？」

「さあね。僕はその時の状じよう況きようを述べたまでのことだよ。彼女がこの学校へ来たのは夏前のこと。おそらく始めから根室さんを狙ねらっていたんだろう。他国のスパイかテロリストか、それとも何か別のものなのかは知らないけど、済んだことなら発展性のない詮せん索さくなど無用だ。どのみちあれだけの失態を犯おかしたんだし、たぶん今いま頃ごろ仲間に消されているはずだよ」

「はあ」

　解わかったような解らないような、である。今回の事件、確かに大きなものではあったかもしれないが、そこまで話が飛ひ躍やくしてしまうと、正直実感が湧わきにくい。

　だいたいそれぐらい大規模な裏があって、なぜ大内は仲間の助けを得ずに工藤や凜を使おうとしたのだろう。ブレインにしろ殺し屋にしろ、あれだけ仲間がいながら揃そろえることはできなかったのか。

　だがその疑問は工藤の方から打ち消された。

「優ゆう秀しゆうな犯罪者が最も重視するのは何だと思う？　それは情報さ。ターゲットの素す性じようや癖くせ、そしてそれを取り巻く周囲の状況。それらを把は握あくすることこそがすべてにおいて最優先となる。しかし如何いかに強大な力をもってしても、集められる情報には限りがある。となればターゲットと同級生という立場の手て駒ごまがどれほど魅み力りよく的なものか──。ご納なつ得とくいただけたかい？」

「でも、工藤くんも瑪瑙さんも、その……正体を隠かくしていたじゃないですか。どうして大内先生にはそれが判わかったんでしょう」

「殺し屋のことなら、いわゆる裏世界の繫つながりというやつだろうから、僕の知ったことではない。そして僕に関しては──」

　今回唯ゆい一いつの失態だろうね、と彼は自じ嘲ちよう的に口元を歪ゆがませた。

　ああ、自分から明かしたのだ。途と中ちゆうから乙組に加わった彼女に、私の時と同じように。

　なぜだかすぐに理解できた。

　灘はそんな工藤の様子を眺ながめていたが、不意に手帳を開くと「失態というならそこじゃないだろう」と、意味深なことを言いだした。

「君が犯したミス。それは即すなわち、今回の事件の真相を僕に見破られたことだ」

「いや、そんな今さらな」

　いちいち重箱の隅すみを突つつきたがる男である。だが彼は「それをこれから話すんだ」と私を睨にらみ、その目を改めて工藤の方に向け直した。

「だいたい君の大内先生の扱あつかい方はすべて計算ずくでのことだったじゃないか。これで失態だと言うなら、世の中の大たい抵ていのことは失態になってしまう。実際先生はターゲットである根室さんの反則的な力を前にして、殺害方法を見つけられずにいた。もちろん殺し屋の瑪瑙さんを雇やとったところで結果は同じ。それにクラスメイトは狙わないという瑪瑙さんのポリシー自体が、そもそものネックになっていたわけだ。そこで先生は君に協力を要よう請せいしたのだろう。もちろん一ひと筋すじ縄なわでは行かない君を上手うまく動かすために、君の妹さんを人ひと質じちに捕ってね。まあ、人選から見ても一つの作戦としては妥だ当とうだったろうけど──しかしそこにつけ込んだ君は、散々いいように先生をあしらった挙句、今の時点ですべて筋書き通りに事を進ませている」

　なかなかショッキングな発言である。私が「まさかぁ」と叫さけぶのと、工藤が「聞こうじゃないか」とほくそ笑えむのと、ほぼ同時だった。

「そうだね、そもそも君の行動は不自然すぎたんだよ。あからさまに学校指定の便びん箋せんを使ったり、テープを破は棄きせずわざわざ人に預けたり。まるで僕に真実を解き明かしてくれと言わんばかりだったじゃないか」

「それはそうだろう。僕だって妹が巻き込まれて辛つらかったのだからね」

　全然辛そうとは思えない口調で工藤は頷うなずいた。しかし噓うそではないはずだ。後で聞いた話によれば、シオリは工藤にとって唯一の家族だったそうである。果たして二人の生おい立ちに何があったのかは不明だが、しかしそういうことなら妹が人質にされた時はそれなりの心労もあったのだろう。

　今、彼は「妹を助けようとするあまり犯罪に荷か担たんしてしまった悲劇の兄」という触ふれ込みで御伽瓦かわら版ばんの一面を賑にぎわせている。それは言い換かえれば、所しよ詮せんただの悲劇の人物に過ぎないということでもある。ある意味で割りきっている乙組の面々が、「一回きり」の彼の過あやまちを許すことは目に見えていた。

　しかし私はこうなったことに満足してもいた。仮にこれが工藤の読みどおりだったとしても、私と御伽太郎がクラスに入れてしまった亀き裂れつは、見事塞ふさがろうとしているのだ。

「言わば委員長へのＳＯＳだった、というのでどうだい？」

　だから、そういう微び妙みような言い回しは止やめてもらえないか。こっちが不安になるじゃないか、と私は工藤を軽く睨ねめ付ける。

　そして、そんな私の気持ちを踏ふみにじるのが灘の役目である。

「で、ＳＯＳを出した挙句、愛の力で妹さんを助けてハッピーエンドかい？　確かにクラスの皆みなはそれで納得しているようだけど、あいにく僕にはそうとは思えない。だいたい何かとクラスを騒さわがせるのが好きな君が、自分から進んでここまで丸く収まる逃にげ道を確保していた時点でおかしいんだ。ならば真意はこの後に控ひかえていると見ていい。そこで考えたのさ。もし君の望みどおりにこの事件が解決した場合、僕はいつものようにこれを学校に報告する。その時何が起こるか、をね」

　そう言うと彼はパラパラと手帳を捲めくり、「九月一日、パンダ公園で局地的濃のう霧む発生」と、あの時の記録とは少し違ちがった一文を読み上げた。

「同日、御伽学園付近で群発地じ震しん発生。二日、同校の始業式に暴走族が乱入。三日、同校で爆ばく弾だん騒さわぎ。同じく三日、同校に不ふ審しんな女子が乱入。四日、映画館にて爆弾騒ぎ発生──。すべて学園外で報道された内容さ。まあ、中にはマスコミと関係なく噂うわさだけのものもあるけど、仮に僕が今回の事件を学校に報告した場合、ここに新たな一文が加わることになる。『九月某ぼう日じつ、国連における人体クローン実験と、それに伴ともなう人型生物兵器の保有が判明。なお日本国内でその兵器を巡めぐり反対勢力との交戦があった模様』──ってね」

　それは……大問題じゃないか。

「そう、今回の事件、客観的に見ればとてつもなく大きな問題を孕はらんでいる。世界の混乱、テロリズムの横行、新たな戦争──。導き出される可能性はいくつも考えられる。しかし実際のところ、これ自体は大きな問題じゃない。なぜなら、おそらくこんな報道は絶対に為なされないからだ」

　先週、この部屋での灘と楓の議論に出てきた言葉、即ち学校側の対外的後始末というやつだろう。例えば始業式の途と中ちゆうに怪あやしげな軍勢が攻せめてきたところで、暴走族と言ってしまえばそれまでになる。巨きよ大だいなナマズもメタリックなドラゴンも存在しない。勇者と魔ま物ものが戦いを繰くり広げた事実もなければ、狂くるった科学によって誕生した怪かい生物が人を襲おそった事実もない。

　本当は隠いん蔽ぺいなどいくらでも可能だったのだ。ならば政治的混乱を生みかねない事件など、表立って発表されることはまずない。

「だったら何が問題なんですか？」

　私には解らなかった。

「あくまで報道が為されないだけだよ」

　灘はこちらを見やり、思考の訂てい正せいを要求してきた。

「これだけ大きなものが背後にあるんだ。少なくとも学校側から報告を受ける人間というのは確実に存在する。そしてさらに重要なのは、その反対勢力と戦ったのが他ほかならぬ僕ぼく等らだったということだ」

「それは何かまずいんですか？」

「まずいさ。うちのクラスは根室さんを抜ぬきにしてさえ、それを潰つぶすだけの力を秘ひめている。しかし秘めていることと実際に潰したことでは、あまりに状じよう況きようが違ちがう。いわば核かく兵器保有国が現実に起き爆ばくスイッチを押したようなものだ。世界に対たい抗こうする勢力とはいえ、相手はただの人間だよ。異世界を脅おびやかす怪物の軍勢でもなければ、地球を狙ねらう異星人でもなく、大自然の怒いかりでもない。それに対して僕等が力を行使したことが知れれば、各国が考えることはただ一つ」

　一年乙組は全世界の脅きよう威いとなる。

　そしてあらゆる勢力が乙組を潰すべく動きだす。

　これが世界の中心の宿命なのだ。

「結局こういうことだったのさ。これが通ってしまえばクラスに辛かろうじて存在する秩ちつ序じよも崩ほう壊かいしてしまうだろう。工藤くん、君が大内先生の脅きよう迫はくを逆手に取って僕に仕し掛かけてきたこの壮そう大だいなゲームは、僕からの報告という最後の一手によって君のチェックメイトとなるはずだった。そう、この真意を見破られさえしなければね」

「じゃあ……工藤くんは、始めから灘くんに解決させるつもりで今回の事件を起こした、ってことですか？」

　それにしてはえらく手が込んでいた、と私などは思うのである。だいたいアヤカを直接救ったのは私なのだ。灘は結局外にいただけなのだし、一歩間違えれば彼女は間違いなく死んでいた。そして工藤の目もく論ろ見みも失敗に終わったはずである。

　だが私がそれを問うと工藤は首を横に振ふり、「しかし結果的に君が動いた。それでいいのさ」と笑って答えた。

「見ていて分かったろうが、何も委員長はすべてを一人で背負っているわけじゃない。僕と同じさ。周りの人間を巧こう妙みように手て駒ごまとして利用している。そして君は僕の正体を知る唯ゆい一いつの駒だ。さぞかし動かしやすかったことだろうね」

　いい助手になれるんじゃないか、と彼は冷やかした。冗じよう談だんじゃない、と素す直なおに思った。

　灘はそれを面おも白しろくもなさそうに聞き流すと、「九月四日午後一時五十一分──」と、改めて手帳を読み上げた。

「──教員一名を生徒殺害未み遂すい容疑で通報。なお犯人は逃とう走そう」

「……それは？」

「今回の事件の僕なりの『真相』さ。君等がこれに関してどんな不満を抱いだこうが関係ない。僕は学園の平へい穏おんを守る一生徒監かん視し委員として、報告はこの形でおこなう。そして、これをもって本件は無事終了とする」

　あまり人ひと騒さわがせなことはやめたまえよ、と言って灘はようやく手帳を閉じた。

　すべてが完結した瞬しゆん間かんだった。

　私はもはや何も言いだすことさえできず、ただぼんやりと二人の異才を交こう互ごに見やる。窓から差し込む昼の陽ひ射ざしはとても柔やわらかく、まるで今聴いていたことが白昼夢であったかのような錯さつ覚かくすら引き起こしてしまう。

　それほどまでに二人の顔は穏おだやかになっていた。

「さて、じきに授業が始まるよ。僕は先に教室へ戻もどるけど──工藤くん、君は高浪さんに用があるのだろう？　早くしたまえ」

　灘はそう言うと足早に去っていった。私は相変わらずぼんやりしたまま、真の黒幕と二人きり、誰だれもいない部屋に取り残されてしまったという現状に軽く首を傾かしげてみせた。

「あいつは昔からああなのさ」

　工藤がふと呟つぶやいた。

「昔って、いつから知り合いなんですか？」

　私が訊たずねると、彼は「中学の時からだ」と答えた。

「三年間ずっと同じクラスでね。そこで二人して監視委員をやっていた」

「二人──って、工藤くんがですか？」

「意外かい？　そうだね、君はいろんな学校を渡わたり歩いてきたから知っているだろうが、監視委員なんてどの学校でも嫌きらわれ者だ。当然僕達もそうだった。しかも経験者が優先的に選ばれるから、三年間ずっと嫌われ通し。たぶんそのせいだろうね。あいつはいつの間にか、監視委員としての自分を徹てつ底ていさせるようになっていった」

　まるで妹みたいなやつだよ、と彼は静かに笑った。

「その点僕は逆でね。何しろこんな仕事をやっていると情報がいくらでも入ってくるものだから、それを最大限に利用しないと損だと思ったのさ。生徒一人一人の性格を摑つかんで、それを最大限に利用して。そして気が付いたらこの有様だった。もちろん彼とはその頃ころから対立していたのだが──何の因果だろうね、高校に入ってまで同級生とは」

「きっと報むくいですよ」

　私が微び妙みように適当な相あい槌づちを打つと、工藤はなるほど報いかと可笑おかしそうに笑った。金曜日に上げていた笑い声とは違ちがう、ごく自然なものだった。

「しかし──報いを受けているのは果たしてどちらだろうね。散々悪行の限りを尽つくしてきたこの僕か、それとも冷れい徹てつぶりを貫つらぬき通してきたあいつか。高校に入ってからの僕はただの一生徒に格下げされて、あいつはいまだに委員として頑がん張ばっているけれど、これだってどちらが得をしているのかは分からない。だから僕があいつにちょっかいを出すのは、あいつが羨うらやましいからか、それともあいつを羨ましがらせたいからか……」

　結局のところは謎のまま、か。

　私は工藤の顔を見る。今話をしている彼は、クラスの誰よりも普ふ通つうの高校生に見える。

　灘にもこんな一面があるのだろうか。

「おっと、こんな話をするために残っているわけではなかったんだ」

　工藤はそう言うとテーブルから体を起こし、内ポケットからピンク色の封ふう筒とうを取り出して私に差し出した。つくづく封書好きな男である。

「妹からクラスのみんなへ、だそうだ。後でゆっくり読んでやってくれ」

　工藤シオリ、と丸文字で書かれているのが見て取れた。

「今は、記き憶おくの方は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「少なくとも今は、ね。僕の妹であるという記憶もちゃんとあるし、先週の出来事もしっかり覚えている。超ちよう能のう力りよく者しやや改造人間には悪いことをしたとしょげてもいたが、まあ、これは僕の方が悪いのだからあいつが謝ることではないか」

　やはり悪いという自覚はあったらしい。いや、普通妹にあそこまでさせておいて、自覚なしだったら大問題だが。

「あいつにはね、友達というものが存在しないのさ」

　彼はふと、そんなことを漏もらした。

「何しろあんな病気だからね。一時的に存在したとしても、いずれ消え去ってしまう。だから──また気が晴れた時でいいが──よかったら早めに会って、またみんなで遊んでやってくれないか」

　だいぶ性格は変わったけどね、と彼は付け加えた。

　近い将来風化してしまう記憶。その記憶を少しでも大切にするために、シオリはその時その時の自分を徹底させる。それが本当に良いことかは分からない。でも、今だけしか得られない輝かがやきを摑もうとするのは絶対に悪いことなんかじゃないと思い、私はしっかりと頷うなずいた。

　で、ふと思った。

「工藤くん、ちょっと訊きいていいですか」

　怒おこらないでくださいよ、と前置きして訊ねる。

「シオリさんって、その……本当に妹さんなんですか？　もしかしたらやっぱり記憶を……」

　だが、そこまで言ったところで、工藤は再びあの黒幕の笑みを取り戻し、私の言葉を止めさせた。

「君は──少しばかり人より鋭するどすぎるようだね」

　そしてどこからともなくでっかい茶封筒を取り出し、私に手て渡わたす。中を覗のぞきこむと、いつか書いた個人資料やら試験の解答用紙やら、通帳と印いん鑑かんやら何かのＣＤ‐Ｒやらが、きちんと整理され収められている。
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「僕からの転入祝いだ。後で先生に渡しておくといい」

　今後ともお手て柔やわらかに頼たのむよ、高浪さん──。

　工藤スグルはそう言い残し、私の前から去っていった。

　私はしばらくの間狐きつねに摘つままれたような顔でその場に立ち尽くしていたが、やがて昼休みの終わりを告げる鐘かねが鳴っているのに気付くと、まだどこか紅潮している頰ほおを撫なで摩さすり、それから二通の封筒を抱かかえて意気揚よう々ようと教室へ戻っていった。




　これで私の最初の事件はひとまずおしまいである。

　いや、そういえばまだ一つばかり問題が残っていたと思うが、それはまた本筋とは関係のない些さ細さいなこと。まあ、よくよく考えてみれば、乙組に私が入ってこなければ、工藤の計画は成り立たなかったわけで。そしてそのためには、私を否いやが応でもここに入れる必要があったわけで。

　ようやく返してもらった答案用紙の記述は、何というか、とても素す敵てきな具合に修正されていた。

　こうなると、いつぞやの全国模試も怪あやしい。家から近いという動機だけで学校なんか選ぶものじゃないのかもしれない。

　あれから──一度工藤に訊いてみたのだ。どうして私を引き入れたのか、と。

「君が面おも白しろい経歴の持ち主だったからさ」

　実にそれだけだった。

「君はうちのクラスの構成に何か作さく為い的なものを感じないかい？」

　そして、どこかで聞いたような台詞せりふを口にした。

「僕は筋書きを書くのは好きだが、筋書きに吞のまれるのは嫌きらいでね。このまま牧場のヒツジとして過ごすのはご免めんだ。だから君という一匹ぴきのオオカミを解き放ったまでのことさ。まあ、委員長は止めてくるだろうが、君は君でせいぜいあの仕組まれた実験場を搔かき乱してくれたまえ」

　詳くわしいことは教えてもらえなかった。ただ、教えてもらうこともない、とも思った。

　深く考える必要などない。私は自分が思ったとおりにやっていけばいい。それで巻き込まれたというなら、その時はその時である。

　私立御伽学園一年乙組とは、たぶんそういうクラスなのだ。

　それと、これもついでに付け加えておくべきだろう。私の就任先は、めでたく図書委員会に決まった。

　もちろん図書委員だって構わない。確かに相方はヤバげだけれど、実はそんなに悪人でもないというのは先の事件で分かっている。一つ意外だったのは、彼女もまた工藤の正体を知らなかった、ということだ。大内が彼を使おうとした件については、「依い頼らい者しやの事情は詮せん索さくしない」という経営理念に則のつとって、何の疑念も抱いだかなかったらしい。

　ちなみにその凜は今、テープを聴きいた優の邪じや推すいによって、工藤と怪しいと専もつぱら評判になっている。それに対して彼女がどんな感情を抱いているのかは、その無表情さからは読み取ることができない。

　そんな彼女と一いつ緒しよに微び妙みような空気の中で図書室の受付に座っていると、時おりクラスメイトが血相を変えて飛び込んでくるのである。

「大変だよランちゃん！　いおりんがコウくんのこと生体解かい剖ぼうするって！」

「あー、図書室ではお静かにね」

　今日も今日とて飛び込んできた雛世を前に、私は努めて冷静に彼女を諫いさめた。さらにその後から続いて飛び込んできた茶凪が「麻ま酔すい六百シーシーだよぉ」とおろおろしているが、その分量が医学的に見てどれほどのものなのかはよく分からない。

　そういえば例の私から孝助への爆ばく弾だん発言があったにも拘かかわらず、この二人とは相変わらず友人同士である。それは珍めずらしく孝助の方からしっかりと私に断りを入れてきたからだろう。月曜の放課後、「ごめん」と言っていつぞやの食パンを返してきた彼は、心なしか少しだけ何かを決意した目をしていた。

　ちなみに冷れい凍とう庫こにしまってあったのだろう、パンに青カビは生えてなかった。べつにいらないので、後でゴミ箱に捨てたが。

　しかしそんな経けい緯いがあったればこそ、一人の相手を共有するものとして認にん識しきされたのかもしれない。あれから孝助絡がらみの相談事がぐっと増えた気がする。

「きっと大だい丈じよう夫ぶだよ」

　とりあえず、二人にはにっこり笑ってそう答えてみた。

「ほら、これで四度目だけどいつも無事生せい還かんしてるし」

　だがそれは焦あせる彼女達の変な所に油を注いだだけだったらしい。雛世と茶凪はともに私の腕うでを摑つかんで立たせると、窓口なんだからもっとしっかりしろぉと喚わめき始めた。

　そう、私は気が付けば図書委員にして生徒監かん視し委員会窓口という、なんとも厄やつ介かいな肩かた書がきを持つようになっていた。しかし断っておくが、もちろんそんな役は公式にはない。ただ、あの事件の真相に私が関かかわっていたと知るや、皆みながそう扱あつかい始めただけなのだ。当の監視委員本人などは、いつもそれを聞くたびに迷めい惑わくそうな顔をしている。

　そんなわけで横にいる凜に生暖かく見守られながら私が二人を説得していると、今度は優がいつもどおりの充じゆう血けつ眼まなこを剝むき出しにして駆かけ込んできた。

「スクープだよランちゃん！　校庭にスク水式巨きよ大だいモエちゃん出現だよ！」

「だからあっちに言ってよ！」

　私はついに悲痛な叫さけび声を上げた。そしてどうして毎度毎度こちらに持ち込んでくるのかと嚙かみ付きそうになった時、窓を突つき破って飛び込んできた舌に腰こしを捕とらえられ、勢いよく外に引きずり出される。

　もう私に「転校生」という記号はない。代わりにあの男の手帳に並び始めた新たな記号、それは「受難」。

　秋晴れの中、体いっぱいの風を受けて宙を舞まいながらふと下に目をやると、校庭の片かた隅すみに立った灘がこちらを仰あおぎ、また君か、と嫌いやそうに呟つぶやいていた。
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　あとがき







　小さい頃ころから図書館が好きで、週末には必ず足を運んでいました。初めのうちは児童書を、学年が上がるとより一いつ般ぱん向けの小説を求め、背の高い本ほん棚だなの間に立って精せい一いつ杯ぱい大人のふりをしながら、おずおずと文字だらけの本を手に取ったものです。

　もっとも、読むジャンルは偏かたよっていたような気がします。怪かい奇き・幻げん想そう物が中心で、そこに推理物や小説以外の本がちょこちょこ混じっているといった具合でした。

　ライトノベルとの出会いもまた、やはり図書館でした。普ふ通つうの文庫本とともに一いつ箇か所しよに集められていながら、その色とりどりの背表紙と、漫まん画がやアニメで馴な染じみのある絵え柄がらは、大人でもなく子供でもない、どこか奇き妙みような感覚を私に与あたえたものでした。

　そして初めて読んだライトノベルが何だったか──それは内ない緒しよにしておきましょう、何となく。あれから十とＸ年、気が付けば私も二十代になり、その奇妙な感覚もいつの間にかごく当たり前で身近なものになっていました……というのが常識的に考えて良いのか悪いのか微び妙みように分からないので、思い出話はこの辺で。

　皆みな様さま初めまして、東です。この本が記念すべき一冊目となります。めでたさのあまり水道水も一気飲みの日々です。

　さて、すでに本編をお読みになられた方ならご存じのとおり、この物語にはライトノベルに限らず、漫画やアニメ、ゲームなど、その手の作品に登場しがちかもしれないキャラクターが大勢出てきます。世界観を縛しばる法則などあって無きが如ごとし。何でも起きます。起こします。

　そんな闇やみ鍋なべ的なシロモノではありますが、今回あえなく出番を削けずることになった一部の乙組メンバーのためにも（笑）、皆様にはぜひ今後の続編を待望していただきつつ、「マキゾエ面白かった！」と仰おつしやっていただければ、作者冥みよう利りに尽つきる次し第だいです。

　最後になりましたが、拙せつ作さくを評価してくださった第一〇回スニーカー大賞選考委員の皆様へ、それを一冊の本にまで育て上げてくださった担当のＹ様へ、大勢の登場人物一人一人に丁てい寧ねいで愛らしいビジュアルを与えてくださったＮｉｎｏ様へ、応おう援えんしてくださった家族・友人・知人の皆様へ。そしてもちろん、この本を手に取り、お読みくださったあなた様へも。

　ありがとうございます。今ようやくここに立ちました。これからも精しよう進じんいたしますので、何とぞよろしくお願いいたします。

　そして、とある映画の何となく好きなこの台詞せりふで、あとがきを締しめたいと思います。




「グバァァァァァ！」（注・ディロフォサウルスの鳴き声）


東　亮太　　









　解説







　いかにも小ライト説ノベルに出てきそうなキャラクターを、あえてひとクラスに集めたらどうなるだろう？　たとえば巫女みこや転校生や、復ふく讐しゆう鬼きやハーレムなどをだ。格かく闘とうファンタジー？　学園ラブコメ？　侵しん略りやく的ＳＦ？　そのどれでもあって、そして謎なぞ解ときのミステリでもある──。それが本書『マキゾエホリック』だ。




　常つね日ひ頃ごろから手帳を持ち生徒を記号化しまとめる生徒監かん視し委員・灘英斗と、何かとトラブルに巻き込まれがちなパンをくわえて走るのがお気に入りの転校生・高浪藍子。この奇き妙みようなダブル主人公が、一ひと筋すじ縄なわではいかない事件を解決していく。だが万能の探たん偵ていが神のように解決するわけではない。クラスメイトたちが抱かかえる記号を把は握あくすることによって初めて、解決が見えてくるのだ。だが被ひ害がい者しやも犯人も、いや、もっとたちが悪い者も在ざい籍せきしているクラスなのだから、いっそう事件は混こん迷めいを深めていく。クラスメイトがそれぞれ出会う一見バラバラな事件、それを灘が手帳に全すべてメモしたときに起こる衝しよう撃げきの結末とは？

　もちろん様々な楽しみ方もできる。大勢いるキャラクターの中から、お気にいりのキャラを見つけるのも良し、明らかになっていない記号を予測するも良し、また素直にライトノベルとして読むのも良し。たぶん、どのように読んでも、あなただけの小説となるだろう──これがむしろ本書の真骨頂かもしれない。




「独特の世界観を持っている」「なんでもありの学園小説」「緻ち密みつな謎解きが意欲的」「個人的には一押し」「突とつ出しゆつという意味では一番ある」「アニメの原作のような世界観」。




　第一〇回スニーカー大賞の最終選考中に、選考委員から寄せられたコメントの一部をとってみても〝なんでもあり〟な本書『マキゾエホリック』。ある種のお約束を守りつつ、はずしつつ、かつてなく楽しい小説として完成した。

『マキゾエホリック』は、記念すべき第一〇回スニーカー大賞を受賞した──そう第一〇回は記念すべき回になる。なぜならこんな可能性を秘めた作品が受賞したのだから。

　さぁ、『マキゾエホリック』の、巻まき添ぞえになってみよう──。





角川スニーカー文庫編集部　　


















本書は、第一〇回スニーカー大賞（選考委員：あかほりさとる、飯田譲治、藤本ひとみ、水野良／二〇〇五年四月発表）の奨励賞受賞作「君等の記号／私のジケン」を改題し、加筆・修正したものです。
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